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　本県には、これまでに発見された約�����箇所の遺跡をはじめとして、

先人の遺産である埋蔵文化財が豊富に残されています。これらの埋蔵文

化財は、地域の歴史や伝統を理解し、未来を展望した彩り豊かな文化を

創造していくうえで、欠くことのできないものであります。

　一方、これまで大きな洪水や渇水の被害に見舞われてきた米代川や阿

仁川の流域では、そうした自然被害の脅威や不安を解消するためのダム

建設が長く望まれ、洪水被害の軽減、灌漑用水・水道用水の供給、水辺

環境の保全などを目的とする森吉山ダムの建設事業が行われております。

本教育委員会ではこれら地域開発との調和を図りながら、埋蔵文化財を

保存し、活用することに鋭意取り組んでおります。

　森吉山ダム建設に先立ち、平成��・��年度に実施した森吉町向様田Ａ

遺跡の発掘調査では、縄文時代晩期の環状配石遺構、土坑墓群や配石遺

構群などの祭祀遺構が発見され、すでに報告しております。本報告書は

調査成果のうち、捨て場と遺物についてまとめたものであります。

　本書がふるさとの歴史資料として広く活用され、埋蔵文化財保護の一

助となることを心から願うものであります。

　最後になりましたが、発掘調査ならびに本報告書の刊行にあたり、御

協力いただきました国土交通省東北地方整備局森吉山ダム工事事務所、

森吉町、森吉町教育委員会など関係各位に対し、厚くお礼申し上げます。

　　

　　平成��年３月

　　　　　　　　　　　　　　　　　秋田県教育委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育長　小�野�寺　清　　



例　　言

１．本報告書は、森吉山ダム建設事業に係り、平成��・��年度に行われた向様田Ａ遺跡の発掘調査報

告書である。

２．本書は、平成��年度に刊行した『秋田県文化財調査報告書第���集　向様田Ａ遺跡－森吉山ダム

建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅷ－遺構篇－』に続いて、遺物についての成果をまとめ

た２冊目であり、森吉山ダム建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書としては��冊目となる。

３．本書の作成にあたり、以下の方々からご指導・ご助言をいただいた。記して感謝の意を表する。

　赤沼英男�阿部朝衛�阿部義平�五十嵐俊雄�池田淳子�伊藤玄三�稲野祐介�榎本剛治�大村和弘

　岡村道雄�小林和彦�小林達雄�熊谷常正�佐野一絵�滝沢規朗�冨樫泰時�日暮晃一�宮尾亨

　（��音順・敬称略）

４．第３章の��Ｃ年代測定について、総合研究大学院大学　小林謙一氏、国立歴史民俗博物館　今村

峯雄、坂本稔、陳建立氏より玉橋を賜った。

５．土器の実測・トレース・写真撮影の一部を株式会社シン技術コンサルに委託した。

６．本書は、石器部分の粗稿を佐々木彩子が執筆した。宇田川浩一が他の部分と合わせて執筆・補筆

して文体を統一し、柴田陽一郎と宇田川が編集した。遺物の写真撮影は柴田が行った。

 凡　　例

１．発掘調査時にトータル・ステーション、または手書きによって図面を作成し取り上げを行ったも

のは、本文中「点取り遺物」と記載した。又、本書で言う「完形土器」とは、完全なものから大き

く破損はあるが口縁部もしくは底部が残り、完形復原可能なものまで様々な状態のものを含む。

２．標準偏差・不偏分散は、分母を（ｎ－１）で計算した。

３．遺物の出土重量・数量、地点別特化度は、偏差値に置き換えて記載した。特に断らない限り、偏

差値は標準化データ×��＋��で計算しており、平均値が偏差値��となる。

４．マッカーサーの多様度（Ｈ�）と公平度（Ｅ）の計算は、以下の公式に従った。

　Ｈ�＝－�Σ｛（����）����（����）｝　�＝１　Ｈ���＝�����（��＝���）　Ｅ＝Ｈ��Ｈ���
５．修正ウェーバー値（��）の計算は、以下の公式に従った。

　　　　
　��＝Σ｛��－（�����）�２　　ｎ：上位からの順番　��：ｉ番目の種の構成比

６．地点別特化度（��）の計算は、右の公式に従った。　��＝（Ｒ��Ｒ�）�（����）

　Ｒ��：ｊ地点で採集された全種の総個体数　　　　Ｒ�：ｊ地点採集のｉ種の個体数

　Ｎ：対象地全域で採集された全種の総個体数　　Ｎ�：対象地全域で採集されたｉ種の個体数

７．本書で使用した遺構略号は、ＳＴ：捨て場とＳＮ：焼土遺構である。

８．土器観察表で使用した単位は、長幅厚を㎝、重量はｇである。（　）は推定値、〈　〉は残存値。

９．石器の計測点は、以下の通りに行った。

��．挿図中に使用したスクリーントーンは、以下のとおりである。

　　　　�アスファルト　　　　　�朱塗り　　　　　　　うるし　　　　　　　炭化物
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第１章　はじめに

　　第１節　調査に至る経過

　向様田Ａ遺跡の発掘調査は森吉山ダム建設に伴い、遺跡総面積�����㎡に対して平成��（����）年度

と、平成��（����）年度に行われた。平成��年度より整理作業も開始し、平成��（����）年度３月に、

捨て場以外の遺構部分についての調査成果をまとめ、『秋田県文化財調査報告書第���集　向様田Ａ遺

跡－森吉山ダム建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅷ－遺構篇－』（以下『遺構篇』と略）と

して刊行した。発掘調査に関わる経過はすでに報告済みであるので、本書では省略する。

　また、遺跡立地・遺跡概要についても『遺構篇』第２～３章に報告済みなので省略する。

　整理作業は『遺構篇』刊行後も、平成��（����）年度までさらに１年継続して行い、出土遺物の��％

以上が出土した捨て場と出土遺物についての成果をまとめたものが本書である。

　なお、環状配石遺構検出部分の約�����㎡は、今後再調査する予定である。

　　第２節　調査要項

�遺 跡 名�　向様田Ａ遺跡（むかいさまだＡいせき）（略号２ＭＳＤ－Ａ）

�所 在 地�　秋田県北秋田郡森吉町森吉字向様田家ノ下モ８外

�調 査 期 間�　平成��年度：平成��（����）年７月��日～��月��日

�　　 �　平成��年度：平成��（����）年５月��日～��月��日

�調 査 目 的�　森吉山ダム建設事業に係る発掘調査

�調 査 面 積�　�����㎡（平成��年度：�����㎡　平成��年度：�����㎡）

�調査主体者�　秋田県教育委員会

�調査担当者�

［平成��年度］三嶋　隆儀（秋田県埋蔵文化財センター学芸主事）

　　　　　　　牧野　賢美（秋田県埋蔵文化財センター学芸主事）

　　　　　　　吉田　英亮（秋田県埋蔵文化財センター学芸主事）

　　　　　　　加藤　　竜（秋田県埋蔵文化財センター文化財主事）

［平成��年度］児玉　　準（秋田県埋蔵文化財センター副主幹（兼）調査班長）

　　　　　　　山本　起嗣（秋田県埋蔵文化財センター学芸主事）

　　　　　　　吉田　英亮（秋田県埋蔵文化財センター学芸主事）

整理担当者�

［平成��年度］三嶋　隆儀（秋田県埋蔵文化財センター学芸主事）

　　　　　　　牧野　賢美（秋田県埋蔵文化財センター学芸主事）

　　　　　　　吉田　英亮（秋田県埋蔵文化財センター学芸主事）

　　　　　　　加藤　　竜（秋田県埋蔵文化財センター文化財主事）
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［平成��年度］児玉　　準（秋田県埋蔵文化財センター副主幹（兼）調査班長）

　　　　　　　山本　起嗣（秋田県埋蔵文化財センター学芸主事）

　　　　　　　吉田　英亮（秋田県埋蔵文化財センター学芸主事）

［平成��年度］児玉　　準（秋田県埋蔵文化財センター副主幹（兼）調査班長）

　　　　　　　山本　起嗣（秋田県埋蔵文化財センター学芸主事）

　　　　　　　宇田川浩一（秋田県埋蔵文化財センター文化財主事）

［平成��年度］柴田陽一郎（秋田県埋蔵文化財センター副主幹（兼）調査班長）

　　　　　　　宇田川浩一（秋田県埋蔵文化財センター文化財主事）

　　　　　　　佐々木彩子（秋田県埋蔵文化財センター調査・研究員）

総務担当者

［平成��年度］佐藤　　悟（秋田県埋蔵文化財センター総務課長）

　　　　　　　嶋田　敏輝（秋田県埋蔵文化財センター主査）

　　　　　　　佐々木敬隆（秋田県埋蔵文化財センター主事）

　　　　　　　八文字　隆（秋田県埋蔵文化財センター主事）

［平成��年度］佐藤　　悟（秋田県埋蔵文化財センター総務課長）

　　　　　　　嶋田　敏輝（秋田県埋蔵文化財センター主査）

　　　　　　　佐々木敬隆（秋田県埋蔵文化財センター主事）

　　　　　　　成田　　誠（秋田県埋蔵文化財センター主事）

［平成��年度］佐藤　　悟（秋田県埋蔵文化財センター総務課長）

　　　　　　　嶋田　敏輝（秋田県埋蔵文化財センター主査）

　　　　　　　高橋　　修（秋田県埋蔵文化財センター主任）

　　　　　　　成田　　誠（秋田県埋蔵文化財センター主事）

［平成��年度］金　　義晃（秋田県埋蔵文化財センター総務課長）

　　　　　　　池端　　徹（秋田県埋蔵文化財センター副主幹）

　　　　　　　高橋　　修（秋田県埋蔵文化財センター主任）

　　　　　　　田口　　旭（秋田県埋蔵文化財センター主事）　　※職名は全て整理年当時のもの

調査協力機関　国土交通省東北地方整備局森吉山ダム工事事務所　森吉町　森吉町教育委員会
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第２章　捨て場と遺物

　　第１節　『遺構篇』との変更点及び捨て場全体の概要

　１　『本書』の要点及び『遺構篇』との変更点

　本遺跡は環状配石遺構群の再調査を予定しており、見解を変更する可能性はあるが、現在の所見を

示す。なお、『遺構篇』に掲載した遺構分布図、遺構平面図、層位図は本書では再掲載せず、『遺構篇』

の該当ページと挿図番号を記す。『本書』の要点は４点にまとまる。

①『遺構篇』で捨て場と記載したＳＴ���・���及び、調査区東側土坑墓群の間を埋めて分布する遺物

包含層は、それぞれに出土遺物重量の集中区を明確に持ちつつ４箇所の大きなクラスターにまとまる

ことが判明した。これらの４大クラスターを、本章では捨て場と呼ぶ（���ページ「まとめ」を見よ）。

②４基ある捨て場は、大洞Ｂ２式期に本格的な形成が始まり、大洞ＢＣ～Ｃ１式期にピークを迎え、大

洞Ｃ２式期まで続く。

③捨て場は、複数ある墓群間を充填して形成されている。

④１号・２号捨て場では、大洞ＢＣ式と大洞Ｃ１式が明確な標高差・分布域差を持って出土した。

　捨て場は、報告書『遺構篇』では北東部捨て場（ＳＴ���）と南西部捨て場（ＳＴ���）と記載され

ていた。遺物分布の検討をふまえて本書ではそれぞれを以下のように変更した。

『遺構篇』北東部捨て場（ＳＴ���）→『本書』１号捨て場

『遺構篇』南西部捨て場（ＳＴ���）→『本書』２号捨て場

『遺構篇』記載なし→『本書』３号捨て場

『遺構篇』記載なし→『本書』４号捨て場

　『遺構篇』から『本書』に至る変更点とその根拠を理解するために、土器分布の概要を述べる。遺

物分布を論じる上で、サイト・フォーメイション・プロセス�（註１）�の視点から、以下２点の前提を置く。

①遺物埋没・移動に関わる営力は、重力を基本とする。

　ひとまとまりの遺物が埋没し時間が経過する過程で個々の遺物破片は基本的には同心円状に拡散し

ていくはずである。実際には遺物の拡散方向は一様ではなく、地形や水流によって偏りが現れる。遺

構内の遺物分布に対する等偏差値線は、地点ごとのピークから西へ向かって扇形に拡散する傾向を持

つ（第２図）。この拡散傾向は地形の傾斜方向とほぼ一致するので、土器に対する埋没後の営力は重

力を基本としていることがわかる。

②流水の影響は、無視する。

　等高線を観察すると小さな埋没谷があるので、流水はこのラインに沿って流れたはずである。遺物

もこの埋没谷を埋めて安置されるので、降雨時における流水の影響を若干受けた可能性はあるが、完

形土器がほぼ原位置を保ってつぶれていることから遺物分布全体に対する影響は小さいと考えてよい。

したがって、流水による遺物移動は無視する。

　なお、本遺跡の東側にあって道を挟んで隣接する向様田Ｂ遺跡でも、縄文時代晩期の遺物が出土し

ており、晩期包含層の真の分布は、本遺跡内で完結しない。出土遺物に対する数値の取り方が異なっ
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ているので正しい比較は出来ないが、本遺跡との隣接地点では、縄文時代後期中葉の十腰内２～３式

が目立って出土しているようにみえる。したがって、捨て場の中心部は向様田Ａ遺跡内にあり、捨て

場周縁部に形成される小クラスターが向様田Ｂ遺跡に展開したものと考えている。

　２　捨て場全体の概要

　遺跡全体における捨て場の位置は、『遺構篇』��・��ページ第７図に、層位図は��ページ第６図に掲

載されている。

　遺物出土量について、土器は調査区全体�����㎡、���グリッドで約�����㎏（出土地点不明分含む）

出土している。そのうち完形土器���点と捨て場を中心とした���グリッドから出土した重量約�����㎏

����％、口縁部・底部破片数������点が、捨て場に関わってピックアップしたものである。以下、破

片数を記述する場合は、いずれも口縁部・底部破片数であり、約�����㎏から大量の胴部破片を除外し

た数であることに注意されたい。石器は、出土総数������点全量をあつかった。

　上記遺物の内、���点はトータル・ステーションでの遺物取り上げを行った。そのうち���点が土器

で、大洞Ｂ２式��点、大洞ＢＣ式���点、大洞Ｃ１式���点、大洞Ｃ２式３点という内訳である。他は土

偶・土製品・石器・石製品��点である。これら遺物の出土座標を第１～３表に示した。

　土器の出土標高について注目すべき点が１点ある。大洞ＢＣ式の出土標高平均は��������ｍ、大洞

Ｃ１式の出土標高平均は��������ｍであり、大洞Ｃ１式の方が出土標高が��㎜高い。この値に意味があ

るのかを検定したのが、第４表である。

　まず、大洞ＢＣ式と大洞Ｃ１式の出土標高の不偏分散に対してＦ検定を行った。有意差はなく、母分

散が同じであることを確認した。その上で、ｔ検定を行うと、ｔ（１％）の水準で高度の有意差が出

た。すなわち、これら２型式の出土標高は異なり、大洞ＢＣ式が下に、大洞Ｃ１式が上にあるといって

よい。土器の出土標高は、型式にしたがって上下関係を持つ。

　大洞Ｂ２式、大洞Ｃ２式についてもそれぞれ検定したが、有意差は出なかった。サンプル数が少ない

ことが原因と考えられる。

　本来ならば、遺物の垂直分布に対するヴィーナス・ラインを描き、ピーク標高の上下をもって検定

すべきだろうが、本書では果たし得なかった。今後の課題として、追加検討していきたいと思う。

　第１図ｂは、『遺構篇』第７図をもとに作成した遺構分布数等量線である。第１図ａと第２図は、

土器出土数量偏差値図である。『遺構篇』���・���ページ第��図に提示された出土土器重量比の基礎

データは、本書第��～��表である。

　この第��～��表を元に４ｍ四方の大グリッドごと（第１図ａ）と、より詳細に２ｍ四方の小グリッ

ドごと（第２図）に土器重量の標準偏差を計算した。次に、標準偏差から各小グリッド出土土器重量

の標準化を行い、所謂「土器出土量偏差値」（偏差値＝標準化データ×��＋��）を算出、四捨五入した

上で��単位とし、��以上を示してある（以下「土器出土量」を略す。特に記さない場合は「出土量」

に対する偏差値の意味で用いる。後述の「地点別特化度偏差値」とは異なる）。そして同一偏差値の

グリッドを、等高線を引く要領でつないだ。これを土器の「等偏差値線」と仮称する。

　この等偏差値線の最高点は、ＭＡ��とＬＱ��の２グリッドにある。また、最高点よりも相対的に低

くなるが、小さなピークが複数グリッドに存在する。これら大小のピークが、捨て場形成時の中心で
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第３表　捨て場遺物出土座標
第５表　１号捨て場出土土器組成

第６表　２号捨て場出土土器組成

第７表　３号捨て場出土土器組成

第８表　４号捨て場出土土器組成

第９表　捨て場外出土土器組成

第４表　大洞BC式と大洞Ｃ１式出土レベル検定結果



ある。

　偏差値��以上の分布域は、４カ所の大クラスターを形成する（第１図ａ）。これらの内でも比較的小

規模な２カ所を、それぞれ３号・４号捨て場と呼ぶ。大規模なクラスターはそれぞれ１号と２号の捨

て場である。３号・４号捨て場では、出土量偏差値ピークが相対的に不明瞭であるが、完形土器が複

数まとまって出土するグリッドが点在することから、１・２号捨て場に比べて反復利用の回数が少な

く形成初期の状態をとどめたものと判断した。

　次に、出土破片数を元に偏差値を計算し、さらに時期ごとの等偏差値線に分解する。ここで用いた

データは、遺物出土重量のピークとその周辺、逆に捨て場から離れて独立する遺物集中地点の土器片

のうち、口縁部と底部をカウントした������点分である。

　重量比・遺物破片数比どちらをとって計算してもＭＡ��グリッドは、捨て場の存続期間を通して中

心となる。また、時期が下るごとに分布域が拡大していることもわかる。特に大洞Ｃ１式期には大量の

遺物が安置される。

　第１図ｂに示した遺構数等量線分布域と第１図ａの遺物偏差値分布域が、明確にずれることに注目

してほしい。配石墓・土坑墓によって構成される墓域と捨て場は、相互の形成位置に明確な補完関係

がある。以下、全体を時期ごとに記載する。

　大洞Ｂ２式期の土器分布は、２号捨て場ＭＡ��グリッドにピークがあり、南西へ向かって拡散してい

る。他の捨て場でも、遺物量は相対的に少ないながら形成が始まっている。また、１グリッドにおさ

まる小さなピークが形成される。当該期捨て場を形成するグリッド数は��であり、偏差値��以上はＭ

Ａ��グリッド１カ所のみで���％である。

　大洞ＢＣ式期の土器分布は、１・２号捨て場の形成が明瞭となる。３・４号捨て場は明確なピーク

を持たない。

　１号捨て場のピークは、ＬＱ��グリッドにある。２号捨て場は、ＭＡ��グリッドにピークが形成さ

れる。遺物は、��グリッドから出土している。偏差値��以上のグリッドは２グリッドで���％である。

　大洞Ｃ１式期の土器分布域は、拡大している。３・４号捨て場との境界が不明瞭となる。

　また、全体の遺物分布域は北へ向かって拡散している。偏差値��以上のグリッドが前代の大洞ＢＣ

式期に比べて��グリッド��％と一気に増加している。

　２号捨て場のピークは前代を踏襲してＭＡ��グリッドにあるが、１号捨て場ではＬＰ��グリッドに

最大値が移動する。前代までのピークであるＬＱ��グリッドにも引き続き土器は集中しており、偏差

値��で第２位となる。

　大洞Ｃ２式期になると急激に遺物量が減少し、捨て場の形成も終了する。偏差値��を超える地点はな

く、２号捨て場の中心であったＭＡ��グリッドと、３号捨て場のＭＢ��グリッドにわずかに土器が置

かれる。大洞Ｃ１式期に急速に拡大した１号捨て場は、大洞Ｃ２式期には消滅している。

　以下、各捨て場ごとに詳述する。
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第12表　グリッド別出土土器重量（４ｍグリッド）

第13表  グリッド別出土土器重量（２ｍグリッド）

註）本表の重量合計からは、出土地点不明土器を

除外してある。従って本文中の土器出土総重

量�����������ｇとは一致しない。
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第16表　グリッド別出土土器重量（２ｍグリッド）

註）本表の重量合計からは、出土地点不明土器を

除外してある。従って本文中の出土土器総重

量�����������ｇとは一致しない。又、第��表

の４ｍグリッド出土土器重量よりも少ない。



　　第２節　捨て場

����

　１　１号捨て場（ＳＴ183、『遺構篇』北東部捨て場）

①概要

　１号捨て場は、内部に焼土遺構ＳＮ��・��を包含する。遺構内の土器分布を第８～��図に掲げた

（グリッド一括取り上げの土器は主なものを選択して図示した）。大洞Ｂ２式期から形成が始まり、大

洞Ｂ２式期から大洞Ｃ１式期へ時期が下るにつれて土器分布域中心はＬＳ��からＬＱ��へと移る。

②大洞Ｂ２式期の分布

　大洞Ｂ２式期には、ＬＱ��～��、ＬＲ��～��、ＬＳ��～��、ＬＴ��～��が作る��グリッドの範囲内に

完形土器が��点分布する。出土した完形土器��点の内訳は、浅鉢４点���％、台付鉢��点����％、台部

のみ１点���％（以下、他型式も台部のみの資料は台付鉢に含めて記述する。したがって台付鉢��点

����％となる）、注口土器３点���％、壺２点���％、鉢��点����％、深鉢５点���％である。

　破片資料は、ＬＰ��・ＬＯ��・ＬＱ��の３グリッドまで現れるが、完形品と破片の分布状態は等質

的ではなく大きな差異を示す。それは、完形品出現率の高さと破片出現率の低さ、そして完形土器出

土範囲と破片出土範囲がずれることである。大洞Ｂ２式土器総数に対して、破片は、出現率は���％未

満、数量偏差値と地点別特化度偏差値は共に��台と低く、目立ったピークを形成しない。したがって、

完形品の残存率が非常に高く、当該期遺物の保存状態は良好で、攪乱を受けていない。

　完形土器出土位置のドット分布（第８図）は、ＬＲ���～ＬＲ���とＬＱ���・ＬＱ���が空白となる。

これは、土器を小グリッドごとに一括取り上げしたことが原因である。第��図の小グリッドごとの完

形土器出土位置を見ればちょうど補完関係になっていることがわかる。すなわち、大洞Ｂ２式期の中心

はＬＲ���、ＬＳ���・�の連続する３つの小グリッドであることがわかる。中心は一つではなく、土

器分布の南西部縁辺に当たるＬＴ���・�、ＬＳ���にも集中している。

　最も完形土器が集中したＬＲ���では鉢３点（№����・����・����）、深鉢１点（№����）、壺１点

（№����）の５点���％であり、偏差値��である。ＬＳ���では鉢１点（№����）、台付鉢２点（№

����・����）、壺１点（№����）、ＬＴ���では深鉢２点（№����・����）、台付鉢１点（№����）、注

口土器１点（№����）の４点���％ずつで偏差値はともに��である。大洞Ｂ２式期の中心はこの地点で

あるといえる。

　個別器種に分けて出土数量偏差値を検討すると、ＬＳ���とＬＲ���の２地点では、台付鉢と鉢がそ

れぞれ３点���％ずつ出土し偏差値��となる。ＬＱ���では台付鉢、ＬＴ���では深鉢、ＬＳ���では鉢、

そしてＬＳ���において台付鉢がそれぞれ２点���％ずつ出土している。偏差値は��である。

　次に、地点別特化度により少量の出土であってもその出現を無視できない地点について検討する。

特化度偏差値が��を超えるのは��小グリッドである。中でもＬＲ���では偏差値��、ＬＳ���とＬＴ���

の２グリッドでは偏差値��である。各器種に分解して特化度を計算するといずれも偏差値��となり目

立った地点はない。

　そこで偏差値を、標準化データ×���＋��で再計算してみると、ＬＳ���での台付鉢３点とＬＲ���

での鉢３点が、偏差値��（大洞Ｂ２式期の最低偏差値��）に対して高く出る。したがってこれら２グ

リッドは、他のグリッドに比べて台付鉢や鉢の集中度が高いといえる。
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第17表　グリッド別出土土器組成

第３図　グリッド別出土土器組成
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③大洞ＢＣ式期の分布

　大洞ＢＣ式期には、ＬＯ��～��、ＬＰ��～��、ＬＱ��～��、ＬＲ��～��、ＬＳ��～��、ＬＴ��～��

の��グリッドが作る範囲内に完形土器・土偶・土製品が���点分布する。破片資料���点も同じグリッ

ドから出土している。

　完形土器・土製品類���点の内訳は、浅鉢��点����％、台付鉢��点����％、注口土器��点����％、壺

��点���％、鉢��点����％、深鉢��点����％、ミニチュア土器１点���％、土偶４点���％、土製品１点

���％である。

　破片資料���点の内訳は、精製土器は浅鉢��点���％、台付鉢��点���％、注口土器７点���％、壺５

点���％、鉢���点����％である。粗製土器は、鉢と深鉢が２点ずつ���％である。

　完形土器出土位置のドット分布（第９～��図）は、大洞Ｂ２式期の項で先述したように、ＬＲ���～

ＬＲ���とＬＱ���・ＬＱ���が、小グリッドごとの取り上げによって空白となる。ドット図（第９～

��図）と小グリッドごとの完形土器出土位置図（第��～��図）では、土器集中区域が２ｍ東に移動し

ている。

　すなわち、大洞ＢＣ式期完形土器の分布中心はＬＱ���であり、小さなピークがＬＱ���とＬＲ���、

ＬＲ���にある。大洞Ｂ２式期と同様に中心は一つではなく、小さなピークが複数存在し、土器分布の

東縁辺ＬＯ��、ＬＰ��や南西部縁辺に当たるＬＴ���、ＬＳ���にも比較的まとまる。

　完形土器が��点出土と最も集中したＬＱ���では、浅鉢１点���％（第��図№���）、台付鉢４点���％

（第��図№���・���・���、第��図№����）、注口土器２点���％（第��図№���、第��図№���）、深鉢

３点���％（第��図№���・���、第��図№����）、土偶１点���％（第��図№���）であり、偏差値���で

ある。

　第２位のＬＱ���では８点出土している。内訳は、浅鉢１点���％（第��図№���）、台付鉢６点���％

（第��図№���・���・���、第��図№����・����・����）、深鉢１点���％（№���）で偏差値��、第３

位のＬＲ���とＬＲ���では、６点ずつである。ＬＲ���が浅鉢１点���％（第��図№����）、台付鉢３

点���％（第��図№����・����・����）、注口土器１点���％（第��図№����）、壺１点���％（第��図№

���）で、ＬＲ���では浅鉢（第��図№����・����）と台付鉢（第��図№����・����）２点���％ずつ、

注口土器（第��図№����）と壺（№����）１点���％ずつで、偏差値は��である。

　個別器種に分けて出土数量偏差値を検討すると、ＬＱ���から出土した台付鉢６点は偏差値���と最

も高い。第２位はＬＱ���の台付鉢４点偏差値���である。偏差値��以上を示す小グリッド��中、半数

を超える��小グリッドで台付鉢が２点以上出土している。

　台付鉢が卓越する中で、ＬＰ���では壺が、ＬＱ���では深鉢がそれぞれ３点出土し、偏差値��とま

とまっている。注口土器は、唯一ＬＱ���で２点出土し偏差値��と目立っている。

　次に、地点別特化度により少量の出土であってもその出現を無視できない地点について検討する。

特化度偏差値が��を超えるのは��小グリッドである。中でもＬＱ���では偏差値��、ＬＱ���とＬＲ���

では偏差値��である。

　各器種に分解し偏差値を、標準化データ×���＋��で計算すると、ＬＱ���での台付鉢６点が特化度

偏差値��と最高である。ＬＱ���でも台付鉢４点が、偏差値��と第２位である。したがってこれら２

グリッドは、他のグリッドに比べて台付鉢の集中度が高く、上述の出土数量偏差値を補強する。
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　次に破片資料を検討する。破片資料は完形土器に比べて目立たない分、点取り遺物のような「珍品」

に偏ることがなく、土器分布の実態をより正確に示していると考えられる。

　破片資料では、ＬＱ��の偏差値が��と最大値を示す。２号捨て場の中心であるＭＡ��の偏差値が���

となっており、当該期捨て場は２号を主、１号を従として形成され始める。ＬＱ��が捨て場の中心と

して考えると、遺物出土数の等偏差値線はＬＯ��からＬＱ��をとおってＬＳ��へ抜ける、おおよそ北

東－南西軸に高偏差値部を持つことがわかる。

　中心のＬＱ��を２ｍ四方の小グリッドによって、さらに細かく土器分布を検討するとＬＱ���、�が

それぞれ偏差値��と��で最も高い。小グリッドｂでも��を示す。ＬＱ��に北側で隣接するＬＱ���・�

では急激に偏差値が低下しており、遺物分布の中心から外れている。また、ＬＱ���、ＬＱ���でも偏

差値��を超えており小さなピークとなることがわかる。

　次に、器種ごとの分布域を２ｍ小グリッドで検討する。１号捨て場では、精製土器の鉢がＬＱ���・

�・�から偏差値��・��・��と高率で出土している。先述したＬＱ���、ＬＱ���も鉢の出土によって偏

差値��を超える。

　他の器種は偏差値��以下であるが、大洞Ｃ１式期に出土した大量の土器に影響された結果であること

から、偏差値が低くても無視することはできない。

　浅鉢はＬＱ���、台付鉢の台部分はＬＰ���・�、ＬＱ���・�から、壺はＬＴ���、深鉢はＬＰ���・

�、そして注口土器は、ＬＱ���・�で出土している。精製鉢が大量に出土しているＬＱ���・�とは分

布を若干ずらしていることがわかる。

　出土量は少量でも無視できない土器を、地点別特化度によって検討する。器種ごとに地点別特化度

の偏差値が��以上となるものを列挙する。

　大量に出土して数量比・重量比の中心を形成している鉢では、捨て場の周縁部に当たるＬＮ���に、

特化度が目立っている。台付鉢（台部のみ）はＬＰ���、ＬＱ���、ＬＴ��である。出土量偏差値が高

いＬＰ���・�、ＬＱ���・�の近隣に当たる。浅鉢はＬＲ��、壺はＬＳ��、ＬＴ��、ＬＴ���である。

いずれの値も出土量の最も多い地点から若干ずれた位置にある。このことは、各器種ごとの出土量最

多点＝中心：特化地点＝周縁の関係として置き換えることが可能である。つまり、各器種はいずれも

中心を共有しながら小ピークを形成しつつ、それぞれに特有の土器置き場へ向かって分布が移動する

のである。

　次に、赤彩土器の分布を検討する。大洞ＢＣ式期の赤彩土器は完形品��点、破片資料��点である。

完形品の分布は、ＬＰ���とＬＰ���に２点ずつ、他はＬＯ���、ＬＱ��、ＬＲ���、ＬＲ���、ＬＱ���、

ＬＴ���にそれぞれ１点ずつとなる。上述の大洞ＢＣ式期中心であるＬＱ��から東にはずれて１号捨

て場の東側に多く分布していることがわかる。

　破片資料で大洞ＢＣ式と同定できた資料は、非常に少ない。ＬＰ���で粗製の深鉢が１点出土して

いる。後述する無文赤彩土器に当該期の資料が含まれている可能性が高い。

　赤彩土器と捨て場内部に構築された遺構との関連では、ＬＱ���にはＳＮ��が作られている。また、

時期は下って大洞Ｃ１式期であるが、ＬＯ��ほぼ全域に被さってＳＮ��（図版３－４、『遺構篇』���～

���ページ第��図、���ページ図版��－２）が構築されている。ＳＮ��の直下ＬＯ���からは大洞Ｃ１式

の№���と岩偶№���～���が出土している（図版３－４、№���は第��図・第���図２、№���～���は第
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��図・第���図）。後述するが、赤礫の分布中心も１号捨て場東側ＬＯ��とその周辺にある。

　赤彩された土器は、器種組成上主体（修正ウェーバー値による）とならない器種を選択しており、

赤彩土器の量的過少性・捨て場周縁という「位置」との有機的関連と相まって、この地点が大洞ＢＣ

式期にすでに特殊な機能を付加されていたこと、そして大洞Ｃ１式期における焼土遺構ＳＮ��の構築へ

つながったことを想定させる。次項で詳述するが、大洞Ｃ１式期における赤彩土器分布の中心は、ＬＰ

���に移動することから、赤彩土器の配置と焼土遺構の構築位置にも何らかの意味、もしくは有機的

関連があったと考えている。

　以上より、大洞ＢＣ式期の１号捨て場では、大量の精製土器の鉢に少量の他器種がセットとなり、

ＬＱ���・�を中心として土器が置かれている。また、周辺部にも同じ内容を持つ小さなピークが出現

する。大量の鉢を中心として他の器種が取り巻くように安置されていると考えてよい。また、それら

少量の器種の置き場は特化度が示すように、それぞれ特有の位置もしくは方向がある。そして、捨て

場東側ＬＯ��に完形の赤彩土器が集中することから、捨て場中央部と対応する有機的関連を想定した。

④大洞Ｃ１式期の分布

　大洞Ｃ１式土器は、完形土器・土偶���点、破片資料�����点が出土した。完形土器・土偶���点の内

訳は、浅鉢��点����％、台付鉢��点����％、注口土器５点���％、鉢��点����％、深鉢��点���％、ミ

ニチュア土器３点���％、土偶６点���％となる。

　破片資料�����点の内訳は、精製浅鉢���点����％、台付鉢��点���％、注口土器��点���％、壺��点

���％、鉢�����点����％となる。粗製土器は４点で、鉢１点���％、深鉢３点���％である。

　この時期に、本捨て場は一気に拡大する。破片数量偏差値��以上のグリッドが捨て場群全体で��あ

る内の７グリッドをしめる。捨て場の範囲も前代の��グリッドから��グリッドと３倍弱となる。ただ

し土器の集中度は２号捨て場に比べて低く、最大値を示すＬＰ��でも偏差値��にとどまる。その代わ

り、小さなピークは２号捨て場よりも多く形成される。小さなピークは、ＬＮ���、ＬＯ���、ＬＱ���、

ＬＱ���、ＬＳ���、ＬＳ���、ＬＴ���・�の８カ所である。

　当該期に破片数量偏差値��と最大値を示すＬＰ��では、大洞Ｂ２式期に小グリッド�・�に遺物が置か

れ始める。大洞ＢＣ式期では、小グリッド�に��点����％、小グリッド�に��点����％が置かれる。小

グリッド�が最も少なく６点����％であった。

　大洞Ｃ１式期では、ＬＰ��の小グリッドの地位が逆転する。大洞ＢＣ式期第３位だった小グリッド�

が��点����％で第１位、第４位だった小グリッド�は��点����％と第２位になる。遺物量の増加とと

もに、各小グリッドに分布する土器の数量差が縮まる。

　ＬＱ��では、大洞ＢＣ式期には小グリッド�に��点����％がまとまり第１位、小グリッド�は��点

���％で第４位である。ところが大洞Ｃ１式期になると、地位が逆転する。小グリッド�は��点����％で

第１位、小グリッド�は��点����％で第２位となる。

　次に器種ごとの分布について述べる。完形品は、鉢・深鉢（第��～��図）と浅鉢（第��図）では重

なりながらも、明確に分布範囲がずれている。鉢・深鉢では、ＬＯ～ＬＲ・��～��にほぼまとまる。

浅鉢は、ＬＮ～ＬＱ・��～��にある。ＬＰ～ＬＱ・��～��で重なるものの、捨て場の北東方向にまと

まる浅鉢、南西方向にまとまる鉢・深鉢の分布域に明確な違いがあることがわかる。そして壺（第��

図）は、これら３器種の間を埋めるように配置されている。
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　完形土器が最も集中しているのはＬＱ���で、��点出土しており、���点中���％を占め、偏差値は

���である。精製品は深鉢２点（第��図№���－１・���）、浅鉢５点（第��図№���－２・���－３・���－１、

第��図№����・����）、台付鉢２点（第��図№���・����、鉢５点（第��図№���・���－１・���－２、

第��図№����・����）、粗製土器深鉢２点（第��図№���・���）という内訳である。５点出土した浅

鉢・鉢の偏差値���、２点ずつ出土している深鉢・台付鉢の偏差値��となる。

　ＬＱ���周辺に完形品はまとまっており、隣接するＬＱ���とＬＱ���でそれぞれ��点と��点出土し

ている。ＬＱ���では、完形土器が��点出土しており、���点中���％で偏差値���である。内訳は、精

製土器の台付鉢が４点（第��図№���－２・���、第��図№����・����）、浅鉢３点（第��図№���－１・

���－２・���－１）、注口土器（№���）、鉢�第��図№���－２）、壺（№���）が１点ずつ、粗製土器の

深鉢（№���－３）、壺（№���－１）がそれぞれ１点ずつ集中している。台付鉢の偏差値���、浅鉢の

偏差値は��となる。

　深鉢・鉢・台付鉢の出土量が浅鉢の倍以上となるＬＱ���に対して、ＬＱ���では鉢は１点のみで台

付鉢・浅鉢が増え、注口土器が組成に含まれてくるといった違いがある。土器組成が補完し合うと考

えられる。

　２ｍ離れたＬＰ���、ＬＰ���ではそれぞれ��点ずつ、ＬＰ���で��点、ＬＰ���で９点出土しており、

別の集中区を形成している。

　次に、完形土器における器種ごとの分布傾向の差異を、破片資料で検証する。精製の浅鉢は、ＬＯ

���にピークを持ち、ＬＱ���がそれに準ずる。１号捨て場の土器出土量偏差値の中心はＬＱ��である

から、浅鉢は中心部とその東側に当たる周辺に１カ所ずつの置き場を形成していることになる。

　鉢では、ＬＯ���が偏差値��で第１位となる。次がＬＰ���・�でそれぞれ偏差値��・��と第２・３

位を占める。偏差値��以上の小グリッド数は一気に増えて、ＬＮ���、ＬＮ���、ＬＰ���・�、ＬＱ

���・�の６地点となる。このことから鉢の出土地点も２カ所の中心（ＬＯ���・ＬＰ���）を持ち、そ

の周辺に小さなピークが展開することがわかる。その他の器種は出土量が低くそれ自体で中心を作る

ことはない。

　地点別特化度によって少量出土土器の意義を検討すると、ＬＮ���に粗製鉢があり、これが捨て場

北東端を区画する基準点であることがわかる。ＬＳ���には精製鉢が置かれており捨て場の西側を区

画する。台付鉢（台部のみ）がＬＯ���にあって、捨て場の南東端を区画する。

　壺がＬＰ���、ＬＱ���・�、ＬＲ��、ＬＳ���に配置され、遺物出土量中心のＬＱ��を取り巻く。

　注口土器がＬＳ��にあり、同じく特化度が高い壺・鉢とともにセットとして小さな１群を形成して

いると考えてよい。

　したがって、大洞Ｃ１式期でも前代と同様、大量の精製土器の鉢に少量の他器種がセットとなる。鉢

の置き場は移動しており、大洞ＢＣ式期のＬＱ���・�からＬＯ���とＬＰ���・�を中心とする。

　また、捨て場縁辺を区画する地点別特化度の高い器種が出現する。周縁部には、土器安置の３点セッ

トを思わせる鉢・壺・注口土器で構成される小さなピークが出現する。壺の分布は特徴的で遺物出土

数の中心であるＬＱ��グリッドを取り巻くように安置されている。

　本捨て場が大洞Ｃ１式期に急激に拡大したことを考えると、短期間での形成であることから、ある１

時期の土器配置を示している可能性が２号捨て場よりも相対的に高い。土器出土量中心点に対する壺
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の周縁配置は、捨て場形成における各器種の置き場を示している。

　大洞Ｃ１式期において重層的に形成されたとしても、出土量中心に対する縁辺配置は変わらない。し

たがって、捨て場が鉢・壺・注口土器の３点セットで構成されるならば、出土量特化度で示される少

量器種の分布場所が、捨て場形成行為における少量出土器種の特定の置き場を示すとの考えは肯定さ

れる。

⑤大洞Ｃ２式土器の分布

　大洞Ｃ２式土器は、遺跡全体で出ている完形土器��点の内８点が本捨て場の出土品である。第��・��

図に示したとおり、ＬＯ��・��に集中する。前代に比べて急激な減少であり、捨て場の形成が終わっ

たことを示す。

⑥　無文土器の分布

　無文土器は、大洞Ｂ２式から大洞Ｃ２式までの各時期を含んでいるが、型式分類が困難であるため、

時期を一括し赤彩の有無と器形によって分布傾向を分析する。

　破片資料は�����点出土している。その内訳は精製浅鉢��点���％、台付鉢��点���％、壺��点���％、

鉢��点���％である。粗製土器は浅鉢��点���％、台付鉢���点���％、壺���点���％、鉢�����点����％、

深鉢���点���％である。

　小グリッド別に取り上げている土器では、口縁部・底部破片総数�����点の内、無文土器は�����点

����％と有文土器�����点����％に対して圧倒的に数量が多く、重量比で４グリッド、破片数量比で３

グリッドの出土量偏差値が���を超えている。ＬＯ��・ＬＰ��・ＬＱ��が土器出土量の中心をなしてい

ることと合致している。

　小グリッド別にみても、ＬＱ���・�・�、ＬＯ���、ＬＰ���では、偏差値���を超えている。偏差値

���を超えているのはすべて粗製の鉢である。他器種で出土数が目立つものは以下である。出土量偏

差値は、浅鉢がＬＱ���で��、台付鉢（台のみ）がＬＰ���で��、壺がＬＯ���で��、ＬＰ���で��、ＬＱ

���で��、深鉢がＬＯ���で��、ＬＰ���で��、ＬＱ���で��、ＬＱ���で��となる。

　これらも鉢の大量出土地点とほぼ重なる分布であることから、ＬＱ���・�・�、ＬＯ���、ＬＰ���

の３地点をピークとして、鉢・深鉢・壺の３点セットを基本に、捨て場を形成していることがわかる。

　無文土器には赤彩土器が���点���％含まれる。器壁表面に対する研磨の著しい精製品���点����％

と、目立った調整を施さない粗製品���点����％がある。赤彩土器の分布は、無彩色無文土器の分布に

関係して興味深い特徴がある。

　１号捨て場における出土土器重量の等偏差値線によって描かれる中心部を形成するのに最も影響を

与えているのが、圧倒的な出土量の無文土器であった。無彩色無文土器がつくるピーク、ＬＱ���・

�・�、ＬＯ���、ＬＰ���の３地点での赤彩土器の特化度は低い。３ピークに隣接するように分布して

いる。

　より詳しく１カ所ずつ記述する。無彩色無文土器の第１位ピークＬＱ���・�・�に対して、赤彩土

器の特化度は鉢ではＬＱ���、ＬＲ���、ＬＲ��、ＬＱ���に、壺ではＬＱ���に現れている。第２位

ピークＬＯ���に対しては、鉢がＬＯ���、ＬＯ���・�・�、ＬＯ���、ＬＮ���、ＬＰ���に現れてい

る。第３位ピークであるＬＰ���には明確な特化地点がない。

　ＬＳ��・��にも特化地点が形成される。無彩色無文土器の集中度を偏差値��以上で探せばＬＳ���・
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ＬＳ���に見つかることから、このピークに伴って配置されているといえる。

　上で第２ピークに伴うと考えた赤彩鉢特化地点ＬＯ���、ＬＯ���・�・�は、空白地点ＬＯ���を取

り囲んでいるように見える。重量比に目を転ずると、ＬＯ���は��㎏を超えており偏差値��と大量に

集中している。無彩色無文土器集中区の周辺に赤彩土器が配置されている状態がよく現れている。

　これら器種ごとの出土量比と地点別特化度の出現地点分布から、赤色と地色が対立する色彩のセッ

トと配置を示していると考えている。

　完形の赤彩土器は、ＬＰ���に２点（第��図№���・第��図№����）と赤彩された土偶１点が集中す

る。隣接するＬＯ��の焼土遺構ＳＮ��（『遺構篇』���ページ第��図）は、当該期に形成されており、

赤彩土器の置き場を規制したと考えてよい。

⑦石器の分布

　次に石器の分布を検討する。本捨て場からは、４基ある捨て場から出土した石器の総数������点中

�����点����％が出土した。器種別数量偏差値の分布を、第��～��図に示した。いずれの器種も出土量

偏差値の分布に粗密がある。地点別特化度の偏差値分布は捨て場周辺で高くなる傾向があるが、土坑

墓・配石墓が集中する墓域とは出現地点を異にしており、捨て場形成に伴って石器が集中する「場」

として特殊化していると考えられる。

　狩猟具は石鏃���点���％（１号捨て場出土石器�����点に対する百分率、以下同）、尖頭器��点���％

が出土している（第��図）。

　石鏃分布の粗密は、分け方にもよるが６カ所の中心を持つ。①ＬＯ��～��、②ＬＯ��・ＬＰ��～��、

③ＬＱ��～��、④ＬＲ��～��・ＬＳ��、⑤ＬＳ��～��・ＬＴ��、⑥ＬＳ��・ＬＴ��～��に集中し、ＬＰ

��が空白となる。

　特化度偏差値の分布は、ほぼ��台であり捨て場周縁ＬＯ��・ＬＴ��・ＭＢ��の３グリッドでわずか

に��台が現れる。

　尖頭器は、出土数が石鏃に比べて約８分の１と少ないことから、その分布には目立ったピークを持

たない。特化度分布の偏差値ではＬＰ��・ＬＱ��からＬＴ��～��に出現がまとまっている。この地点

は捨て場南西部縁辺に当たる。ＬＯ～ＬＲ��が作る４ｍ幅の範囲はごく低い微高地状の尾根が走り、

ＳＫ��など６基の土坑が作られている。捨て場の分布範囲と墓域範囲がずれていることと関連して、

尖頭器の分布域がこの地点別特化度が高くなるように配置されている可能性がある。

　加工具は、�����点����％出土している。

　磨製石斧は、��点���％で出土量が少ない。そのため、数量偏差値ではピークを形成しない。磨製石

斧の特化度偏差値では、大きく３カ所のまとまりがある。①捨て場の東側ＬＮ��・��・ＬＯ��、②中

央西寄りＬＱ～ＬＲ��～��、③南西側ＬＲ��・ＬＳ��～��・ＬＴ��である。

　スクレイパーは�����点����％と数量が多いことから、数量偏差値は１号捨て場全域にわたって高い

値を示している。したがって特化度偏差値も平均化されており、全域にわたって��台である。ＬＮ��

は数量偏差値は高いものの、特化度では空白であり、周辺に比べて相対的にスクレイパーの出土量が

低いといえる。スクレイパーと刃部形態が類似する５器種（コア・スクレイパー、鋸歯縁石器、抉入

石器、石匙、石箆）のうち、鋸歯縁石器が同じくＬＮ��を空白とする。

　コア・スクレイパー（以下ＣＳＣ）は、���点���％出土している。スクレイパーよりも分布域は狭
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くまとまっている（第��図）。出土偏差値がピークを示すのは５カ所で①ＬＮ��～��・ＬＯ��、②ＬＯ

��・ＬＰ��～��・ＬＱ��、③ＬＱ��、④ＬＲ��、⑤ＬＳ��である。

　地点別特化度は偏差値はいずれも��台で、目立ったピークは形成されていないが、捨て場南側ＬＮ～

ＬＳ��～��にも現れている。

　鋸歯縁石器・抉入石器は、それぞれ��点���％と���点���％出土している。共に出土数量が少なく目

立たない。抉入石器の数量偏差値は、ＬＰ～ＬＱ��で小さなピークを作る。特化度偏差値では、鋸歯

縁石器がＬＮ��～��で��・��と高い得点を得ること、ＬＲ～ＬＴ��～��にまとまった分布域を持つこ

とが指摘できる。抉入石器は特化度がほぼ��台で、捨て場全体によりまんべんなく分布している。

　石匙・石篦は、それぞれ���点���％と��点���％出土している。石匙の数量偏差値は、３カ所にピー

クを持つ。①ＬＯ～ＬＰ��、②ＬＱ～ＬＲ��～��、③ＬＳ��～��である（第��図）。石箆は、目立った

ピークを持たない。

　特化度の分布では、両者とも��台がまんべんなく分布するが、石匙ではＬＮ～ＬＴ��～��にあり、

石箆はＬＮ～ＬＳ��～��に主に分布する。石篦もＬＭ～ＬＴ��～��にも分布しているが、石匙に比べ

て空白部が目立つ。石匙の分布域が捨て場の南寄りに、石篦の分布域が捨て場の北寄りにあるといえ

る。スクレイパーから石篦まで機能が類似していると想定されている６器種であるが、特化度が目立

つ地点の分布は異なっており、それぞれに安置される場が存在していたことが考えられる。

　石錐は���点���％出土している。数量分布は捨て場全域で高い偏差値となっているが、ＬＰ��が空

白となる。石鏃・ＣＳＣが同じくこのグリッドを空白としていた。地点別特化度は全体的に��台であ

り、目立って高い地点はない。

　楔形石器は、���点���％出土している。数量偏差値では、４カ所のピークを持つ（第��図）。①ＬＯ

��、②ＬＰ��、③ＬＰ��、④ＬＲ��～��である。石錐と同じくＬＰ��やＬＯ～ＬＰ��が分布の空白と

なる。①と②のピークは捨て場南の縁となる。この位置にピークが現れるのは珍しい。またピーク４

カ所の配置は、空白地を取り囲んでいる。地点別特化度をみてもこの空白地３グリッドのうち２つが

空白である。

　ＬＯ��には焼土遺構ＳＮ��があり、土器の項で先述した通り、ＬＰ��～��は大洞Ｃ１式期に土器分布

の中心の一つとなる地点である。また、ピーク④に隣接するＬＳ��～��、ピーク③に隣接するＬＲ��

は、無文赤彩土器の特化度偏差値がいずれも��以上と高い値を示す。

　これらのことから、楔形石器の分布とピークは、捨て場の周縁にあり無文赤彩土器の集積場所と隣

接して存在することがわかる。

　敲石と磨石は、それぞれ���点���％と���点���％出土している。形態的類似から、一括して扱われ

がちなこれら２器種であるが、数量偏差値ピークの出現地点には明確な補完関係がある（第��図）。

　敲石は、①ＬＱ��、②ＬＱ��、③ＬＳ��の３カ所のピークを持つ。磨石も、３カ所のピークを持つ。

①ＬＯ��、②ＬＯ��、③ＬＲ～ＬＳ��～��である。焼土遺構ＳＮ��があるＬＯ��は、どちらの器種も

空白となる。磨石のピーク①・②はＳＮ��の南北に置かれ、敲石のピーク①・②はその西側に置かれ

ている。そして磨石のピーク③がさらに西側に、敲石のピーク③が南側に重ならずに配置される。

　地点別特化度の分布は、両者とも��台でおおむね重なるが、数量別偏差値のピークを中心とした広

がりを持つことから、それぞれ２器種の特化地点は出土量の多寡によっているのだろう。
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　石皿・凹石の分布は上記２器種と関わって興味深い。石皿は、出土点数が��点���％と少ないことか

ら、数量別偏差値では明確なピークを持たないが、地点別特化度の分布域は、①ＬＰ��～��・ＬＰ��、

②ＬＴ��、③ＬＳ～ＬＴ��に現れている。これらの分布を敲石・磨石と重ねてみると、石皿のピーク

①は、敲石の数量別偏差値ピーク①とよく合致する。石皿のピーク②は敲石・磨石の西側に、ピーク

③は敲石・磨石の北側に重ならず配置される。

　また、凹石は��点出土している。地点別特化度の分布は、石皿と類似しているがより広く２カ所に

分かれる。特化度分布域①はＬＰ～ＬＱ��～��であり、②は、ＬＲ～ＬＴ��～��にある。

　注目すべき点は、２点ある。１点目は、凹石の特化度分布域②と石皿の特化度分布域②は、共に空

白部を補完する関係であり、２点目は石皿のピーク③の西隣には、３号捨て場東端に置かれた凹石の

ピークが出現することである。

　敲石・磨石・石皿・凹石はいずれも、多くの発掘現場で注目されることなくグリッド一括で取り上

げられ、数量どころか存在すら記載されないことがある。しかしこれらの分布には、明確な補完関係

が存在したのであり、捨て場におけるそれぞれの「場」を形成していた。その「場」とは調理具の

セット関係から導き出される、おそらくは女性たちの「場」と考えてよい。ジェンダーに視点をおく

ことで、優品のみの分布から描かれる遺跡像とは別の世界が開かれることに注意したい。

　祭祀を想定しうる６器種、石棒・岩版・岩偶・異形石器・有孔石製品・円盤状石製品は、全部で���

点���％出土している。出土量は多いが、捨て場全体に分布しており、多くても１カ所３点と明確な出

土数量のピークを形成しない（第��図）。ただし、地点別特化度の分布域では興味深い傾向がある。ま

た、定性的には、岩偶№���～���の出土状況は特筆に値する（第��図、第���図、図版３－４）。

　岩偶№���～���は、上半身１点№���と下半身２点№���・���に３分割された破片が、接合して１体

となる（第��図）。これら３破片は、焼土遺構ＳＮ��の焼成面直下にごく近接しておかれており、大洞

Ｃ１式土器№���・���と共伴する（第��図、第���図４）。岩偶・土器共に二次焼成は受けていないので、

ＳＮ��で火が焚かれる前に土で埋められていたことになる。

　岩偶の破損・廃棄状態と焼土遺構ＳＮ��を積極的に関係づけるなら、岩偶は意図的に壊された後、

土饅頭で埋められて、その上で火を使った祭祀行為が行われた可能性がある。

　赤礫の分布も非常に意図的である。原石・石核・剥片を合わせて���点���％出土している。これま

で述べてきた石器は、焼土遺構ＳＮ��を取り巻くように分布しており、その上面にピークが現れる器

種はなかった。ところが赤礫原石のみは、まさにＳＮ��と共にある。そしてその周辺に石核と剥片が

小さなピークを形成している。

　ベンガラ生産において、原石の分割にあたって「焼成」は必須工程であり、焼土遺構ＳＮ��はその

ために反復利用されていたと考えられる�（註２）。したがって、ＳＮ��は、岩偶№���～���に伴う祭祀行

為によって形成されたのち、ベンガラ生産によって反復利用されていたことになる。ある遺構の形成

要因を一つに限定して、一対一の対応関係を想定する必要はないのであり、様々な行為が有機的且つ

重層的に関連する先史社会像を前提とするならば、同一遺構に対する目的を異にした反復利用は、現

れない方が不自然であろう。

　したがって、焼土遺構ＳＮ��に伴う赤礫原石・石核・剥片の分布は、原石選択→焼成・非焼成→剥

片剥離→剥片粉砕→塗料製作→土器・土製品他への塗布としてフロー・チャート化される生産工程の
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内の前半部分、すなわちベンガラ生産工房内で行われた原石選択から剥片剥離工程までを明確に遺存

したものとして、きわめて重要である。

　ベンガラ生産工程の前半部分が明確となったことから、赤色顔料が付着した石皿・磨石の分布を明

らかにすることで、工程の後半部分を見つける必要があり、遺跡内外における工程別異所製作をも想

定した将来的調査・研究が望まれる。

　

　２　２号捨て場（ＳＴ184、『遺構篇』南西部捨て場）

①概要

　遺構内の土器分布を第８～��・��～��・��～��図に掲げた。グリッド一括で取り上げた完形土器は、

主なものを選択して提示している。

　ＭＡ��グリッドに土器集中のピークがあり、大洞Ｂ２式期から大洞Ｃ２式期まで変わらないことを先

述した。１号捨て場が広がりを持つのに対し、ＭＡ��グリッドを中心として狭い範囲に異常な集中区

を形成する点が異なっている。

　２ｍ四方の小グリッドに対する土器重量の等偏差値線を描いたものが第２図ｂである。第１図ａと

分布形状が変化しているのは、２ｍグリッド取り上げ遺物に限定した土器重量で再計算していること

による（第１図ａでは４ｍグリッド一括取り上げ遺物を含めて計算している）。

　ＭＡ���・�・�、ＭＡ���、ＭＢ���、ＭＢ���の６小グリッドにまたがる大きなピーク以外に、ＭＡ

���、ＭＡ���、ＭＢ���の３カ所にも小さなピークがある。また、ＭＤ���にも独立した分布域が形成

されている。

　次に土器片数を元に時期別のピークの移り変わりをみる。ＭＡ��グリッドでは、大洞Ｂ２式期には、

土器片数��点中��点����％が小グリッドｃにある。つまり、２号捨て場はＭＡ���グリッドを中心と

して形成が始まったといえる。

　大洞ＢＣ式期では、ＭＡ���グリッドに���点����％、ＭＡ���グリッドに���点����％が集中してお

り、最大値が小グリッドｃの南にある小グリッドｂへ移動しつつあることがわかる。

　大洞Ｃ１式期となると、ＭＡ��グリッド出土遺物�����点の内、ＭＡ���グリッドで�����点����％、

小グリッドａで���点����％となり土器集中区は南側への移動を完了している。小グリッド�では���

点����％と小グリッド�の���点���％に比べれば多いが、相対的な地位の低下が著しい。

②大洞Ｂ２式期

　破片資料ではＭＡ���で、鉢が出土数量偏差値��と最も多く出土している。この時期の遺跡内にお

いて、出土数量偏差値が��を超える唯一の地点であり、２号捨て場の形成がこの地点から始まってい

ることを示す。

　地点別特化度偏差値では、ＭＢ���に注口土器、隣接するＭＢ���とＭＢ���では浅鉢が特化度偏差

値��以上となる。ＭＡ���には偏差値��と低いながら台付鉢（台のみ）が出土しており、大量の鉢と

少量の台付鉢がセットとなる。

　大量に出土する鉢がＭＡ��に、それ以外の器種がＭＢ���・ＭＡ���・�にまとまっており、各器種

の配置関係がわかる。

　完形土器の分布（第８図）でも、ＭＡ���に鉢№����－�・浅鉢№����・台付鉢№����・注口土器№
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����がまとまっている。その南側ＭＡ���にも台付鉢№����が出土しており、これらがセットをなす。

　ＭＢ���・�には台付鉢№����、ＭＣ���には浅鉢№����がまとまり、約２ｍ離れたＭＣ���で注口土

器№����が出土している（第��図）。これは、鉢以外の土器破片出土数の特化度が高い地点と重なる。

　ＭＡ���とＭＡ���では鉢№����（第８図）と台付鉢№����があり、約２ｍ東側のＬＴ���では注口

土器№����（第��図ｂ）が出土している。これらに伴う精製鉢は出土していないので、単体で安置さ

れていた可能性がある。ただし、無文土器の分布を見たときにＭＡ���とＭＣ���の出土量偏差値はそ

れぞれ��と���と高いことから、無文土器が形成するピークに伴って安置されていた可能性も高い。

　ＭＣ���にある台付鉢№����（第��図ｂ）は単体で安置されていた可能性が高い。このグリッドは

どの時期・器種をとっても出土量偏差値が��と極めて低く、重量偏差値でもＭＣ��全体で��、２ｍ小

グリッドではＭＣ���のみが偏差値��で、他は��以下である。したがって、№����の台付鉢は、大洞

Ｂ２式期における２号捨て場の外縁を区画しておかれていたと考えられる。供伴するかは不明であるが、

赤彩の無文壺・浅鉢の地点別特化度がＭＣ���・�で高く出ていることからも、ＭＡ��を中心とした捨

て場の外縁部であることは間違いない。

　２号捨て場からわずかに離れて、単体の鉢がＭＣ��（第��図）で出土している。捨て場形成期の最

初は、このような単体土器の安置から始まると考えられる。

③大洞ＢＣ式期

　完形土器は、ＭＡ��ｃ・ＭＢ��ｄで出土数量偏差値が���・���と高率で出現する。ＭＡ���では��

でこれら３グリッド以外はＭＡ���で��、他はいずれも��台である。器種ごとの分布を見ていくと、

出土数偏差値が���と最も高いのは、ＭＡ���にある注口土器６個体№����・����・����・����・����－

１・����である（第��図、第��図ａ）。東に隣接するＭＡ���ではさらに４点№����・����・����・

����がまとまっており、西に隣接するＭＢ��ｄでは№����が出土している。

　次に高率を示すのは、浅鉢である。数量偏差値���のＭＡ��ｂ、偏差値���のＭＢ���という分布で

ある。№����・����・����・����－２・����・����・����などが出土している（第��図、第��図ｂ）。

点取り遺物・グリッド一括遺物ともに出土地点が、注口土器とは異なる。

　破片資料では、有文精製鉢が最も大量に出土している。ＭＡ���・�では、出土数量偏差値が���以

上となる。１号捨て場における当該期の有文精製鉢に対する偏差値の最大値が��であることをみれば、

いかに圧倒的な数量の有文精製鉢が集積されているかがわかる。２号捨て場内でも他器種の偏差値で

は最大��を超える注口土器だけで、他は��台以下であることからも理解される。

　注口土器の出土数量偏差値は、ＭＡ���で��、ＭＡ���で��と鉢に次いだ地位を占める。浅鉢もＭＡ

���で偏差値��と第３位である。出土数量偏差値��以上のグリッドはＭＡ���、ＭＢ���、ＭＢ���の３

小グリッド以外は全てＭＡ��であり、中でも小グリッド�・�に集中している。これら３器種、鉢・注

口土器・浅鉢が、当該期の土器３点セットである。

　破片資料では、粗製深鉢がＭＢ���で特化度偏差値���と集中区を作る。完形土器・破片資料ともに

当該期時の集中度は著しく、１号捨て場に先行して形成される。殊にＭＡ��に集積され、分布域があ

まり広がらないことも、１号捨て場との違いである。

④大洞Ｃ１式期

　完形土器・破片資料ともに、ＭＡ���に集中する。完形土器全点で数量偏差値���、器種ごとにわけ
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た出土数量偏差値では���と前段階に比べて大量に出土している。土器組成が大洞ＢＣ式期と変わって、

浅鉢が第１位となり前代１位の注口土器は急激に減少している。それは、数量偏差値上位を占めるグ

リッドに全く現れなくなること、そして遺物の項で詳述する土器組成比に明確に示されている。

　数量偏差値���を超える２ｍグリッドは、９つある。���台２グリッドＭＡ���・�、���台７グリッ

ドＭＡ���～�・ＭＢ���・ＭＡ���で、浅鉢・壺・鉢である。これらの傾向を破片資料で検証する。

　破片資料の数量偏差値が���を超えるのは、ＭＡ���・ＭＡ���・ＭＡ���～�の６グリッドである。

浅鉢がＭＡ���に出現するが、完形品組成とは違い壺は上位に入らず代わりに台付鉢が現れている。

完形品に壺が多いのは、比較的小型で優品が目立つために、調査時に選択的に計測・整理されたこと

によるバイアスだろう。事実、破片資料ではＭＡ���での出土量偏差値は��で、上位を占めているわ

けではない。粗製壺をあわせた土器組成比をとっても全量の���％のみであるから、完形の壺に対する

発掘・整理の現場での「注目度」がいかに高いかわかる数字となっている。

　ＭＡ���には、鉢・浅鉢がセットで出現している。この組み合わせが本来のものだろう。これに壺・

台付鉢が加わると考えられる。

　ＭＡ���にも鉢が出土量偏差値���と目立つ。地点をずらして小さなピークを形成している。他の器

種はいずれも少量で、ＭＡ���・�が浅鉢・台付鉢とともに３点セットを構成するのとは異なる。

　特化度偏差値の分布では、台付鉢が目立つ。ＭＡ��～ＭＡ��まで２ｍの小グリッドごとに断続的な

ピークが現れている。このことは、数量偏差値分布で浅鉢・鉢がＭＡ���・�に集中して他に出てこな

いことと対照的といえる。つまり、浅鉢・鉢を中心に土器を集積し、周辺に至ると台付鉢がまばらに

置かれることを示す。

⑤大洞Ｃ２式期

　完形土器は、ＭＡ���・�から浅鉢と台付鉢が１点ずつ出土している（第��・��図）。破片資料は、

ＭＡ���で鉢が１点のみである。どちらも、非常に少なく当該期の遺物分布は１号捨て場にある。

⑥無文土器

　完形土器では、無文土器が多く出ているとはいえない。それが実態を示していないのは、今までも

述べてきたとおり調査方法におけるバイアスである。それでも、ＭＡ���で鉢が出土数量偏差値��と

なっている。完形土器では、様々な器形がまんべんなく少量ずつ拾われている。

　破片資料では、出土数量偏差値���を超える２ｍの小グリッドは７つある。全て鉢で、特にＭＡ���

は偏差値���と遺跡内全体での最大値を示している。数量偏差値���以下では、深鉢がＭＡ���で��と

鉢以外の器種では最高値を示している。また、ＭＡ���でも偏差値��となっている。鉢が大量に出土

するＭＡ���に隣接して深鉢がおかれていることがわかる。

　赤彩されることの多い無文土器だが、ＭＢ���とＭＢ���に壺と台付鉢が１点ずつ出土しているのみ

である。型式が判明する物の多くは大洞Ｃ１式の浅鉢で、ＭＡ���・�に集中していることから、これら

とは若干分布を分けておかれていることになる。

⑦石器

　�����点����％が出土した。狩猟具は、石鏃���点����％、尖頭器��点���％が出土している。

　加工具は、�����点����％出土している。磨製石斧は、��点���％出土している。スクレイパーは、

���点����％出土している。ＣＳＣは��点���％出土している。鋸歯縁石器は、��点���％出土している。
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抉入石器は、��点���％出土している。石匙は、��点���％出土している。石篦は��点���％出土してい

る。石錐は���点���％出土している。楔形石器は、���点���％、敲石は、��点���％出土している。

　調理具は、���点���％出土している。石皿は、��点���％出土している。磨石は、��点���％出土し

ている。凹石は��点���％出土している。

　祭祀具は、���点���％出土している。石棒は、��点���％出土している。円盤状石製品は、��点���％

出土している。異形石器・有孔石製品は、��点���％出土している。岩版は、７点���％出土している。

本捨て場では、石棒の出土率の高さが目を引く（第��図）。石器総数は１号捨て場の３分の１だが、石

棒出土数はほぼ変わらない。遺跡全体でも���点しか出土していない石棒が��点����％も出土している。

中でもグリッドＭＡ��とＭＢ��への集中度が高い。

　出土状況でも、大形石棒№����の出土状態はきわめて特異である（第��図ｂ、第���図、図版��－５～

８）。石棒先端直下に赤色顔料が撒かれており、周辺からは大量の土器№����・����～����が出ている。

まさに石棒祭祀を示すものとなっている。礫に囲まれて出土した土偶№����（第��図ａ、第���図、図

版��－６）の出土状態と含めて、祭祀行為をそのまま残した状態である。

　３　３号捨て場

　遺構内の土器分布を第��～��図に掲げた。１・２号捨て場に比べて遺物の集中度が低く、４号捨て

場と共に、調査中には捨て場と認識されなかった遺構である。しかし第１図ａに掲げたクラスター分

布を見れば明白な様に、１号捨て場の西側ＬＴ��～��の１列分を遺物分布の希薄地帯として挟んだ後、

偏差値��以上のグリッドが集中して一定の分布域を形成している。したがって、１・２号捨て場に比

べて反復利用の回数が少ない「形成初期」に留まる捨て場であると考えられる。

①大洞Ｂ２式期

　完形土器は、ＭＡ��・ＭＢ��・ＭＢ��にまとまる（第��図）。中でもＭＡ��に集中する傾向がある。

台付鉢・鉢・注口土器のセットであることから、１回性の安置であったと考えている。

②大洞ＢＣ式期

　大洞Ｂ２式期に比べて分布が西側に移動し、４号捨て場との中間地点に完形土器が分布する（第��図）。

③大洞Ｃ１・Ｃ２式期

　分布は稀薄となる（第��図）。特に大洞Ｃ２式は単体出土と言っていい。

④無文土器

　１号捨て場との境界にあるＭＡ��に多く集中している。破片資料は、数量偏差値���を超えるＭＢ��・

ＭＢ��を中心としてＭＣ��～ＭＤ��まで、偏差値��を超えて分布している。

⑤石器

　���点���％が出土した。主だった��器種のうち、主体となるのは上位７器種である。第１位よりス

クレイパー、石錐、赤礫剥片、石鏃、石匙、ＣＳＣ、楔形石器の順となる。

　狩猟具は、石鏃��点���％、尖頭器��点���％が出土している。

　加工具は、���点����％出土している。磨製石斧は、６点���％出土している。スクレイパーは、���

点����％出土している。ＣＳＣは��点���％出土している。鋸歯縁石器は、９点���％出土している。

抉入石器は、��点���％出土している。石匙は、��点���％出土している。石篦は��点���％出土してい
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る。石錐は���点����％出土している。楔形石器は、��点���％、敲石は、��点���％出土している。

　調理具は、��点���％出土している。石皿は、５点���％出土している。磨石は、��点���％出土して

いる。凹石は５点���％出土している。

　祭祀具は、��点���％出土している。石棒は、��点���％出土している。円盤状石製品は、３点���％

出土している。異形石器・有孔石製品は、��点���％出土している。岩版は、１点���％出土している。

本捨て場でも、石棒の出土率の高さが目を引く。石器総数は２号捨て場の半分以下だが、石棒は遺跡

全体の出土数���点中��点����％が出土している。

　４　４号捨て場

　３号捨て場と同じく形成初期にある。遺構内の土器分布を第��～��図に掲げた。

①大洞Ｂ２式期

　大洞Ｂ２式期では、����に深鉢・台付鉢・注口土器が集中している（第��図）。破片資料では、ＭＨ

��に鉢・深鉢がある。

②大洞ＢＣ式期

　土器の分布は、３号捨て場側へ移動する。３号捨て場でも４号捨て場へ分布域が移動する傾向があ

り、この時期３・４号捨て場が融合する（第��図）。

③大洞Ｃ１・Ｃ２式期

　分布は稀薄である。����における大洞Ｃ２式浅鉢№����の単体出土が注目される（第��図）。

④無文土器

　破片資料は����・����に多く出土している。数量偏差値は��を超えている。

⑤石器

　���点���％が出土した。主だった��器種のうち、主体となるのは上位５器種である。第１位よりス

クレイパー、楔形石器、ＣＳＣ、石皿、石棒の順となる。他の３捨て場が工具類と赤礫剥片が主体と

するのに比べて、調理具である石皿と祭祀具である石棒が主体器種に含まれる点が特異である。また、

赤礫が出土していない。

　狩猟具は、石鏃２点���％、尖頭器４点���％が出土している。

　加工具は、��点����％出土している。その内訳は、磨製石斧が２点���％、スクレイパーが��点����％、

ＣＳＣが��点���％、石匙が６点���％、楔形石器が��点����％、敲石が５点���％である。スクレイ

パーが圧倒的に多いのは、他の捨て場と共通する。

　調理具は、��点���％出土している。その内訳は、石皿が９点���％、磨石が２点���％、凹石が１点

���％である。

　祭祀具は、��点���％出土している。その内訳は、石棒が７点���％、円盤状石製品が２点���％、異

形石器・有孔石製品が１点���％、岩版が１点���％である。本捨て場でも、石棒の出土率の高さが目

を引く。石器総数は３号捨て場の７分の１弱だが、石棒出土率���％は４基の捨て場中最高であり、遺

跡全体の出土数���点中７点���％にあたる。

　反面、赤礫が出土していない点も特異である。この地点は配石墓の集中区であり、多く出土した石

棒はこれらに伴う祭祀に使われたものかもしれない。赤礫とは相反する関係にあったと仮定して他の
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７６

第２章　捨て場と遺物

0 20m 0 20m

0 20m 0 20m

0 20m 0 20m

0 20m 0 20m

第49図　捨て場出土石器数量別偏差値分布図



７７

第２節　捨て場

0 20m 0 20m

0 20m 0 20m

0 20m 0 20m

0 20m 0 20m

礫 礫

第50図　捨て場出土石器数量別偏差値分布図



捨て場の石棒：赤礫分布関係を見直すと、赤礫の分布は１号捨て場のように焼土遺構ＳＮ��との強い

関係が伺われたり、２号捨て場のようにある程度集中する傾向がある。それに対して、石棒は中心域

を形成することなく、分布域がばらつくという違いが見えてくる。

　ここからも石棒は、地点個々でそれぞれ扱われ、折損・廃棄される祭祀具であり、赤礫はまとまっ

て消費される原料であることが予測される。

　小結

　１・２号捨て場における完形品出土率の高さは、本捨て場が大きな撹乱を受けておらず、保存度が

高い事を示す。大洞Ｃ１式期まで連綿と存続するにもかかわらず、大洞Ｂ２式破片の出現率が特に低い

のは、原位置を保ったままで急速に埋没し、攪乱を受けていないことを傍証している。時期の推移と

ともに土器分布の中心が移動していくこととも関連する。模式図的に記述するならば、大洞Ｂ２式期の

捨て場を埋めた「土饅頭」頂点をさけて大洞ＢＣ式期の捨て場が形成され、さらにそれを埋めた「土

饅頭」の隣に大洞Ｃ１式期の捨て場が形成されると考えてよい。

　捨て場形成→急速な埋没→捨て場形成のプロセスは、その内部に焼土遺構の形成を包括する。焼土

遺構の形成には複数の要因が考えられ、焼土遺構ＳＮ��の様に岩偶祭祀を契機として形成され、その

後ベンガラ生産工房として継続使用される遺構がある。

　琴丘町高石野遺跡の土層断面には、類似の断面が形成されている（����年８月、筆者の巡検結果に

よる）し、古くから著名な佐倉市遠部台・吉見台遺跡の土器塚での土器片出土状況とは酷似する。さ

らには、千葉市の園生貝塚や貝塚町貝塚群、加曽利貝塚、栃木県寺野東遺跡、パナマ共和国�����������

����遺跡での貝や土・灰を用いたマウンド形成プロセスとの類似も指摘できる。

　最後に、大洞ＢＣ式と大洞Ｃ１式では、出土標高が明確に異なることが判明した。大洞Ｃ１式が上に、

大洞ＢＣ式が下にある。各時期ごとの平面分布も異なっており、中心域が移動する。

註１　����������	���
��『����������	��
��������������
�����������������	』　����������	
�	���	

�����（����）

註２　赤礫の理科学的分析をしてくださった岩手県立博物館・赤沼英男氏より、以下のコメントをいただいた。感謝いたしま

す。「焼土遺構ＳＮ��周辺に分布する赤色小物質塊は、主として酸化ケイ素からなり、局所的に微細な酸化鉄（����３

と推定される）が残存する。泥岩もしくはチャート（以下では赤色チャートという）の可能性がある。青森県三内丸山

遺跡の縄文時代前期および中期の遺構から出土した資料の自然科学的調査結果から指摘されているように、この岩石の

利用方法として石鏃をはじめとする石器への加工、および赤色系色材料としての使用が挙げられる。後者の場合、赤色

チャートの粉砕が不可欠で、磨石や石皿といった道具が必要となる。また、粉砕を容易にし、色調を調えるため熱的処

理を施した可能性もある。焼土遺構ＳＮ��周辺における当該資料の残存塊はそれを示唆している可能性もあり、この点

については焼土遺構ＳＮ��の構造と検出された資料の組成をもとに、確認する必要がある。」
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　　第３節　縄文時代晩期の土器・土製品

　１　扱う資料の概要と分析方法

　����年に円筒上層Ｃ式の深鉢が、ほぼ完形で１個体出土した。これ以外は全て大洞Ｂ２～Ｃ２式であ

る。発掘調査総面積�����㎡����グリッドから、土器・土製品は遺跡全体で約�����㎏（�����������ｇ）

出土した。そのうち捨て場出土土器を中心に完形土器���点、破片資料のうち口縁部・底部資料������

点を扱う。ここで完形土器としてカウントしたものは、点取り遺物・グリッド取り上げ遺物の内、現

場でほぼ完形で取り上げ得たものを中心として、後の短期間の接合作業で復原され得たものを加えた

資料である。全点を図示した。

　破片資料とは、上記完形土器以外の資料のうち、意図的に選択した、����年度に調査した捨て場か

ら遺物出土量の最も多い中心部分��グリッド分と、����・����年調査区域からランダムにピックアッ

プした��グリッド分を合わせたものである。扱った破片資料は、��グリッド分約�����㎏（�����������ｇ）

で、重量比にして全体の����％にあたる。この中に含まれる口縁部・底部破片を１破片１点としてカ

ウントした結果が上記������点である。優品が選択されがちな完形品よりも本来の型式・器種組成を

示しており、バイアスを排除できる資料である。

　全破片重量約�����㎏の型式・器種組成を分析できていればベターであるが、それはかなわなかった。

したがって、全量の��％にあたる約�����㎏の破片資料による型式・器種の組成比率を遺跡の内容を代

表するサンプルと仮定して、以下に分析する。全体の母集団に対する比率は重量比によって計算し、

各型式・器種組成の百分率は点数を元に計算している。

　個別の土器について述べる前に、今回扱った資料群が遺跡全体の土器をどこまで代表しうるのかを

検討しておく。殊に、優品が選択されがちな完形土器群を用いて、型式比率の算出や器種組成の復原

をすることが、母集団に対してどの程度信頼しうるものだろうか。その信頼性を、統計学的に提示し

ておくことは、報告書として必須な作業・記述だと考える。

　捨て場の項で示した通り、各時期各器種の分布に地点ごとの違いはあるが、ここでピックアップし

た破片分布の中心��グリッドでは全ての時期が重層化して出土していることから、２ｍグリッドにお

ける各時期ごとのピークがあるにせよ、サンプルに対しては平均化されていると仮定できる。

　まず、全体に対して��％の破片資料を用いたサンプルの信頼区間を求めておく。精製浅鉢�����点を

例にとると、信頼上限Ｐ１＝�����（φ１＝����、φ２＝�����、Ｆ�（����）＝���）、信頼下限Ｐ２＝

�����（φ１＝�����、φ２＝����、Ｆ２（����）＝���）である。

　信頼度は��％（Ｆ����）で計算し、全量に対して精製浅鉢破片数Ｐは、����％≧Ｐ≧���％の範囲内

で出現しうる。他器種についても信頼度��％で計算し、結果を第��表ａに示した。精製の深鉢と鉢は

口縁部のみ・底部のみでは判別しがたいので、一括して扱っている。全量の��％をピックアップした

資料ではあるが、サンプル数が１万点を超えているため信頼区間は非常に限定されており、ほぼ母集

団の実態を示していると考えてよい。

　次に、図示した完形土器���点の器種組成と母集団器種組成の���分率を検定する（第��表ｂ）。破片

資料における精製深鉢と鉢は、口縁部・底部破片では区別しがたいため、一括して扱っている。

　計算する前から予想されたことだが、粗製深鉢と浅鉢以外の器種全てに高度な有意差がある。同じ
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母集団から取り出されたサンプルである以上、本来なら有意差は出ないはずである。つまり、完形土

器の器種組成は、母集団に対して異常な値を示している。すなわち完形土器の器種組成は、母集団を

代表していない。この原因は、完形の精製土器が実測対象遺物として、優先的に選択されたことによ

るものと考えることが出来る。

　整理作業・報告書出版における真に技術的・物理的問題であるが、どんな報告書でも遺物全てを記

載するのは不可能である。必然的に選択せざるを得ないからこそ、記載対象としたサンプルの信頼性

の程度を提示しておくことは、報告書記述における必須事項と考える。

　以上の手続きを踏んだ上で、破片資料を基に存在しうる土器の個体数を算出しておく。まず、破片

資料による器種組成比を算出する。深鉢・鉢・浅鉢・壺については、口縁部と底部破片を合計したも

の、注口土器は注口部、台付鉢については底部破片数を用いた。この値を（器種別破片数量比）とす

る。次に、完形土器重量を器種ごとに合計・平均化して各器種ごとの１個体重量平均（第��表ａ）を

求める。この値を（器種別重量）とする。（総重量）×（器種別破片数量比）／（器種別重量）を計算す

ると、器種ごとの重量比からみた総重量に対する最小個体数が�����個体、分析対象重量約�����㎏に

対する最小個体数は、�����個体と出る（第��表ｂ）。

　次に、今回直接の分析対象とした破片資料������点に含まれる最小個体数を算出する（第��表ｂ）。
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第22表ａ　資料信頼度と有意差（資料信頼度）

第22表ｂ　資料信頼度と有意差（有意差）

第23表　土器重量と最小個体数

　ａ（土器重量）　 ｂ（最小個体数）



カウント方法は、以下を基本とする。

①破片資料をグリッド単位で扱い、１グリッドから１破片のみ出土しているものは１個体と考える。

②複数の口縁部破片と底部破片が出ている場合は、底部破片数を優先し１個体とする。

③注口土器は、注口部をカウントする。

　すると、最小個体数は�����個体となる。重量比によって算出した最小個体数�����個体とのズレが

�����個体分あるのだが、これがまさに破片数カウントに先立って除外されていた、完形土器���個体

分の近似値を示すものである。完形土器を加えると�����個体となり、ズレは���個体分である。誤差

は、�����点に対して���％、�����点に対して���％と、どちらの値に対しても６％前後であり、�����

≦真の個体数≦�����（６％の誤差）として考えておくことが出来る。したがって、全資料に対する最

小個体数は、�����≦真の個体数≦�����（６％の誤差）となる。

　さて、以下に大洞式土器について述べていく。大洞Ｂ２式から大洞Ｃ２式に至る型式変遷については、

山内�（註１）を代表として数多くの研究がある。近年の代表例をあげるだけでも高橋�（註２）、金子�（註３）、鈴

木�（註４）、小林�（註５）がある。小林がわかりやすくまとめた様に、大洞Ｂ２式新段階と大洞ＢＣ式古段階の

区分、大洞ＢＣ式新段階と大洞Ｃ１式古段階の区分が、何をメルク・マールにとるかで異なり、齟齬を

来している。

　本稿では、入り組み三叉文の末端が相対的に入り組みを強くして菱形のネガ文を形成する段階以降

を大洞ＢＣ式と考える。また、相対的に洗練された雲形文の出現と「羊歯状文」の消失・「平行沈線

間列点文」化をもって大洞Ｃ１式とする。

　各型式の細分は、明確には行っていない。当然の事ながら、大洞ＢＣ式ならば羊歯状文の形骸化か

ら平行沈線間列点文化、または大腿骨文からＫ字文に至る諸段階があり、大きく古段階と新段階に分

けることが可能である。大洞Ｃ１式においても口縁部文様帯に前代から引きずる平行沈線間列点文の消

失や雲形文の描出法の洗練化によって古段階と新段階に分けられる。

　いずれの時期も器種組成は、深鉢、台付鉢、浅鉢、鉢、壺、注口土器の６器種を基本セットとして

構成され、それに香炉やミニチュア土器が加わる。基本セットの器種も後期後半より著しく器形が分

化し、器種ごとの内訳・器種内細別の内訳ともに時期によって変化する。例えば、「鉢」と大別され

る中にも口縁部直径と器高の比、文様帯の位置、装飾によって細別が可能であるが、本稿では細別せ

ず基本セットとした６器種を用いた。なお、台付鉢と台付浅鉢は「台付鉢」として一括した。

　「皿」は分類せず全て浅鉢とした。口縁部直径が器高の３倍以上という器形を示す土器は数点ある

が、それらの側面形はあくまで浅鉢の範疇にあり、文様帯区分も浅鉢を踏襲している。浅鉢内での器

形分化と考える。

　また、広口壷と鉢第１ｃ群の分類は非常に曖昧である。胴部から肩につながる屈曲の度合いが相対

的に強く頸部をより際だたせているものを壺とした。

　なお、大洞ＢＣ式期に卓越する注口土器が、大洞Ｃ１式期には急激に減少し浅鉢にその地位を譲る点

が特筆される。
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　２　大洞Ｂ２式土器

①概要

　本遺跡からは、後期末や田柄貝塚Ⅶ類・二月田貝塚出土例を思わせる初源期三叉文を持つ大洞Ｂ１式

は、出土していないが、隣接する向様田Ｆ遺跡が当該期に営まれている。また、東側で隣接する向様

田Ｂ・Ｃ遺跡でも後期～晩期まで営まれているので、その中に晩期初頭が含まれている可能性がある。

　大洞Ｂ２式は、完形品��点、破片資料���点が出土した。完形品の内訳は、深鉢５点、台付鉢��点

（内１点は台部のみ）、浅鉢８点、鉢��点、注口土器７点、壺２点で構成される。

　破片資料の内訳は、精製土器は��点、粗製土器は��点である。精製土器は、深鉢・鉢��点、台付鉢

２点、浅鉢７点、注口土器４点である。粗製土器は深鉢��点で構成される。

②深鉢

　深鉢は、第��・��図に図示した。大半は６～８単位を超える突起を持つ波状口縁であるが、第��図

２のように平縁となるものも存在する。口縁部上端に無文部を意識して、口縁部から胴部上半に文様

帯が設定されるもの（第��図３・４、第��図２）と、口縁部屈曲部やや下に文様帯の下端をおくもの

（第��図１・２、第��図１）がある。両者とも、文様帯下端の区画は胴部最大径よりもやや上にあり、

沈線で区画するもの、平行沈線内に列点を施すもの、解放しているものがある。

　使用される文様は三叉文を基本としており、第��図２の様な玉抱き三叉文や、４の様な入組文を形

成するもの、第��図２のように三叉文が連結して平行沈線化したものがある。第��図２の器形は頸部

がすぼまり広口壺を疑わせるが、外面肩部には明確な使用痕が付く。また、広口壷頸部は基本的には

無文帯となることを考えれば、この土器の製作者は文様帯を口縁部と認識しているのであり、深鉢に

分類するのが妥当である。

　後述するが、鉢・台付鉢と共に口縁部内外面におコゲやススがこびりつき、使用痕を残すものが多

い。

③台付鉢

　台付鉢は第��～��図に示した。また、台部が出土していないため深鉢とした第��図１や第��図２も、

台付鉢である可能性がある。逆に第��図１は、深鉢かもしれない。台付鉢となるのは鉢第Ⅰａ群（鉢

で後述）である。

　台付鉢は、胴部の張り出しが強い球胴形で頸部が屈曲し、口縁部が緩く外反する器形を基本として

いる。台部は直線的に外開きとなる単純なものと、外反した裾部から張り出し部を作るものの２種類

がある。外反部は短く単純で、後の時期の様なラッパ形のカーブは描かない。

　口縁部は波状口縁、もしくは平縁に６単位か８単位の突起を持つ。また、第��図４は口唇部突起が

すでにＢ突起状となっている。

　文様帯は、ほとんどの土器で口縁部に１段形成される。頸部が屈曲することから口縁部文様帯の下

端は屈曲部に位置し、胴部上端もしくは屈曲部に平行沈線間を押引状列点で充填している。土器によっ

ては、下へ垂下する「ノ」の字文が付く。

　第��図１は例外的に頸部屈曲が弱く、口縁部と胴部の区別が他の土器に比べて明確でない。そのた

め、口縁部下の屈曲部に施される平行沈線間列点文の下部に、口縁部文様帯のパターンを繰り返して

胴部文様帯が形成されている。
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第51図　大洞Ｂ２式　深鉢　（１）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

�����－－－������������欠〈����〉������深鉢無Ｂ２４号Ⅲ�����������

�����－－－�������������������深鉢無Ｂ２１号Ⅱ�������������

�����－－－�������������������深鉢無Ｂ２１号Ⅱ�������������

�����－－－�������������������������深鉢無Ｂ２１号Ⅱ�������������
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第52図　大洞Ｂ２式　深鉢　（２）

1
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備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

������－－－－�����������������深鉢無Ｂ２１号Ⅱ�������������

�����－－－������������欠〈����〉������深鉢無Ｂ２１号Ⅱ�������������
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第53図　大洞Ｂ２式　台付鉢　（１）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

�����������������������������������台付鉢無Ｂ２１号Ⅱ�������������

�����������������������������������台付鉢無Ｂ２１号Ⅱ�������������

�������������������������������台付鉢無Ｂ２１号Ⅱ�������������

��������〈���〉����������������欠〈����〉������台付鉢無Ｂ２１号Ⅱ�������������

��������〈���〉��������������欠〈����〉����台付鉢無Ｂ２２号Ⅲ�������������

�����欠欠〈����〉��������欠〈����〉������台付鉢無Ｂ２４号Ⅲ�����������
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第54図　大洞Ｂ２式　台付鉢　（２）
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備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

��������〈���〉��������������欠〈����〉������台付鉢無Ｂ２２号Ⅲ�������������

����������〈���〉������������欠〈����〉����台付鉢無Ｂ２１号Ⅱ�������������

������������������������������������台付鉢無Ｂ２１号Ⅱ����������

����������������������������������台付鉢無Ｂ２１号Ⅱ�������������

��������〈���〉���������欠〈���〉����台付鉢無Ｂ２１号Ⅱ�������������

�����������������������欠〈����〉����台付鉢無Ｂ２１号Ⅱ�������������

���������������������������������������台付鉢無Ｂ２１号Ⅱ�������������

���������〈���〉������������欠〈����〉������台付鉢無Ｂ２３号Ⅱ�����������
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第55図　大洞Ｂ２式　台付鉢　（３）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

��������〈���〉����������������欠〈����〉������台付鉢無Ｂ２３号Ⅰ�����������

���������������������������������台付鉢無Ｂ２１号Ⅱ������������

�����������������������������������������台付鉢無Ｂ２３号Ⅰ�����������

����������〈���〉����������������欠〈����〉������台付鉢無Ｂ２１号Ⅱ������������

�������������������������������������������台付鉢無Ｂ２１号Ⅱ�������������

����������〈���〉���������������欠〈���〉������台付鉢無Ｂ２３号Ⅱ�������������

��������������－－����������台付鉢無Ｂ２１号Ⅱ�������������

����������������������欠〈����〉����台付鉢無Ｂ２２号Ⅲ�������������

���������������������������������������台付鉢無Ｂ２１号Ⅱ����������
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第56図　大洞Ｂ２式　台付鉢　（４）
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備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

������欠欠〈����〉－－欠〈����〉������台付鉢無Ｂ２１号Ⅱ�������������

������������������������������������台付鉢無Ｂ２２号Ⅲ�������������

��������〈���〉�������������欠〈����〉������台付鉢無Ｂ２１号Ⅱ�������������

��������������－－����������台付鉢無Ｂ２２号Ⅲ�������������

��������〈���〉〈����〉��������欠〈����〉欠台付鉢無Ｂ２２号Ⅲ���������������

������������〈���〉－－����〈����〉欠台付鉢無Ｂ２１号Ⅱ�������������
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第57図　大洞Ｂ２式　鉢　（１）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

�����－－－�������������������鉢無Ｂ２１号Ⅱ�������������

�����－－－����������������������鉢無Ｂ２１号Ⅱ���������������

����－－－������������������������鉢無Ｂ２１号Ⅱ�������������

�����－－－��������������������������鉢無Ｂ２１号Ⅱ�������������

����－－－����������������鉢無Ｂ２１号Ⅱ�������������

�����－－－������������������鉢無Ｂ２１号Ⅱ������������

�����－－－�����������������鉢無Ｂ２１号Ⅱ�������������

����－－－������欠〈���〉����鉢無Ｂ２１号Ⅱ�������������

����－－－����������欠〈���〉�����鉢無Ｂ２１号Ⅱ�������������

�����－－－���������������鉢無Ｂ２１号Ⅱ��������������

�����－－－������������������屈曲鉢無Ｂ２３号Ⅱ��������������

�����－－－�������������������鉢無Ｂ２１号Ⅱ��������������

�����－－－������������欠〈���〉������鉢無Ｂ２１号Ⅱ��������������

�����－－－���������������������������鉢無Ｂ２３号Ⅰ������������
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第58図　大洞Ｂ２式　鉢　（２）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

灯明皿�����－－－���������������鉢無Ｂ２２号Ⅲ���������������

�����－－－������（���）������鉢無Ｂ２１号Ⅱ�����������

�����－－－�����������������鉢無Ｂ２１号Ⅱ�������������

�����－－－（���）（����）（���）����（����）鉢無Ｂ２１号Ⅱ�������������

�����－－－�����������������鉢無Ｂ２１号Ⅱ�������������

�����－－－－－�����������鉢無Ｂ２１号Ⅱ�������������

�����－－－－－������（����）鉢無Ｂ２１号Ⅱ�������������

�����－－－����（����）欠〈����〉（����）鉢無Ｂ２１号Ⅱ�������������

�����－－－－����欠〈���〉����鉢無Ｂ２１号Ⅱ������������
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第59図　大洞Ｂ２・BC式　鉢・浅鉢　（３）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

補修孔２�ヶ所����－－－－－����������ボール（円）浅鉢有ＢＣ１号Ⅱ������������

四脚����－－－－－������（����）鉢無Ｂ２１号Ⅱ�������������

楕円形�����－－－－－丸���
長径（����）

短径����
ボール（円）浅鉢無Ｂ２３号Ⅰ�����������

�����－－－－��������������鉢無Ｂ２２号Ⅲ�������������

�����－－－－－����������鉢無Ｂ２１号Ⅱ�������������

����－－－－－欠〈���〉（����）鉢無Ｂ２１号Ⅱ�������������

�����－－－－－����������鉢無Ｂ２１号Ⅱ�������������

�����－－－－（����）（丸）（���）（����）浅鉢無Ｂ２２号Ⅲ�������������

�����－－－－��������������浅鉢無Ｂ２２号Ⅲ�������������



　口縁部文様帯の施文法で大きく２種類に分けられる。第１類は、第��～��図２、第��図２～４の様

な、口縁部上端に１条の沈線を引いて口縁部文様帯の上部を区画し縄文帯を形成するものである。第

２類は、第��図３～９の様に解放したままで口唇端を取り込んだ文様帯とするものである。

　第１類は研磨された口縁部文様帯器面に、角頭状もしくは丸棒状工具によって引かれた沈線の末端

が三叉文となって入り組むものである。沈線断面は、工具先端形状に規定されて「Ｕ」字形を呈する

ものが多い。口縁部上端は縄文帯となって、口縁部文様帯を際だたせている。

　第２類は、口縁部文様帯が口縁部上端を取り込むことから第１群よりも文様帯の幅が相対的に広い。

文様要素は第１群と同じく三叉文だが、第��図８、第��図１・５の様に縄文帯であるべき口縁部上端

が口縁部文様帯に取り込まれることから、口縁部文様帯が地文縄文となり三叉文がネガ文様化した結

果、入組文をモチーフとして描出するものが出現する。第��図３も含めて、大洞ＢＣ式まであと一歩

となるのである。

　台部末端にも２条の平行沈線を施すことを基本とし、大きく張り出す部分は無文帯となることが多

い。第��図３・４の様に、透かし穴を持つ玉抱き三叉文を施文したり、隆帯を貼り付けて文様を施す

ものがある。

④鉢

　鉢は、器形で大きく２類型に分けられる。第１群は、第��図と第��図１～５・８である。口縁部屈

曲がより強く、胴部上端の張り出しが強調されるａと、口縁部高に対する胴部高の比率が大きく、長

胴化するｂの２種類に分けられる。

　第１ａ群は、口縁部が外反して頸部が屈曲した後、胴部上半が張り出す平底、または丸底に近い平

底の土器である。台付鉢は、この群を利用して台部を付けている。

　第２群は、胴部の立ち上がりがやや内湾しつつ、口縁部にかけて直線的に立ち上がる平底の土器で

ある。第��図６・７・９、第��図２・４～７である。

　鉢の文様帯は、台付鉢と共通し１段の口縁部文様帯を基本とし、口縁部上端を沈線によって区画す

るものとしないものがある。また、胴部屈曲部かその直下に沈線による文様帯下端の区画をしている

が、口縁部文様帯が多段化して胴部上半に入り込む様になると、文様帯区画の沈線はさらに下へ押し

やられ、第��図１・３の様に本来口縁部文様帯だったものが胴部文様帯に変化したものもある。

　また、底部に台が付かないため、胴部文様帯下端が底部に密着するものと、第��図６・��・��、第

��図６、第��図７の様に、１条の沈線で区画して磨きによる無文帯を作るものの２種類がある。

　使用される文様要素は、三叉文を基本としている。当初、彫刻的な手法によって施され、３辺が短

く鋭い古い要素が残存しつつ、１辺が長く伸び他の三叉文との連結をし始めることで沈線化する。そ

の変化の過程で三叉文の独立性が失われつつ、沈線文に取り込まれて再度入組文の構成要素となると

いった新しい要素が加わり、文様要素の構成はいっそう複雑化してゆく。

　第��図１～��・��の様に、三叉文の末端が入り組み始めるものから、第��図８・９の様に玉抱き三

叉文となるもの、三叉文が平行沈線化しつつ完全に段違いの入組文化する第��図６・８へと変化する。

⑤浅鉢

　丸底で胴部との境界が不明瞭である。口縁部がやや外反しながら直線的に立ち上がる第��図３と、

胴部から口縁部が内湾し、側面形が「柿」の様に見える第��図８・９がある。
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第60図　大洞Ｂ２式　注口土器　（１）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

�����－－－（���）（����）（丸）〈���〉欠注口無Ｂ２２号Ⅲ�������������

����－－－�������欠〈���〉（���）注口無Ｂ２２号Ⅲ�������������

�����－－－������丸〈���〉（���）無文注口無Ｂ２１号Ⅱ�������������

�����－－－（����）����丸〈����〉欠注口無Ｂ２１号Ⅱ�������������

�����－－－������丸〈���〉欠無文注口無Ｂ２１号Ⅱ�������������

�����－－－（���）����丸〈���〉欠注口無Ｂ２２号Ⅲ�������������

�����－－－－����丸���（���）注口無Ｂ２４号Ⅲ�����������

�����－－－－����丸������注口無Ｂ２３号Ⅲ�����������



　第��図３は平面形が楕円形となる。口縁部は２つ一組の突起が４単位施される。胴部文様は入組文

で大洞ＢＣ式に分類できるかもしれない。第��図９は、口縁部正面に突起が１単位付く。

　第��図８の様に、三叉文の末端が入り組み始めるものから、第��図９の様に玉抱き三叉文となるも

の、そして胴部文様帯は地文のみという規範から逸脱して胴部に入組文を施し、大洞ＢＣ式としても

いい第��図３が出現する。

⑥注口土器

　器形で大きく２群に分けられる。口縁部に「ツノカクシ」形の受け皿をつける第１群と、単純・直

線的に内傾する口縁部を持つ第２群である。

　大洞Ｂ２式期の注口土器は胴部が高く、新しい段階となるにしたがって「そろばん玉」状にひしゃげ

てゆき、胴部中央の接合面に１条の明確な稜線が出現する。次の段階で胴部上半がよりひしゃげて内

面に落ち込み、胴部上端と口縁部の接合面が強く屈曲する。第��図３・５が比較的古く、２・６・７

を経て１・４・８へ変化するものと考えている。

　文様も古手に置かれるものは沈線が数条施されるだけと単純で、新しい段階になると入組文が注口

部・口縁部に描かれる。

　器面は全て丁寧に研磨され、焼成は非常に良好で胎土は赤みの強い肌色をしているものが多い。
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第61図　大洞Ｂ２式　壺　（１）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

�����－－－－（����）欠〈����〉欠壺無Ｂ２１号Ⅱ�������������

�����－－－（���）（����）（���）〈����〉欠壺無Ｂ２１号Ⅱ�������������



⑦壺

　長胴と丸胴という全く異なる２者が出土しているが、文様帯の施文位置は共通している。両者とも

胴部最大径やや上に文様帯を持つ。頸部が欠損しているので不明確だが、頸部文様帯を持つ第��図２

の丸胴形に対して、胴部上面肩部に文様帯を持つ１の長胴形となる。長胴形の個体は、おそらく頸部

文様帯を持たないだろう。

　以上、大洞Ｂ２式期の器種組成には、深鉢と台付鉢・鉢が目立ち、少量の注口土器と壺が伴うことが

判明する。また、台付鉢は鉢の一部に台を付けて特殊化したものであることもわかった。

　３　大洞ＢＣ式土器

①概要

　大洞ＢＣ式は、完形品���点、破片資料�����点が出土した。完形品の内訳は、深鉢��点、台付鉢��

点（内��点は台部のみ）、浅鉢��点、鉢��点、注口土器��点（内中段階６点、新段階７点含む）、壺��

点、香炉１点、ミニチュア土器２点、土偶２点で構成される。

　破片資料の内訳は、精製土器は深鉢・鉢���点、台付鉢��点、浅鉢��点、注口土器���点、壺９点、

香炉６点である。粗製土器は全部で��点ある。深鉢７点、鉢４点で構成される。注口土器が圧倒的に

多い点が注目される。

②深鉢

　深鉢は、第��～��図に図示した。器形と使用される文様の精粗で大きく２群に分かれる。第１群は、胴

部上半から器形が緩やかに屈曲し、外反して口縁に至る、幅広い口縁部文様帯を持つ精製土器である。

第２群は、バケツ形の胴部から口縁部がやや内湾するか、屈曲して外反する粗製土器である。口縁部

文様帯は狭いか、口縁部文様帯を持たず胴部全体に文様が描かれる。いずれの群も、大洞Ｂ２式期には

６～８単位の突起を持つ波状口縁だったが、各単位の突出が弱くなり平縁化した上で、口唇端にピッ

チの短い波状突起や刻み、そしてＢ突起を施す。前代に比べて口縁部幅が狭くなり、相対的に口縁部

外反の度合いと屈曲が強くなる。器形変化と文様帯変化は当然リンクしている。古手の様相を残す第

��図の３点と、羊歯状文が発生した第��図１～３を比較すれば一目瞭然である。

　第１群で、古い段階におかれる第��図の３点は、口縁部文様帯の幅が広く、未だ入組文化した三叉

文を文様要素として用いている。ただし、前代よりもその入り組み方は複雑且つピッチが狭くなり、

細かい単位で構成される。文様帯下端を区画する平行沈線間の押引状列点文は、比較的保守的な文様

で、精製土器では羊歯状文の発生と共に消失するが、半精製土器には引き続き使用されて長く残る。

　上記平行沈線間列点文が半精製土器に移行しても、文様帯下端に付く垂下する「ノ」の字文は、羊

歯状文と共に用いられる（第��図３）。

　最も新しい段階に置かれるのが第��図３である。口縁部文様帯は、羊歯状文の平行沈線間列点文化

に伴って狭く圧縮され、前段階までは胴部上半屈曲部に置かれていた文様帯内に、入組文が変化した

「祖形」とも言うべき一単位の大きい雲形文が発生している。

　第２群は、第��図、第��図１・２・５に示した半精製品で２種類ある。１類は、刺突による列点文

を頸部と胴部の境界に施文して口縁部から頸部の文様帯を粗くなでた無文帯とする。胴部は地文縄文

の無文帯である。頸部は屈曲し、口縁部は短く外反する（第��図）。
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第62図　大洞BC式　深鉢　（１）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

������－－－－－欠〈����〉（����）深鉢無ＢＣ１号Ⅱ������������

������－－－����（����）欠〈����〉����深鉢無ＢＣ１号Ⅱ�������������

�����－－－（����）（����）欠〈����〉（����）深鉢無ＢＣ１号Ⅱ�������������
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第63図　大洞BC式　深鉢　（２）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

�����－－－（����）（����）（���）����（����）深鉢無ＢＣ１号Ⅱ������������

�����－－－（����）（����）�������（����）深鉢無ＢＣ１号Ⅱ������������

�����－－－（����）（����）欠〈����〉（����）深鉢無ＢＣ１号Ⅱ�������������

補修孔１対�����－－－－���������������深鉢無ＢＣ１号Ⅱ�������������

�����－－－（����）（����）�������（����）深鉢無ＢＣ１号Ⅱ������������

�����－－－�������������������深鉢無ＢＣ１号Ⅱ������������
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第64図　大洞BC式　深鉢　（３）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

������－－－－（����）欠〈����〉欠深鉢無ＢＣ１号Ⅱ������������

������－－－�������������������深鉢無ＢＣ１号Ⅱ��������������

�����－－－�������������������深鉢無ＢＣ１号Ⅱ��������������
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第65図　大洞BC式　深鉢　（４）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

補修孔１ヶ所�����－－－－－�����������深鉢無ＢＣ１号Ⅱ������������

補修孔１ヶ所�����－－－－（����）欠〈����〉（����）深鉢無ＢＣ１号Ⅱ�������������

�����－－－－（����）�������（����）深鉢無ＢＣ１号Ⅱ������������

�����－－－－（����）（���）����（����）深鉢無ＢＣ１号Ⅱ������������

�����－－－－－�������（����）深鉢無ＢＣ１号Ⅱ�������������



　２類は緩やかに内湾しながら直線的に立ち上がる土器で、胴部に串書き状の縦に蛇行する平行沈線

を施している（第��図１・２）。単純な地文のみのもの（第��図５）もある。

③台付鉢

　台付鉢は第��～��図に示した。器形の特徴は前代を踏襲しているが、より規格化が著しい。器形に

よって大きく３群に分かれる。第１群は第��図１・２の大形品で、中・小形品に比べて前代の器形を

より強く残す。胴部の張り出しが強い球胴形で頸部が屈曲し、口縁部が緩く外反する器形を基本とし

ている。

　第２群は、第��図３～第��図に示した土器で、前代から続く中・小形品の器形を踏襲しているが、

大形品よりも文様帯の変化に敏感であり、４細分できる。口縁部が外反して立ち上がり頸部が屈曲す

るａ（第��図３～第��図１・３～８、第��図��、第��図５・８・９、第��図１～４・６～９・��、第

��図１・２）、頸部屈曲がより強く、口縁部幅は短く強く外反し、口縁部内面下端に稜が形成されるｂ

（第��図１～９・��）、側面柿形の丸底浅鉢に台を付けたｃ（第��図２、第��図��、第��図１～４・

６・７・��・��、第��図５・��・��）、皿状に口縁部が大きく開くｄ（第��図３・４）が出現する。

　台部は直線的に外開きとなる単純なものと、外反した裾部から張り出し部を作るものの２種類があ

るが、張り出し部を作るのは大形品の台部に限定されており、前代の様に三叉文による透かし穴を切

り込むことはない。

　中・小形品の台部は、ラッパ形に外反するカーブを描き、末端に沈線で区画された縄文帯、中央に

磨きを施した無文帯を作り出す。大形品とは対照的に、この部分に玉抱三叉文が描かれ、しばしば透

かし穴となり、文様帯として確立する。

　口縁部は、波状口縁もしくは平縁に４単位、または８単位の突起を持つ。各突起は、２から３の小

突起がセットとなって１単位を構成する。第��図４の様に、正面に大突起があり左右に小突起を従え

たスタイルをとるものもある。第��図１～５・７の様に、口唇部を幅１��程度のピッチで刺突し、連

続する突起で装飾されるものもある。第��図６は、Ｂ突起状となっている。

　文様帯は多段化する。前代から胴部上半部まで口縁部文様帯の幅が広がる傾向があったが、大洞ＢＣ

式期に至って胴部文様帯が独立する。頸部屈曲部を境界として沈線で上下を区画される１条の無文帯

を置くことで、明確に文様帯が分離される（第��図４・６）。

　第２ａ群では、胴部器高の低い１類（第��図３・４、第��図１・２）と高い２類（前者以外）に分

離される。そして、第２ａ群１類古段階におかれる第��図３・４から、新段階である第��図１・２へ

の変化を指摘できる。三叉文が入組文に転化しつつある古段階では、強く外反する口縁部と胴部最大

径が下半部へ移動することで下ぶくれとなり、胴部上半に文様帯が形成されている。新段階では、胴

部下ぶくれ部が明瞭な屈曲部となることで、胴部文様帯は上半部のみに限定される。それに伴って第

��図３に残っていた胴部文様帯下部から垂下する「ノ」の字文は消滅する。

　また、胴部が高い第２ａ群２類は、多段化した文様帯に羊歯状文を基本として、篦状工具を縦に持っ

て平行沈線間を連続刺突するものや、半截竹管での押し引きによる爪形文が施文される。その後、口

縁部文様帯の幅が圧縮される過程で、口縁部形態が短くより強く外反し、第２ｂ群の発生を見る。

　第２ｂ群は台部にも文様帯を持つ。第２ａ群１類の台部にも文様が施される可能性があるが、はっ

きりしない。第２ｂ群台部文様帯に施される文様要素は三叉文、玉抱き三叉文であり前代の系譜を引

１００
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第66図　大洞BC式　台付鉢　（１）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

�����（���）〈���〉����（����）（����）欠〈����〉（����）台付鉢無ＢＣ１号Ⅱ����������

���������〈���〉������������欠〈����〉����台付鉢無ＢＣ１号Ⅱ�������������

��������〈���〉�����������欠〈���〉（����）台付鉢無ＢＣ２号Ⅲ�������������

�����欠欠〈���〉（����）（����）欠〈���〉（����）台付鉢無ＢＣ３号Ⅰ�����������

��������〈���〉〈����〉��������欠〈����〉欠台付鉢無ＢＣ１号Ⅱ�������������

����±����ＣＢＰ��������〈���〉������������欠〈����〉����台付鉢無ＢＣ１号Ⅱ������������

�����������〈���〉－〈����〉���〈���〉欠台付鉢無ＢＣ１号Ⅱ��������������
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第67図　大洞BC式　台付鉢　（２）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

�����（���）������（����）（����）（���）����（����）台付鉢無ＢＣ１号Ⅱ������������

��������������－－（���）�������台付鉢無ＢＣ１号Ⅱ�������������

��������〈���〉�����������欠〈���〉����台付鉢無ＢＣ１号Ⅱ�������������

����������������������������������台付鉢無ＢＣ１号Ⅱ�������������

�����（���）〈���〉���（����）（����）欠〈����〉（����）台付鉢無ＢＣ１号Ⅱ������������

�����欠欠〈����〉（����）（����）欠〈����〉（����）台付鉢無ＢＣ１号Ⅱ������������

�����（���）�������－（����）（���）（����）（����）台付鉢無ＢＣ１号Ⅱ�������������

�����（���）〈���〉〈����〉（����）（����）欠〈����〉欠台付鉢無ＢＣ１号Ⅱ�������������
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第68図　大洞BC式　台付鉢　（３）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

��������〈���〉�����������欠〈����〉����台付鉢無ＢＣ１号Ⅱ�������������

�����（���）������－（����）（���）����（����）台付鉢無ＢＣ１号Ⅱ�������������

��������������－���������������台付鉢無ＢＣ１号Ⅱ������������

��������������－（����）�������（����）台付鉢無ＢＣ２号Ⅲ�������������

�����（���）������－（����）（���）����（����）台付鉢無ＢＣ１号Ⅱ�������������

����（���）������－（����）�������（����）台付鉢無ＢＣ２号Ⅱ�������������

��������������������������������台付鉢無ＢＣ２号Ⅲ�������������

��������〈���〉����������欠〈���〉���台付鉢無ＢＣ２号Ⅲ�������������

��������������（���）（���）������（���）台付鉢無ＢＣ１号Ⅱ������������

�����（���）〈���〉���－（����）欠〈���〉（����）台付鉢無ＢＣ１号Ⅱ�������������

�����欠欠〈����〉－（����）欠〈����〉（����）台付鉢無ＢＣ１号Ⅱ��������������

������������������������������台付鉢無ＢＣ２号Ⅲ��������������
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第69図　大洞BC式　台付鉢　（４）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

���������������－（����）�������（����）台付鉢無ＢＣ１号Ⅱ�������������

��������������－���������������台付鉢無ＢＣ１号Ⅱ�����������

��������������－��������������台付鉢無ＢＣ１号Ⅱ�������������

�����（���）〈���〉���－－欠〈���〉（����）台付鉢無ＢＣ１号Ⅱ������������

��������〈���〉�����������欠〈���〉����台付鉢無ＢＣ１号Ⅱ�������������

��������������－－����������台付鉢無ＢＣ１号Ⅱ�����������

��������〈���〉���－����欠〈���〉����台付鉢無ＢＣ２号Ⅲ�������������

��������〈���〉�����������欠〈����〉����台付鉢無ＢＣ１号Ⅱ�������������

����������������������（���）��������台付鉢無ＢＣ２号Ⅲ�������������

��������������－���������������台付鉢無ＢＣ１号Ⅱ��������������

��������������－���������������台付鉢無ＢＣ１号Ⅱ��������������
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第70図　大洞BC式　台付鉢　（５）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

����������������������������������台付鉢無ＢＣ１号Ⅱ�������������

�����（���）〈���〉����（����）（����）欠〈����〉����台付鉢無ＢＣ１号Ⅱ�������������

�����（���）������（����）（����）（���）����（����）台付鉢無ＢＣ１号Ⅱ������������

��������������������������������台付鉢無ＢＣ１号Ⅱ������������

��������〈���〉���－（����）欠〈���〉（���）台付鉢無ＢＣ１号Ⅱ������������

�������������������������������台付鉢無ＢＣ２号Ⅲ�������������

��������������（����）（����）�������（����）台付鉢無ＢＣ１号Ⅱ�������������

�����������������������������台付鉢無ＢＣ１号Ⅱ������������

��������������－－����������台付鉢無ＢＣ１号Ⅱ�������������

��������������－－�������（����）台付鉢有ＢＣ２号Ⅲ����������������

�����（���）������（���）（���）（���）����（����）台付鉢無ＢＣ３号Ⅰ��������������

��������〈���〉���－����欠〈����〉����台付鉢無ＢＣ２号Ⅲ��������������



いている。口縁部文様帯ではすでに羊歯状文が列点化しつつある段階で、台部に施される文様は前代

からの三叉文であることは、この文様帯の保守性を示すものだろう。

　台部側面形が第２ａ群に比べてラッパ形に開くのは、新たな文様帯の確立に対する視点・視覚の変

化に関わっていると考えられる。大洞Ｂ２式期においては口縁部器形・文様帯と台部器形・台部文様帯

の対応は明瞭ではなく、あくまで台部の形態と文様施文の対応であった。大洞ＢＣ式では、第２ｂ群

において台部施文の割合が多い傾向がある。

　口縁部文様帯の羊歯状文が数条の沈線間に対する列点として形骸化すると同時に、土器正面の文様

帯下端に縦の突起が貼り付けられ新たなアクセントとなる（第��図２・７・��・��）。

　第２ｃ群は、側面が丸く口縁はわずかに内湾する。口縁部は平縁で、口唇端に刻み状の刺突が付く

が口唇部形態は単純である。口縁部文様帯のみの１類（第��図１～４・６・７）と、胴部文様帯を持
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第71図　大洞BC式　台付鉢　（６）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

�����（���）������－－（���）���（����）台付鉢無ＢＣ１号Ⅱ�������������

�����（���）������－－����������台付鉢有ＢＣ１号Ⅱ������������

内外面朱塗り��������〈���〉���－－欠〈���〉����台付鉢有ＢＣ２号Ⅲ�������������

��������������－－（����）�������台付鉢無ＢＣ１号Ⅱ�������������
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第72図　大洞BC式　台付鉢　（７）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

������������〈���〉－－����〈����〉欠台付鉢無ＢＣ１号Ⅱ�������������

��������〈���〉〈���〉－－欠〈���〉欠台付鉢無ＢＣ１号Ⅱ�������������

�����������〈���〉－－����〈���〉欠台付鉢無ＢＣ１号Ⅱ������������

�����������〈���〉－－���〈���〉欠台付鉢無ＢＣ１号Ⅱ�������������

�����������〈���〉－－���〈���〉欠台付鉢有ＢＣ２号Ⅲ�������������

����������〈���〉－－���〈���〉欠台付鉢有ＢＣ１号Ⅱ������������

�����������〈���〉－－���〈���〉欠台付鉢無ＢＣ３号Ⅰ�����������

��������〈���〉〈���〉－－欠〈���〉欠台付鉢無ＢＣ２号Ⅲ�������������

����（���）〈���〉〈���〉－－欠〈���〉欠台付鉢漆塗りＢＣ１号Ⅱ������������

����������〈���〉－－���〈���〉欠台付鉢無ＢＣ３号Ⅲ��������������

�����������〈���〉－－����〈���〉欠台付鉢無ＢＣ３号Ⅰ������������

�����������〈���〉－－����〈���〉欠台付鉢無ＢＣ３号Ⅱ������������

�����������〈���〉－－����〈���〉欠台付鉢無ＢＣ１号Ⅱ�������������



つ２類（第��図��・��）に分けられる。

　第２ｃ群１類の口縁部文様帯は、羊歯状文が簡略化されて粗雑な印象を受ける平行沈線間刺突文で

ある。胴部は地文縄文で台部との接合部にも刺突文を施す。また、台部末端は縄文帯で中央部は磨き

による無文帯となる。

　第２ｃ群２類は胴部文様帯に「祖形」雲形文を持ち、台部には形骸化して元の形態を失いつつある

三叉文が施される。すでに玉抱き三叉文の原型はなく、本来は貫通孔となって透かし穴状装飾となっ

ていた部分が、象徴的に刺突されているのみである。

　胴部の「祖形」雲形文は、入組文から変化しつつ過程にあり、文様モチーフは多様である。入組文

を描出する沈線が、胴部文様帯上端と下端を区画する沈線に結合し、その結合部には未だ充填文とな

る半円形・菱形の彫刻がされていない。ただしその萌芽は、すでに現れている。第��図９ならばＺ字

を呈する縄文帯の先端と末端にある短沈線のヒゲ状飛び出し部であり、��ならばＸ字縄文帯の上下中

央部にある刺突がそれに当たる。

　第２ｄ群は、最も新しい。口唇部はＢ突起で飾られており、胴部及び台部文様帯にはすでに雲形文

が施されている。第��図４は、大洞Ｃ１式との境目となる。胴部の雲形文の入り組みは、大洞Ｃ１式に

比べて未だ単純であることから大洞ＢＣ式に含めた。

④鉢

　鉢は、前代に比べてより平縁化し、小振りな突起が２つセットで４単位施されるものが多い。また、

小さな刻みを連続して施す。器形で大きく３類型に分けられる。

　第１群の特徴は前代と同じで、口縁部幅がより広く、胴部最大径は胴中央よりも上におかれるａ

（第��図６・８・��）と、口縁部幅が広く胴部高がほとんどないｂ（第��図１・２・９）、側面形は壺

に似るが口縁部・頸部直径が広く広口壷とも考えられるｃ（第��図３～５）、そして胴部最大径が胴中

央より下におかれるｄ（第��図１～７）の４種類に分けられる。

　第２群は胴部立ち上がりがやや内湾しつつ、口縁部にかけて直線的に立ち上がる平底の土器である

（第��・��図）。

　第３群は、口縁直径が広く、小さな平底から緩やかなカーブを描いて側面が立ち上がる。典型的な

浅鉢よりも口縁直径：高さの比率が大きいが、皿ではない（第��図８）。

　第１ａ～ｃ群の文様帯は、口縁部と胴部に複数段展開され、第��図１・��の様に器面全体が装飾さ

れるものが現れる。第２群は口縁部に文様帯が限定されたままである。また、第３群は器高が低いこ

ともあって口唇部端、もしくは内面に平坦面を形成して文様帯とする。胴部は全面に施文される。

　使用される文様は、口縁部には羊歯状文、胴部には入組文もしくは「祖形」雲形文が施される。第

��図１・２は、元々は口縁部だった部分が長くのびて「胴部文様帯」化し、本来の胴部文様帯と口縁

部文様帯は狭く圧縮されている。そのため、１ではＫ字文化しつつある羊歯状文が、２は「祖形」雲

形文が最も目立つ新出文様帯に描かれている。

⑤浅鉢

　浅鉢は平縁が主で、小振りな突起が２つセットで４単位施されるものも多い。また、小さな刻みを

連続して施す。底部は丸底、もしくは小さな平底が主だが、第��図５・６の様に四ッ足がつくものも

ある。器形で大きく２類型に分けられる。
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第73図　大洞BC式　鉢　（１）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

�����－－－�������������������屈曲鉢無ＢＣ２号Ⅲ�������������

�����－－－��������������（����）鉢無ＢＣ２号Ⅱ�������������

四脚�����－－－�������（���）（���）���鉢有ＢＣ１号Ⅱ�������������

四脚�����－－－�����������������鉢無ＢＣ１号Ⅱ�������������

�����－－－���������������鉢有ＢＣ外Ⅰ�����������

�����－－－���������������鉢有ＢＣ１号Ⅱ��������������

�����－－－�������（���）�������鉢無ＢＣ１号Ⅱ�������������

�����－－－（����）（����）������（����）鉢無ＢＣ１号Ⅱ�������������

�����－－－（����）（����）������（����）鉢無ＢＣ２号Ⅲ�������������

�����－－－����（����）�����������鉢有ＢＣ１号Ⅱ������������
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第74図　大洞BC式　鉢　（２）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

�����－－－����������������鉢無ＢＣ１号Ⅱ������������

�����－－－（����）（����）（���）����（����）鉢無ＢＣ１号Ⅱ�������������

�����－－－（����）（����）�������（����）鉢無ＢＣ２号Ⅱ�������������

�����－－－�����������������鉢無ＢＣ１号Ⅱ�������������

�����－－－－－����������屈曲鉢無ＢＣ２号Ⅲ�������������

����－－－（���）（���）������（����）鉢無ＢＣ２号Ⅲ�������������

������－－－（����）（����）欠〈����〉（����）鉢無ＢＣ１号Ⅱ�������������

口縁装飾穿孔
１ケ所����－－－－－－－－鉢無ＢＣ２号Ⅲ�������������
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第75図　大洞BC式　鉢　（３）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

�����－－－－－�����������鉢無ＢＣ１号Ⅱ�������������

����－－－－－欠〈���〉���鉢無ＢＣ１号Ⅱ�������������

�����－－－－（����）�������（����）鉢無ＢＣ１号Ⅱ�������������

�����－－－－���������������鉢無ＢＣ１号Ⅱ�������������

�����－－－－���������������鉢無ＢＣ２号Ⅲ�������������

�����－－－－（����）�������（����）鉢無ＢＣ１号Ⅱ������������

�����－－－－（����）欠〈���〉（����）鉢無ＢＣ１号Ⅱ�����������

�����－－－－（����）（���）����（����）鉢無ＢＣ１号Ⅱ�������������

�����－－－－（����）（���）����（����）鉢無ＢＣ２号Ⅲ���������������

�����－－－－（����）欠〈���〉（����）鉢無ＢＣ１号Ⅱ������������



　第１群の特徴は、小さな平底もしくは丸底で、胴部が丸くカーブする。口縁部が内湾するａ（第��

図４～８・第��図、第��図９）と、直線的に開くｂ（第��図２～６）がある。

　第２群は、口縁直径が広く、小さな平底から緩やかなカーブを描いて側面が立ち上がる。典型的な

浅鉢よりも口縁直径：高さの比率が大きいが、皿ではない。第��図１～３・９、第��図７・８である。

　第１群は、第��図の様に器面全体が装飾されるものが現れる。第２群は口縁部に文様帯が限定され

たままである。

　第��図には大洞ＢＣ式でも新しい段階のものをまとめた。第１群土器の胴部に「祖形」雲形文が最

もよく使われている。これらの口縁部文様帯には羊歯状文が残るものの、列点化が進行している。７

は、１条斜めに引かれる沈線がわずかに羊歯状文の名残を残し、５・８はすでに平行沈線間を充填す

る列点文となっている。

　第��図９は、顔面装飾付浅鉢である。遮光器土偶と同じ手法で顔面が描かれているが、目玉は貼り

付けではなく器面に直接沈線で描出している。

⑥注口土器

　器形で大きく２群に分けられる。口縁部に「ツノカクシ」形の受け皿をつける第１群（第��図～第

��図５）と、単純・直線的に内傾する口縁部を持つ第２群（第��図６～第��図）である。

　大洞Ｂ２式期に比べて胴部は低く、特に胴部上半がひしゃげて内面に落ち込み、胴部上端と口縁部の

接合面が強く屈曲する。胴部屈曲部下に１条の沈線を施し、文様帯の下端を区画する。第１群、第２

群とも口縁部は平縁が目立ち、装飾は正面に数単位の突起が施される。

　使用される文様は、口縁部に施される入組文（第��図１・２）、第１群の頸部に特徴的に施される入

組文から発展した鉢巻状のＸ字状文（第��図５・６、第��図、第��図２）、同じく入組文が発展して生

まれつつある「祖形」雲形文（第��図４・６）、羊歯状文（第��図３・４他）、Ｋ字文（第��図５、第

��図３・５・７、第��図）がある。

　文様の変化による新旧関係を、入組文から鉢巻状Ｘ字状文への変化、もしくは「祖形」雲形文化を
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第76図　大洞BC式　鉢　（４）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

�����－－－－（����）（���）����（����）鉢無ＢＣ１号Ⅱ������������

����－－－－－－－－鉢無ＢＣ１号Ⅱ�������������

�����－－－－－（���）���（���）鉢無ＢＣ１号Ⅱ�������������
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第77図　大洞BC式　浅鉢　（１）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

口縁装飾穿孔
１ケ所�����－－－－－����������ボール（円）浅鉢無ＢＣ２号Ⅲ�������������

�����－－－－－����������ボール（円）浅鉢無ＢＣ２号Ⅲ�������������

�����－－－－－（���）���（����）ボール（円）浅鉢無ＢＣ２号Ⅲ�������������

四脚�����－－－－��������������ボール（円）浅鉢無ＢＣ１号Ⅱ������������

�����－－－－��������������ボール（円）浅鉢無ＢＣ２号Ⅲ�������������

�����－－－－��������������ボール（円）浅鉢無ＢＣ１号Ⅱ�������������

�����－－－－－����������ボール（円）浅鉢無ＢＣ２号Ⅲ�������������

����－－－－��������������ボール（円）浅鉢無ＢＣ１号Ⅱ�������������

�����－－－－－（���）（���）（����）ボール（円）浅鉢無ＢＣ２号Ⅲ�������������
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第78図　大洞BC式　浅鉢　（２）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

四脚�����－－－－－������（����）ボール（円）浅鉢無ＢＣ１号Ⅱ�������������

�����－－－－－����������ボール（円）浅鉢無ＢＣ２号Ⅲ�������������

�����－－－－��������������ボール（円）浅鉢無ＢＣ１号Ⅱ�������������

�����－－－－－����������ボール（円）浅鉢無ＢＣ２号Ⅲ���������������

四脚�����－－－－（����）������（����）ボール（円）浅鉢無ＢＣ１号Ⅱ������������

四脚�����－－－－（����）������（����）ボール（円）浅鉢無ＢＣ１号Ⅱ������������

�����－－－－－����������ボール（円）浅鉢無ＢＣ２号Ⅲ�������������

�����－－－－－����������ボール（円）浅鉢無ＢＣ１号Ⅱ������������

�����－－－－（����）����������ボール（円）浅鉢無ＢＣ２号Ⅲ�������������

�����－－－－－丸�������ボール（円）浅鉢無ＢＣ２号Ⅲ��������������

�����－－－������������������ボール（円）浅鉢無ＢＣ２号Ⅲ��������������

�����－－－－－������（����）ボール（円）浅鉢無ＢＣ２号Ⅲ��������������
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第79図　大洞BC式　浅鉢　（３）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

四脚�����－－－－－（���）���（����）浅鉢無ＢＣ１号Ⅱ�������������

�����－－－－－欠〈���〉（����）浅鉢無ＢＣ２号Ⅲ�������������

�����－－－－（����）（���）����（����）浅鉢無ＢＣ２号Ⅲ�������������

�����－－－－���������������浅鉢無ＢＣ２号Ⅲ�������������

�����－－－－��������������浅鉢無ＢＣ１号Ⅱ�������������

�����－－－－－����������浅鉢無ＢＣ１号Ⅱ�������������

�����－－－－－（���）���（���）洗面器
（台形）浅鉢無ＢＣ１号Ⅱ�������������

����－－－－－���������浅鉢無ＢＣ３号Ⅰ�����������

補修孔１対�����－－－－－������（����）浅鉢無ＢＣ１号Ⅱ�������������

�����－－－－－（���）���（����）洗面器
（台形）浅鉢無ＢＣ１号Ⅱ��������������

�����－－－－－（���）���（����）浅鉢無ＢＣ１号Ⅱ�������������



１１６

第２章　捨て場と遺物

1 2 3

4 5 6

7 8

9
10cm0

第80図　大洞BC式　浅鉢　（４）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

����－－－（���）（���）（���）���（����）浅鉢有ＢＣ１号Ⅱ������������

�����－－－－－（���）�������浅鉢無ＢＣ１号Ⅱ�������������

�����－－－－－������（����）浅鉢無ＢＣ１号Ⅱ�������������

�����－－－－（����）（���）���（����）無文浅鉢無ＢＣ１号Ⅱ�������������

�����－－－－��������������無文浅鉢無ＢＣ１号Ⅱ�������������

�����－－－－－����������浅鉢無ＢＣ２号Ⅲ�������������

�����－－－－－（���）���（����）洗面器
（台形）浅鉢無ＢＣ１号Ⅱ�������������

�����－－－－－�����������
洗面器
（台形）浅鉢無ＢＣ１号Ⅱ�������������

顔面装飾付浅
鉢�����－－－－（����）欠（���）欠ボール（円）浅鉢有ＢＣ３号Ⅰ�����������



基準にすると、第��図１・２・４から第��図５や第��図１～５を経て、最終的には第��図６となる。

また、羊歯状文のＫ字文化や形骸化による平行沈線間列点文化を基準にすると、第��図３・４、第��

図１・２・４から第��図８・第��図１を経て、第��図へ変化するものと考えている。

⑦壺

　大洞Ｂ２式期に比べてバリエーションが増えて４類型となる。第１群は、胴部上半に最大径を持つ球

胴平底の大形壺（第��・��図）である。第２群は、花瓶形の長胴壺（第��図１～４・６・９）である。

第３群は、広口壷（第��図７・８）である。第４群は、丸胴の小形壺（第��図５・��～��）である。

　第１群と第４群は原則として胴部上半部最大径よりも上を文様帯として割り付け、頸部下半にもＢ

突起や入組文を施文する。頸部上半は磨きによる無文帯となり、口縁部との境界を１条の沈線で区画

する。

　口縁部は地文縄文の無文帯で平縁を基本とするが、例外的に口唇部に小さなＢ突起を持つ第��図１

の様な例もある。口縁は素直なカーブを描いて立ち上がるが、第��図３の様に有段口縁となるものが

あり、口縁部内面に１条の沈線を施している。

　施される文様は沈線が強く渦を巻く入組文で、入組文の間を充填する菱形文が施される第��図３な

どは、雲形文への変化を想定させる。また第��図１の様に、前代の三叉文の名残を持つものがある。

　第２群は、胴部文様帯が多段化して施文される幅が広がっている。第��図９は胴部上半の文様帯と

中央の文様帯の間に磨きによる無文帯を持つ。第��図１～４では、胴部中央の文様帯が多段化するこ

とにより無文帯が消滅している。使用される文様要素は羊歯状文であり、入組文が多用される第１群

とは異なっている。

　第３群は、鉢の第１ｃ群と見分けにくいが、頸部と胴部の接合部の屈曲が強く頸部が胴部にめり込

む様な印象を受ける点と、鉢第１ｃ群よりも頸部：胴部比が小さいことを根拠に壺とした。文様帯が

胴部全面に広がり施文されており、鉢第１ｃ類との見分けをつけにくくしている。

⑧香炉

　胴部の文様帯割り付けは、台付鉢第２ｃ群１類と類似している。つまり文様帯は、下端を沈線で区

画される口縁部文様帯に限定され、胴部は地文縄文のみとなる。台部は磨きによる無文帯である。装

飾は口縁部から釣り手部分に突起と沈線による三角形・菱形を描出し、文様内を磨く。

　器体内面は粗いナデで、製作痕が明確に残る点、浅鉢・台付鉢とは調整技法が全く異なる。

　以上、大洞ＢＣ式期の器種組成には、深鉢・台付鉢・鉢が多いものの、注口土器の急激な増加が注

目される。

　４　大洞Ｃ１式土器

①概要

　大洞Ｃ１式は、完形品���点、破片資料�����点が出土した。完形品の内訳は、深鉢��点、台付鉢��点、

浅鉢���点、鉢��点、注口土器��点、壺���点、香炉１点、ミニチュア土器２点、土偶５点で構成され

る。破片資料の内訳は、精製土器�����点、粗製土器��点である。精製土器は、深鉢・鉢�����点、台

付鉢���点、浅鉢�����点、注口土器��点、壺��点で構成される。粗製土器は、深鉢��点、鉢１点、台

付鉢１点となる。
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第81図　大洞BC式　注口土器　（１）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

�����－－－���（����）（丸）（����）（����）ツノカクシ
形注口有ＢＣ中３号Ⅰ�����������

�����－－－��������丸〈���〉欠ツノカクシ
形注口無ＢＣ１号Ⅱ�������������

�����－－－�������丸���（����）ツノカクシ
形注口無ＢＣ１号Ⅱ�������������

�����－－－���������������（����）ツノカクシ
形注口無ＢＣ１号Ⅱ�������������

羊歯列点化�����－－－（����）����（丸）（����）（����）ツノカクシ
形注口無ＢＣ新２号Ⅲ�������������

羊歯列点化�����－－－�������丸��������
ツノカクシ
形注口無ＢＣ１号Ⅱ�������������
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第82図　大洞BC式　注口土器　（２）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

羊歯列点化�����－－－（����）（����）丸����（����）ツノカクシ
形注口無ＢＣ新２号Ⅲ�������������

羊歯列点化�����－－－����������〈���〉欠ツノカクシ
形注口無ＢＣ２号Ⅲ�������������

羊歯列点化�����－－－����（����）（丸）〈���〉欠ツノカクシ
形注口無ＢＣ新２号Ⅰ�������������

羊歯列点化�����－－－（����）（����）丸����（����）ツノカクシ
形注口無ＢＣ１号Ⅱ�������������

羊歯列点化�����－－－��������（丸）（����）（����）ツノカクシ
形注口無ＢＣ新２号Ⅱ�������������

羊歯列点化�����－－－（����）����丸����（����）ツノカクシ
形注口無ＢＣ１号Ⅱ�������������
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第２章　捨て場と遺物
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第83図　大洞BC式　注口土器　（３）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

羊歯列点化�����－－－（����）����丸��������
ツノカクシ
形注口無ＢＣ新２号Ⅲ�������������

羊歯列点化�����－－－（����）����丸����（����）ツノカクシ
形注口無ＢＣ新２号Ⅲ�������������

�����－－－��������欠〈����〉（����）ツノカクシ
形注口無ＢＣ中２号Ⅲ�������������

�����－－－�������丸〈���〉欠ツノカクシ
形注口無ＢＣ１号Ⅱ������������

羊歯列点化�����－－－（���）����（丸）〈���〉欠ツノカクシ
形注口無ＢＣ２号Ⅲ�������������

羊歯列点化�����－－－（���）�����������（����）ツノカクシ
形注口無ＢＣ１号Ⅱ�������������
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第３節　縄文時代晩期の土器・土製品
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第84図　大洞BC式　注口土器　（４）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

�����－－－��������������（����）ツノカクシ
形注口無ＢＣ中２号Ⅲ�������������

�����－－－（���）����丸〈���〉欠ツノカクシ
形注口無ＢＣ中１号Ⅱ�����������

�����－－－（���）�������〈���〉欠ツノカクシ
形注口無ＢＣ４号Ⅲ�����������

�����－－－�������丸���（����）ツノカクシ
形注口有ＢＣ１号Ⅱ�������������

�����－－－�������丸〈���〉欠ツノカクシ
形注口無ＢＣ１号Ⅱ������������

�����－－－－����丸〈���〉欠注口無ＢＣ３号Ⅰ�����������

�����－－－－（����）丸（����）（���）注口無ＢＣ中１号Ⅱ�������������

�����－－－－（����）丸�������注口無ＢＣ２号Ⅲ�������������
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第２章　捨て場と遺物
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第85図　大洞BC式　注口土器　（５）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

�����－－－－����丸����（���）注口無ＢＣ２号Ⅲ�������������

�����－－－－����丸������注口無ＢＣ１号Ⅱ������������

�����－－－－����丸������注口無ＢＣ２号Ⅲ�������������

����－－－－����（丸）������注口無ＢＣ１号Ⅱ�������������

�����－－－－����丸������注口無ＢＣ２号Ⅲ�������������

�����－－－－����丸������注口無ＢＣ２号Ⅲ�������������



１２３

第３節　縄文時代晩期の土器・土製品
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第86図　大洞BC式　注口土器　（６）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

�����－－－－����丸������注口無ＢＣ１号Ⅱ�������������

�����－－－－����丸（����）（���）注口無ＢＣ１号Ⅱ�������������

�����と接合�����－－－－（����）丸（����）����注口無ＢＣ新１号Ⅱ������������

�����－－－－（����）丸������注口無ＢＣ中１号Ⅱ�������������

�����－－－－����丸����（����）注口無ＢＣ２号Ⅲ�������������

�����－－－－����丸�������注口無ＢＣ１号Ⅱ����������

�����－－－－（����）丸�������注口無ＢＣ２号Ⅲ���������������
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第２章　捨て場と遺物
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第87図　大洞BC式　注口土器　（７）

側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

注口無ＢＣ２号Ⅲ�������������

注口無ＢＣ２号Ⅲ�������������

注口無ＢＣ２号Ⅲ�������������

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径

�����－－－－����丸���（����）

�����－－－－����丸���（����）

�����－－－－����丸�������
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第３節　縄文時代晩期の土器・土製品
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第88図　大洞BC式　壺　（１）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

������－－－�������欠〈����〉����壺無ＢＣ２号Ⅲ�������������

�����－－－（���）（����）欠〈����〉欠壺無ＢＣ３号Ⅰ�����������

�����－－－（���）����欠〈����〉（����）壺無ＢＣ１号Ⅱ�������������

������－－－����������〈����〉欠壺無ＢＣ１号Ⅱ�������������
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第２章　捨て場と遺物
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第89図　大洞BC式　壺　（２）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

������－－－���（����）欠〈����〉（����）壺無ＢＣ３号Ⅰ�����������

������－－－（����）��������〈����〉欠壺無ＢＣ１号Ⅱ�������������

�����－－－－�������〈����〉欠壺無ＢＣ１号Ⅱ�������������

������－－－�������������������壺無ＢＣ３号Ⅰ�����������
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第３節　縄文時代晩期の土器・土製品
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第90図　大洞BC式　壺　（３）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

�����－－－��������������（���）壺無ＢＣ２号Ⅱ�������������

アスファルト
付着�����－－－�������（���）�������壺無ＢＣ２号Ⅲ�������������

�����－－－�������������（���）壺無ＢＣ２号Ⅲ�������������

�����－－－（���）（���）丸（����）���壺無ＢＣ２号Ⅲ�������������

�����－－－���������������壺無ＢＣ１号Ⅱ������������

�����－－－－－欠〈����〉欠壺無ＢＣ１号Ⅱ�������������

�����－－－（����）�������〈���〉欠壺無ＢＣ１号Ⅱ������������

�����－－－����������〈���〉欠壺無ＢＣ３号Ⅱ������������

�����－－－（���）������〈����〉欠壺有ＢＣ１号Ⅱ������������

穿孔２ケ所�����－－－（���）������〈���〉欠壺有ＢＣ１号Ⅱ�������������

����－－－������欠〈���〉欠壺有ＢＣ１号Ⅱ���������������

�����－－－����������〈���〉欠壺無ＢＣ１号Ⅱ��������������

����－－－〈���〉（���）丸〈���〉欠壺無ＢＣ１号Ⅱ�������������
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第２章　捨て場と遺物

1
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第91図　大洞BC・Ｃ１式　香炉　（１）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

���������������－���������������香炉無ＢＣ２号Ⅲ�����������

最大幅〈���〉
最大厚〈���〉�頭部����－－－－－－〈���〉－香炉有Ｃ１外Ⅲ�����������

����－－－－（���）欠〈���〉（���）香炉無Ｃ１２号Ⅲ�������������



②深鉢

　深鉢は、第��～��図に図示した。深鉢は前代に比べて文様の簡素化が著しい。精製土器は、第��図

１～３だが、底部が欠損しており台付鉢の可能性がある。他は半精製品（第��図４～５、第��図１・

２・４・５・７）で口縁部に２～３条の沈線を引き、正面に粘土粒を貼り付けて突起とする。そのほ

かは、地文縄文のみの粗製土器である。口縁部は平縁もしくは刻みによる無数の小波状が連続する。

③台付鉢

　台付鉢は第��～���図に示した。大洞ＢＣ式に比べて小形化している印象を受ける。それは、器形変

化が台部高の低下として現れている事によるのかもしれない。胴部が長狭化する傾向があるので、法

量変化と合わせて今後検討する必要がある。

　器形によって大きく３群に分かれる。第１群は第��図１・２で、大洞ＢＣ式台付鉢第１群の器形を

残し、胴部の張り出しが他群よりも強く、頸部が屈曲し口縁部が緩く外反する。第２群の影響を受け

て、口唇部に刻みが入り胴部最大径が中央部よりも上の屈曲部におかれる（第��図２）など形態差が

わかりづらくなっている。

　第２群は、第��図３～第��図に示した。口縁部が外反して立ち上がり頸部が屈曲するａ（第��図３・

７、第��図２・３・５・６・９、第��図１、第��図１・７・８・��）、頸部屈曲がより強く、口縁部幅

は短く強く外反し、口縁部内面に稜が形成されるｂ（第��図４・８、第��図１・４・７、第��図２～

��、第��図２～６）、側面柿形の丸底浅鉢に台を付けたｃ（第��図５）、皿状に口縁部が大きく開くｄ

（第��～���図）が出現する。

　台部は先述の通り低くなる。前代で三叉文が描かれた文様帯が圧縮され幅が狭くなることで、大半

の土器でこの部分は磨きによる無文帯に戻る。器体底部から台部末端までが短くなった分、末端の肥

厚が目立つ。

　口縁部は、小さなピッチで連続する波状口縁であり、Ｂ突起が４単位、８単位または��単位でつけ

られる。

　文様帯は、多段化する。最も数が増える第２類は、胴部文様帯の有無で細分できる。胴部文様帯を

持つ１類（第��図～第��図６）と持たない２類（第��図７・９～第��図）である。

　１・２類とも、口縁部から頸部文様は共通するが、２類の方がより簡素化されている。口縁部には

Ｂ突起から向かって右へ長く引かれる沈線が施される。頸部屈曲部には数条の平行沈線が引かれ列点

が刺突される。土器正面には１単位の突起が貼り付けられる。

　１類は、胴部文様帯が大きく目立つ。胴部中央から下半に沈線で文様帯下端を区画し、雲形文が描

かれる。胴部下半は地文縄文もしくは磨きによる無文帯となる。

④鉢

　鉢は平縁が多く、小振りな突起が２つセットで４～８単位施されるものがある。また、小さな刻み

を連続して施すものもある。これら口唇部装飾は、形態によって施文手法が変わる。

　器形は大きく２類型に分けられる。第１群は、口縁部幅がより広く、胴部最大径は胴中央よりも上

におかれるａ（第���～���図２）と、口縁部幅が広く胴部高が低いｂ（第���図１・２・��）に分かれ

る。

　第１群はさらに文様を持つ１類（第���～���図１～９・��～��）と、器面を強く研磨し沈線とＢ突

１２９

第３節　縄文時代晩期の土器・土製品



１３０

第２章　捨て場と遺物

第92図　大洞Ｃ１式　深鉢　（１）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

�����－－－（����）（����）欠〈����〉（����）深鉢無Ｃ１１号Ⅱ�������������

�����－－－（����）（����）欠〈���〉（����）深鉢無Ｃ１１号Ⅱ��������������

�����－－－（����）（����）欠〈����〉（����）深鉢無Ｃ１１号Ⅱ�������������

�����－－－�������������������深鉢無Ｃ１２号Ⅲ���������������

�����－－－（����）（����）欠〈����〉（����）深鉢無Ｃ１１号Ⅱ�������������

�����－－－（����）（����）（���）〈����〉欠深鉢無Ｃ１２号Ⅲ�������������

�����－－－（����）（����）（���）����（����）深鉢無Ｃ１１号Ⅱ������������



１３１

第３節　縄文時代晩期の土器・土製品

第93図　大洞Ｃ１式　深鉢　（２）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

�����－－－－���������������深鉢無Ｃ１１号Ⅱ�����������

�����－－－－����欠〈����〉����深鉢無Ｃ１２号Ⅲ�������������

�����－－－－���������������深鉢無Ｃ１１号Ⅱ������������

�����－－－－（����）（���）����（����）深鉢無Ｃ１１号Ⅱ������������

�����－－－－－�����������深鉢無Ｃ１１号Ⅱ������������

補修孔１対�����－－－－（����）（���）����（����）深鉢無Ｃ１１号Ⅱ������������

�����－－－－－欠〈����〉（����）深鉢無Ｃ１１号Ⅱ��������������

アスファルト
付着�����－－－－－（���）〈����〉欠深鉢無Ｃ１１号Ⅱ������������



１３２

第２章　捨て場と遺物

第94図　大洞Ｃ１式　深鉢　（３）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

�����－－－－（����）（���）����（����）深鉢無Ｃ１１号Ⅱ������������

底部破口朱�����－－－－－（���）〈����〉欠深鉢無Ｃ１１号Ⅱ��������������

穿孔１ケ所�����－－－－���������������深鉢無Ｃ１１号Ⅱ�����������

�����－－－－－欠〈����〉����深鉢無Ｃ１１号Ⅱ��������������

�����－－－－－（���）����（����）深鉢無Ｃ１１号Ⅱ��������������



起以外の文様を施さない２類（第���～���図２）に分けられる。

　第２群は、口縁部が直線的に立ち上がるかやや内湾する土器である（第���図３～第���図）。文様を

持つ１類（第���図３～第���図６、第���図１）と地文縄文の２類（第���図７～��、第���図２～３）

に分けられる。

　第１群１類の文様帯は、口縁部と胴部におかれ、頸部は無文帯となるが、第���図４～６の様に文様

帯を持つものもある。２類は胴部と頸部の接合部屈曲箇所の下に１～２条の沈線を施し、土器正面に

１単位の突起を貼り付ける。研磨した器面は、赤彩されることが多い。

　使用される文様は、口縁部には平行沈線間を連続する刺突文で充填し、胴部は雲形文が施される。

⑤浅鉢

　鉢は平縁が主体となる。また、Ｂ突起が口唇部外縁に連続して施されると同時に、口唇端・口唇内

面に文様帯が設定される。器形は側面形で大きく３類型に分けられる。

　第１群の特徴は、側面形が「ボール状」を呈し、胴部が丸くカーブしており、小さな平底もしくは

丸底を持つ（第���～���図、第���～���図）。口縁部が内湾するａと、直線的に立ち上がるｂがある。

　第���～���図は器面を強く研磨した上で赤彩する。焼成も良好で、赤みがかった肌色の個体が多い。

文様帯は口縁部に限定されており、Ｂ突起からのびる２条の沈線が施される。Ｂ突起は土器正面に１

単位つけられている。

　第２群は側面形が「洗面器形」で口縁直径が広く、底部直径も広い。胴部は底から緩やかなカーブ

を描いて外反しつつ立ち上がる（第���～���図）。典型的な浅鉢よりも口縁直径：高さの比率が大きい

が、皿ではない。大洞ＢＣ式に比べて、直径����近い大形の個体が目立つ。

　口唇部形態も第１群と第２群では異なる。口唇端が丸く調整される第１群に対して、第２群ではＢ

突起が口唇端外縁に移動することで口唇部が平坦となり、１条の沈線や刻みが施される文様帯となる。

外側へ張り出すＢ突起の間に対応して口唇部に三角形の彫刻が施される。その結果、上面観がＸ字状

の陽刻が連続する視覚効果を生む（第���～���図）。口縁部内面にも１条の沈線が引かれる。

　第３群は、本来「鉢」の器形であったものが、口縁部が強く外へ開き胴部屈曲部以下が底部側へ入

り込んだ結果、底部と胴部下半の区別がなくなり、外面全体が文様帯化して浅鉢化したものである

（第���図）。

⑥注口土器

　器形で大きく２群に分けられる。大洞ＢＣ式期の名残を残して、口縁部に「ツノカクシ」形の受け

皿をつける第１群（第���図）と、単純・直線的に内傾する口縁部を持つ第２群（第���図）である。

１群には、羊歯状文が残ることもあり古い印象を受ける。第���図５～７は大洞ＢＣ式でもいいかもし

れない。ただし、いずれも注口以下の胴部下半がより低く変化している。また、注口下には沈線によ

る入組文が施される。

　第１群は、大洞ＢＣ式から続く鉢巻状Ｘ字状文を頸部に持つ（第���図３・４）。注口の位置と対応

する様に、口縁部には王冠状の突起が１単位つけられ、注口下には単純な入組文が描かれている。

　第２群は、胴部上半・下半とも雲形文が施される。胴部下半文様帯に施文される面積は、第１群に

比べて圧倒的に広くほぼ全面に広がる傾向を持つ（第���図１）。第１群でも胴部下半全面に雲形文が

施される段階になると胴部上半文様帯にも雲形文が使用されている（第���図２）。
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第３節　縄文時代晩期の土器・土製品



１３４

第２章　捨て場と遺物

第95図　大洞Ｃ１式　台付鉢　（１）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

����������������������������������台付鉢無Ｃ１１号Ⅱ�������������

�����欠欠〈����〉（����）（����）欠〈����〉（����）台付鉢無Ｃ１１号Ⅱ�������������

����������������������������������台付鉢無Ｃ１１号Ⅱ�������������

��������������－�����������（����）台付鉢無Ｃ１１号Ⅱ��������������

��������������－－����������台付鉢無Ｃ１１号Ⅱ������������

���������������������������������台付鉢無Ｃ１２号Ⅲ�������������

��������〈���〉�����������欠〈���〉����台付鉢無Ｃ１１号Ⅱ������������

�����（���）������（����）（����）（���）���（����）台付鉢無Ｃ１１号Ⅱ�������������



１３５

第３節　縄文時代晩期の土器・土製品

第96図　大洞Ｃ１式　台付鉢　（２）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

�����（���）〈���〉����（����）（����）欠〈����〉（����）台付鉢無Ｃ１１号Ⅱ������������

����������������������������������台付鉢無Ｃ１１号Ⅱ��������������

����������������������������������台付鉢無Ｃ１１号Ⅱ������������

���������������（����）（����）�������（����）台付鉢無Ｃ１１号Ⅱ�������������

�����（���）������（����）（����）（���）����（����）台付鉢無Ｃ１２号Ⅲ�������������

�������������������������������台付鉢無Ｃ１１号Ⅱ������������

�����（���）〈���〉����（����）（����）欠〈����〉（����）台付鉢無Ｃ１２号Ⅲ�������������

�����（���）���〈���〉－（���）���〈���〉欠台付鉢無Ｃ１１号Ⅱ�������������

���������������������������������台付鉢無Ｃ１１号Ⅱ������������

����欠欠〈���〉－－欠〈���〉（����）台付鉢無Ｃ１外Ⅰ��������������
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第２章　捨て場と遺物

第97図　大洞Ｃ１式　台付鉢　（３）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

�����（���）�������（����）（����）（���）����（����）台付鉢無Ｃ１２号Ⅲ�������������

����������������������������������台付鉢無Ｃ１２号Ⅲ�������������

���������������－���������������台付鉢無Ｃ１２号Ⅲ�������������

��������������－（����）�������（����）台付鉢無Ｃ１２号Ⅲ���������������

��������������（����）（����）�������（����）台付鉢無Ｃ１１号Ⅱ��������������

�����欠欠〈���〉（����）（����）欠〈���〉（����）台付鉢無Ｃ１１号Ⅱ������������

���������������������������������台付鉢無Ｃ１１号Ⅱ������������

��������������－���������������台付鉢無Ｃ１１号Ⅱ������������

����±����ＣＢＰ��������������������������������台付鉢無Ｃ１１号Ⅰ��������������

�����（���）������（����）（����）（���）���（����）台付鉢無Ｃ１１号Ⅱ�������������

��������������－（����）�������（����）台付鉢無Ｃ１１号Ⅱ��������������

����〈���〉〈���〉���－（���）欠〈���〉（���）台付鉢無Ｃ１１号Ⅱ���������������

����������〈���〉－－���〈���〉欠台付鉢無Ｃ１１号Ⅱ�������������
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第３節　縄文時代晩期の土器・土製品

第98図　大洞Ｃ１式　台付鉢　（４）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

���������������－����������������台付鉢無Ｃ１１号Ⅱ������������

�����（���）�������（����）（����）（���）����（����）台付鉢無Ｃ１２号Ⅲ�������������

��������������－���������������台付鉢無Ｃ１１号Ⅱ������������

���������������－�����������（����）台付鉢無Ｃ１２号Ⅲ�������������

���������������－���������������台付鉢無Ｃ１１号Ⅱ�������������

�����（���）〈���〉���（����）（����）欠〈���〉（����）台付鉢無Ｃ１１号Ⅱ������������

�����（���）〈���〉���（����）（����）欠〈���〉（����）台付鉢無Ｃ１１号Ⅱ��������������

����������������������������������台付鉢無Ｃ１１号Ⅱ��������������

��������������－－����������台付鉢無Ｃ１１号Ⅱ��������������

�����（���）�������（����）（����）（���）����（����）台付鉢無Ｃ１１号Ⅱ�������������
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第２章　捨て場と遺物

第99図　大洞Ｃ１式　台付鉢　（５）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

��������〈���〉���－－欠〈���〉����台付鉢有Ｃ１２号Ⅲ���������������

��������〈���〉���－－欠〈���〉����台付鉢無Ｃ１１号Ⅱ������������

��������������－－��������（����）台付鉢無Ｃ１１号Ⅱ�������������

補修孔１ケ所����������（���）－（����）（���）（����）（����）台付鉢有Ｃ１２号Ⅲ�������������
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第３節　縄文時代晩期の土器・土製品

第100図　大洞Ｃ１式　台付鉢　（６）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

��������〈���〉���－－欠〈���〉（����）台付鉢無Ｃ１２号Ⅲ��������������

��������〈���〉���－－欠〈���〉����台付鉢無Ｃ１２号Ⅲ��������������

��������������－��������������台付鉢有Ｃ１１号Ⅱ�������������

��������������－－�������（����）台付鉢無Ｃ１２号Ⅲ��������������

�����（���）������－－（����）���（����）台付鉢有Ｃ１１号Ⅱ��������������

��������������－－����������台付鉢有Ｃ１２号Ⅲ��������������
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第２章　捨て場と遺物

第101図　大洞Ｃ１・Ｃ２式　台付鉢　（１）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

��������������－－������（���）台付鉢無Ｃ１１号Ⅱ��������������

��������〈���〉���������欠〈���〉���台付鉢無Ｃ１１号Ⅱ�������������

��������������－－����������台付鉢無Ｃ１１号Ⅱ�������������

�����������〈���〉－〈����〉（���）〈���〉欠台付鉢無Ｃ１１号Ⅱ�������������

��������〈���〉������������欠〈����〉（����）台付鉢無Ｃ２１号Ⅱ�������������

��������������������������������台付鉢無Ｃ２２号Ⅲ��������������

��������������－－�����������台付鉢無Ｃ１１号Ⅱ�������������

�����������������������������台付鉢無Ｃ１１号Ⅱ��������������
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第３節　縄文時代晩期の土器・土製品

第102図　大洞Ｃ１式　鉢　（１）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

�����－－－（����）����������（����）鉢無Ｃ１２号Ⅲ��������������

�����－－－（����）（����）欠〈���〉（����）鉢無Ｃ１古２号Ⅲ��������������

������－－－��������欠〈����〉����鉢無Ｃ１２号Ⅲ��������������

�����－－－��������（���）��������鉢無Ｃ１２号Ⅲ��������������

�����－－－������������������屈曲鉢有Ｃ１１号Ⅱ��������������

�����－－－��������（���）��������鉢無Ｃ１１号Ⅱ��������������



１４２

第２章　捨て場と遺物

第103図　大洞Ｃ１式　鉢　（２）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

����－－－（����）（����）欠〈���〉（����）鉢無Ｃ１１号Ⅱ�������������

�����－－－（����）（����）�������（����）鉢無Ｃ１２号Ⅲ��������������

����－－－（����）（����）欠〈���〉（����）鉢無Ｃ１１号Ⅱ���������������

����－－－（����）（����）欠〈���〉（����）鉢無Ｃ１１号Ⅱ��������������

�����－－－（���）（����）欠〈���〉（����）鉢無Ｃ１１号Ⅲ��������������

�����－－－（����）（����）欠〈����〉（����）鉢無Ｃ１１号Ⅱ�������������

�����－－－（����）（����）欠〈���〉（����）鉢無Ｃ１２号Ⅲ��������������

四脚、補修孔
１ケ所�����－－－（����）（����）（���）���（����）鉢無Ｃ１２号Ⅲ��������������

�����－－－�����������������鉢無Ｃ１１号Ⅱ��������������

����－－－（���）（���）（���）〈���〉（���）鉢無Ｃ１１号Ⅱ���������������

�����－－－（����）（����）������（����）鉢無Ｃ１２号Ⅱ���������������

����－－－（���）（���）（���）���（���）鉢有Ｃ１１号Ⅱ�������������

�����－－－������������������鉢無Ｃ１１号Ⅱ��������������
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第３節　縄文時代晩期の土器・土製品

第104図　大洞Ｃ１式　鉢　（３）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

����－－－���������������鉢有Ｃ１１号Ⅱ����������������

�����－－－������������������屈曲鉢有Ｃ１１号Ⅱ��������������

�����－－－（����）（����）（���）���（����）鉢有Ｃ１１号Ⅱ�������������

�����－－－����������������鉢無Ｃ１１号Ⅱ�������������

�����－－－（���）����（���）���（����）鉢無Ｃ１２号Ⅲ��������������

�����－－－（���）（����）（���）���（���）鉢有Ｃ１２号Ⅲ��������������

底部穿孔�����－－－����������������鉢無Ｃ１１号Ⅱ�������������

�����－－－（���）（����）（���）���（����）鉢有Ｃ１２号Ⅲ��������������

����－－－（���）（���）欠（���）（���）鉢無Ｃ１２号Ⅲ��������������

�����－－－（���）（���）������（���）鉢有Ｃ１１号Ⅱ��������������

�����－－－����������������鉢有Ｃ１１号Ⅱ���������������

�����－－－（����）（����）���（����）（����）鉢無Ｃ１１号Ⅱ����������������

����－－－（���）������（���）（���）屈曲鉢無Ｃ１２号Ⅲ���������������

����－－－（���）（���）������（���）鉢有Ｃ１１号Ⅱ���������������

����－－－（���）（����）（���）〈���〉（����）鉢有Ｃ１１号Ⅱ���������������

����－－－（���）（���）（���）���（����）鉢有Ｃ１４号Ⅲ�������������

�����－－－（����）（����）������（����）鉢無Ｃ１１号Ⅱ���������������
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第２章　捨て場と遺物

第105図　大洞Ｃ１式　鉢　（４）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

����－－－（���）（���）���〈���〉欠鉢有Ｃ１１号Ⅱ�������������

�����－－－����������〈���〉欠鉢無Ｃ１１号Ⅱ��������������

�����－－－－－欠〈����〉����鉢無Ｃ１２号Ⅲ��������������

�����－－－－（����）欠〈����〉（����）鉢無Ｃ１１号Ⅱ��������������

�����－－－－－����������鉢無Ｃ１１号Ⅱ���������������

�����－－－－（����）欠〈���〉（����）鉢無Ｃ１１号Ⅱ��������������

�����－－－－－����������鉢無Ｃ１１号Ⅱ��������������

�����－－－－（����）欠〈����〉（����）鉢無Ｃ１１号Ⅱ��������������

�����－－－－－�������（����）鉢無Ｃ１２号Ⅲ����������������

�����－－－－���������������鉢無Ｃ１２号Ⅲ���������������

�����－－－－����欠〈���〉����鉢無Ｃ１１号Ⅱ��������������
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第３節　縄文時代晩期の土器・土製品

第106図　大洞Ｃ１式　鉢　（５）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

�����－－－－－�����������鉢無Ｃ１１号Ⅱ��������������

�����－－－－－����������鉢無Ｃ１１号Ⅱ��������������

�����－－－－（����）（���）���（����）鉢無Ｃ１１号Ⅱ��������������

�����－－－－��������������鉢無Ｃ１１号Ⅱ��������������

黒色付着物����－－－－－（���）（���）（����）鉢無Ｃ１２号Ⅲ��������������

�����－－－－（����）（���）���（����）鉢無Ｃ１１号Ⅱ��������������

�����－－－－－�����������鉢無Ｃ１１号Ⅱ��������������



１４６

第２章　捨て場と遺物

第107図　大洞Ｃ１式　鉢　（６）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

����－－－－－欠〈���〉（����）鉢無Ｃ１１号Ⅱ��������������

�����－－－－（����）欠〈���〉（����）鉢無Ｃ１１号Ⅱ��������������

�����－－－－－（���）�������鉢無Ｃ１１号Ⅱ���������������

�����－－－－－����������鉢無Ｃ１３号Ⅰ�����������

�����－－－－－（���）���（����）鉢無Ｃ１２号Ⅲ������������

�����－－－－���������������鉢無Ｃ１１号Ⅱ���������������

側面凹み２ケ
所�����－－－－������������鉢無Ｃ１１号Ⅱ�������������

�����－－－－（���）（���）���（���）鉢無Ｃ１１号Ⅱ��������������

�����－－－－�������������鉢無Ｃ１１号Ⅱ�������������

�����－－－－��������������鉢無Ｃ１１号Ⅱ��������������

�����－－－－－����������鉢無Ｃ１２号Ⅲ���������������

�����－－－－���������������鉢無Ｃ１１号Ⅱ������������

�����－－－－－���〈����〉欠鉢無Ｃ１１号Ⅱ��������������

�����－－－－��������������鉢無Ｃ１１号Ⅱ����������������



１４７

第３節　縄文時代晩期の土器・土製品

第108図　大洞Ｃ１式　鉢　（７）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

四脚�����－－－－����������（����）鉢有Ｃ１１号Ⅱ��������������

����－－－－－（���）���（����）無文鉢無Ｃ１１号Ⅱ�������������

�����－－－－��������������鉢無Ｃ１１号Ⅱ�������������

�����－－－－���������������鉢無Ｃ１１号Ⅱ���������������



１４８

第２章　捨て場と遺物

第109図　大洞Ｃ１式　浅鉢　（１）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

�����－－－－－�����������ボール（円）浅鉢無Ｃ１１号Ⅱ���������������

�����－－－－－����������ボール（円）浅鉢無Ｃ１１号Ⅱ���������������

�����－－－－－（���）���（����）ボール（円）浅鉢無Ｃ１１号Ⅱ��������������

�����－－－－－������（����）ボール（円）浅鉢無Ｃ１１号Ⅱ���������������



１４９

第３節　縄文時代晩期の土器・土製品

第110図　大洞Ｃ１式　浅鉢　（２）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

�����－－－－��������������ボール（円）浅鉢無Ｃ１２号Ⅲ��������������

�����－－－－－����������ボール（円）浅鉢無Ｃ１２号Ⅲ��������������

�����－－－－－����������ボール（円）浅鉢無Ｃ１２号Ⅲ��������������

�����－－－－－����������ボール（円）浅鉢無Ｃ１２号Ⅲ��������������



１５０

第２章　捨て場と遺物

第111図　大洞Ｃ１式　浅鉢　（３）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

�����－－－－－������（����）ボール（円）浅鉢無Ｃ１１号Ⅱ�������������

�����－－－－－����������ボール（円）浅鉢無Ｃ１１号Ⅱ��������������

�����－－－－��������������ボール（円）浅鉢無Ｃ１１号Ⅱ��������������

�����－－－－－������（����）ボール（円）浅鉢無Ｃ１２号Ⅲ��������������



１５１

第３節　縄文時代晩期の土器・土製品

第112図　大洞Ｃ１式　浅鉢　（４）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

�����－－－－－������（����）ボール（円）浅鉢無Ｃ１２号Ⅲ����������������

全面に漆塗り�����－－－－－����������ボール（円）浅鉢漆塗りＣ１２号Ⅲ��������������

�����－－－－－����������ボール（円）浅鉢有Ｃ１２号Ⅲ��������������

�����－－－－－����������ボール（円）浅鉢無Ｃ１２号Ⅲ��������������



１５２

第２章　捨て場と遺物

第113図　大洞Ｃ１式　浅鉢　（５）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

�����－－－－－������（����）ボール（円）浅鉢無Ｃ１２号Ⅲ��������������

補修孔１対�����－－－－（����）������（����）ボール（円）浅鉢無Ｃ１２号Ⅲ��������������

�����－－－－（����）（���）���（����）ボール（円）浅鉢無Ｃ１１号Ⅱ���������������

�����－－－－（����）������（����）ボール（円）浅鉢無Ｃ１２号Ⅲ��������������

�����－－－－��������������ボール（円）浅鉢無Ｃ１２号Ⅲ��������������

補修孔２対�����－－－－��������������ボール（円）浅鉢無Ｃ１２号Ⅱ��������������



１５３

第３節　縄文時代晩期の土器・土製品

第114図　大洞Ｃ１式　浅鉢　（６）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

�����－－－－（����）������（����）ボール（円）浅鉢無Ｃ１２号Ⅲ��������������

�����－－－－－（���）���（����）ボール（円）浅鉢無Ｃ１４号Ⅲ������������

�����－－－－－����������ボール（円）浅鉢無Ｃ１２号Ⅲ��������������

�����－－－－－（���）（���）（����）ボール（円）浅鉢無Ｃ１１号Ⅱ��������������

�����－－－－��������������ボール（円）浅鉢無Ｃ１２号Ⅲ��������������

�����－－－－����欠〈���〉����ボール（円）浅鉢無Ｃ１２号Ⅲ����������������

�����－－－－（����）（���）���（����）ボール（円）浅鉢無Ｃ１２号Ⅲ��������������



１５４

第２章　捨て場と遺物

第115図　大洞Ｃ１式　浅鉢　（７）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

�����－－－－����（���）���（����）ボール（円）浅鉢無Ｃ１２号Ⅲ��������������

�����－－－－��������������ボール（円）浅鉢漆塗りＣ１１号Ⅱ��������������

�����－－－－��������������ボール（円）浅鉢無Ｃ１２号Ⅱ��������������

�����－－－－��������������ボール（円）浅鉢無Ｃ１２号Ⅲ��������������

�����－－－－－����������ボール（円）浅鉢無Ｃ１１号Ⅱ������������

�����－－－－－（���）（���）（����）ボール（円）浅鉢無Ｃ１１号Ⅱ��������������

�����－－－－－（���）���（����）ボール（円）浅鉢無Ｃ１１号Ⅱ��������������

�����－－－－����（���）�������ボール（円）浅鉢無Ｃ１１号Ⅱ��������������

�����－－－－��������������ボール（円）浅鉢無Ｃ１１号Ⅱ��������������

�����－－－－－����������ボール（円）浅鉢無Ｃ１２号Ⅲ���������������

�����－－－－－欠〈���〉（����）浅鉢無Ｃ１２号Ⅲ���������������



１５５

第３節　縄文時代晩期の土器・土製品

第116図　大洞Ｃ１式　浅鉢　（８）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

�����－－－－－（���）���（����）ボール（円）浅鉢有Ｃ１１号Ⅱ��������������

�����－－－－－（���）���（����）洗面器
（台形）浅鉢無Ｃ１２号Ⅲ��������������

�����－－－－��������������ボール（円）浅鉢無Ｃ１２号Ⅲ��������������

����－－－－－欠〈���〉（����）ボール（円）浅鉢有Ｃ１２号Ⅲ��������������

�����－－－－－����������ボール（円）浅鉢無Ｃ１１号Ⅱ��������������

�����－－－－－����������ボール（円）浅鉢無Ｃ１２号Ⅲ��������������

�����－－－－－������（����）ボール（円）浅鉢無Ｃ１２号Ⅲ��������������

�����－－－－－����������ボール（円）浅鉢無Ｃ１１号Ⅱ��������������

�����－－－－（����）������（����）ボール（円）浅鉢無Ｃ１１号Ⅱ�������������



　このことから、第１群の第���図１・３～７のような頸部に鉢巻状Ｘ字状文や入組文を施し、注口下

に沈線で描かれる文様モチーフが単純な段階から、第���図２や第���図の第２群への変遷を想定でき

る。

⑦壺

　器形で大きく４類型に分類できる。第１群は、胴部上半に最大径を持つ球胴平底の大形壺（第���図

７・��、第���図１、第���図��、第���図１・５・８）である。第２群は、花瓶形の長胴壺（第���図

１５６

第２章　捨て場と遺物

第117図　大洞Ｃ１式　浅鉢　（９）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

�����－－－－－����������ボール（円）浅鉢無Ｃ１古２号Ⅲ��������������

�����－－－－－（���）���（����）ボール（円）浅鉢無Ｃ１新１号Ⅱ��������������

�����－－－－－����������ボール（円）浅鉢無Ｃ１新２号Ⅲ��������������



１５７

第３節　縄文時代晩期の土器・土製品

第118図　大洞Ｃ１ ・Ｃ２式　浅鉢　（10）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

�����－－－－－�����������
洗面器
（台形）浅鉢無Ｃ１２号Ⅲ��������������

�����－－－－－�����������
洗面器
（台形）浅鉢無Ｃ１２号Ⅲ��������������

�����－－－－－（���）���（����）洗面器
（台形）浅鉢無Ｃ１１号Ⅱ��������������

�����－－－－－（����）���（����）洗面器
（台形）浅鉢無Ｃ２１号Ⅱ���������������

�����－－－－��������������
洗面器
（台形）浅鉢無Ｃ１２号Ⅲ��������������

�����－－－－－�������（����）洗面器
（台形）浅鉢有Ｃ１１号Ⅱ�����������

�����－－－－－（����）���（����）洗面器
（台形）浅鉢無Ｃ１１号Ⅱ��������������



１５８

第２章　捨て場と遺物

第119図　大洞Ｃ１ ・Ｃ２式　浅鉢　（11）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

補修孔１対�����－－－－－�����������
洗面器
（台形）浅鉢無Ｃ１１号Ⅱ��������������

�����－－－－－（����）���（����）洗面器
（台形）浅鉢無Ｃ２１号Ⅱ��������������

�����－－－－－�������（����）洗面器
（台形）浅鉢無Ｃ１１号Ⅱ��������������

�����－－－－－（����）���（����）ボール（円）浅鉢無Ｃ２１号Ⅱ�������������

�����－－－－－（����）���（����）洗面器
（台形）浅鉢無Ｃ１１号Ⅱ���������������



１５９

第３節　縄文時代晩期の土器・土製品

第120図　大洞Ｃ１式　浅鉢　（12）
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１６０

第２章　捨て場と遺物

第121図　大洞Ｃ１式　浅鉢　（13）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

�����－－－－－（���）�������
洗面器
（台形）浅鉢無Ｃ１１号Ⅱ��������������

�����－－－－－����������
洗面器
（台形）浅鉢無Ｃ１１号Ⅱ��������������

�����－－－－－�����������
洗面器
（台形）浅鉢無Ｃ１２号Ⅲ��������������

楕円形����－－－－－丸���長径〈����〉
短径（����）

洗面器
（台形）浅鉢無Ｃ１１号Ⅱ���������������

�����－－－－－�������（����）洗面器
（台形）浅鉢無Ｃ１２号Ⅲ��������������

�����－－－－－�����������
洗面器
（台形）浅鉢無Ｃ１１号Ⅱ�������������

�����－－－－－（����）�������
洗面器
（台形）浅鉢無Ｃ１１号Ⅱ�������������



１６１

第３節　縄文時代晩期の土器・土製品

第122図　大洞Ｃ１式　浅鉢　（14）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

�����－－－－－�����������
洗面器
（台形）浅鉢無Ｃ１２号Ⅲ��������������

�����－－－－－（����）（���）（����）洗面器
（台形）浅鉢無Ｃ１１号Ⅱ�������������

�����－－－－－（����）���（����）洗面器
（台形）浅鉢無Ｃ１１号Ⅱ���������������

�����－－－－－�������（����）洗面器
（台形）浅鉢無Ｃ１２号Ⅲ��������������



１６２

第２章　捨て場と遺物

第123図　大洞Ｃ１式　浅鉢　（15）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

�����－－－－－����������
洗面器
（台形）浅鉢無Ｃ１１号Ⅱ���������������

�����－－－－－（����）���（����）洗面器
（台形）浅鉢無Ｃ１１号Ⅱ���������������

����－－－－－欠〈���〉����ボール（円）浅鉢無Ｃ１１号Ⅱ��������������

底部破口朱�����－－－－－（����）����（����）洗面器
（台形）浅鉢有Ｃ１１号Ⅱ���������������



１６３

第３節　縄文時代晩期の土器・土製品

第124図  大洞Ｃ１ ・Ｃ２式　浅鉢　（16）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

�����－－－－－（���）���（����）洗面器
（台形）浅鉢無Ｃ１１号Ⅱ��������������

����－－－－－（����）（���）（����）洗面器
（台形）浅鉢無Ｃ１２号Ⅲ��������������

補修孔１対�����－－－－－�����������
洗面器
（台形）浅鉢有Ｃ２１号Ⅱ�������������

�����－－－－－�����������
洗面器
（台形）浅鉢無Ｃ１１号Ⅱ���������������

四脚、補修孔
２対�����－－－－－�����������

洗面器
（台形）浅鉢有Ｃ１２号Ⅲ��������������



１６４

第２章　捨て場と遺物

第125図　大洞Ｃ１式　浅鉢　（17）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

������－－－－－（����）（���）（����）洗面器
（台形）浅鉢無Ｃ１１号Ⅱ�������������



１６５

第３節　縄文時代晩期の土器・土製品

第126図　大洞Ｃ１式　浅鉢　（18）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

�����－－－－－（����）���（����）屈曲浅鉢無Ｃ１２号Ⅲ��������������

�����－－－－－（����）���（����）屈曲浅鉢無Ｃ１２号Ⅲ��������������

穿孔１ヶ所�����－－－－－�����������屈曲浅鉢無Ｃ１２号Ⅲ��������������

�����－－－－－丸���（����）屈曲浅鉢無Ｃ１２号Ⅲ��������������



１６６

第２章　捨て場と遺物

第127図　大洞Ｃ１式　浅鉢　（19）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

四脚�����－－－－－����������ボール（円）浅鉢無Ｃ１１号Ⅱ��������������

�����－－－－－（���）���（����）ボール（円）浅鉢無Ｃ１２号Ⅲ��������������

�����－－－－－������（����）ボール（円）浅鉢有Ｃ１２号Ⅲ��������������

�����－－－－－����������ボール（円）浅鉢有Ｃ１２号Ⅲ��������������

�����－－－－（����）（���）���（����）ボール（円）浅鉢有Ｃ１２号Ⅲ��������������

�����－－－－－����������ボール（円）浅鉢有Ｃ１２号Ⅲ��������������

�����－－－－��������������ボール（円）浅鉢有Ｃ１１号Ⅱ��������������

補修孔２対�����－－－－（����）（���）���（����）ボール（円）浅鉢有Ｃ１２号Ⅲ��������������

�����－－－－����（���）�������ボール（円）浅鉢無Ｃ１１号Ⅱ��������������

�����－－－－－����������ボール（円）浅鉢有Ｃ１２号Ⅲ���������������

�����－－－－－����������ボール（円）浅鉢無Ｃ１２号Ⅱ���������������

�����－－－－����欠〈���〉����ボール（円）浅鉢無Ｃ１１号Ⅱ���������������



１６７

第３節　縄文時代晩期の土器・土製品

第128図　大洞Ｃ１式　浅鉢　（20）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

�����－－－－－����������ボール（円）浅鉢有Ｃ１２号Ⅲ��������������

�����－－－－－����������ボール（円）浅鉢無Ｃ１１号Ⅱ��������������

口縁部装飾
穿孔１ケ所�����－－－－－����������ボール（円）浅鉢有Ｃ１１号Ⅱ��������������

�����－－－－－����������ボール（円）浅鉢無Ｃ１２号Ⅲ��������������

����－－－－－（���）���（����）ボール（円）浅鉢無Ｃ１１号Ⅱ��������������

�����－－－－（����）（���）���（���）ボール（円）浅鉢有Ｃ１２号Ⅲ��������������

����－－－－－（���）���（����）ボール（円）浅鉢無Ｃ１１号Ⅱ��������������

�����－－－－（���）（���）���（����）ボール（円）浅鉢有Ｃ１２号Ⅲ��������������

����－－－－－（���）���（����）ボール（円）浅鉢無Ｃ１１号Ⅱ��������������

四脚�����－－－－－����������ボール（円）浅鉢有Ｃ１２号Ⅲ���������������

�����－－－－－（���）���（����）ボール（円）浅鉢有Ｃ１１号Ⅱ�������������

補修孔１対�����－－－－－（���）（���）（����）ボール（円）浅鉢有Ｃ１１号Ⅱ���������������



１６８

第２章　捨て場と遺物

第129図　大洞Ｃ１式　浅鉢　（21）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

����－－－－－（���）���（����）ボール（円）浅鉢無Ｃ１１号Ⅱ��������������

����－－－－��������������ボール（円）浅鉢無Ｃ１１号Ⅱ��������������

�����－－－－��������������ボール（円）浅鉢有Ｃ１２号Ⅲ��������������

�����－－－－－����������ボール（円）浅鉢有Ｃ１２号Ⅲ��������������

�����－－－－－����������ボール（円）浅鉢有Ｃ１２号Ⅲ��������������

�����－－－－－����������ボール（円）浅鉢有Ｃ１１号Ⅱ��������������

�����－－－－－（���）���（����）ボール（円）浅鉢有Ｃ１２号Ⅲ��������������

����－－－－－（���）���（���）ボール（円）浅鉢有Ｃ１１号Ⅱ��������������

����－－－－－（���）���（����）ボール（円）浅鉢無Ｃ１１号Ⅱ��������������

����－－－－－（���）���（����）ボール（円）浅鉢無Ｃ１１号Ⅱ���������������

底部のみ漆残
存�����－－－－－丸���（����）ボール（円）浅鉢漆塗りＣ１１号Ⅲ���������������

�����－－－－－���������浅鉢無Ｃ１３号Ⅰ�������������



１・２、第���図１～８、第���図）である。第３群は、広口壷（第���図５・６・８、第���図２、第

���図��、第���図６～９）である。第４群は、丸胴の小形壺（第���図３・４・９、第���図３～８、

第���図１～��、第���図２～４・６・７、第���図１～��、第���図９～��、第���図１～��、第���図

１～５・��～��、第���図）である。さらに文様や作りの精粗で精製・半精製・粗製の３種類に分ける

ことが可能である。

　第１群と第４群の精製品（第���・���図）は、原則として胴部上半部最大径よりも上を文様帯とし

て割り付け、頸部下半にもＢ突起や入組文を施文する。頸部上半は磨きによる無文帯となり、口縁部

との境界を１条の沈線で区画する。

　口縁部は平縁を基本として、口唇部に小さなＢ突起を持つ。口縁は有段口縁となり、口縁部内面に

１条の沈線を施している。胴部上半に施される文様は雲形文である。

　また、第���・���図の様に全面を研磨して、赤彩を施すものもある。

　第４群の半精製品（第���図３～８、第���図１～��）では、頸部と胴部の接点に１～２条の沈線を

巡らし１単位の突起を貼り付ける例がある。

　第２群は、胴部文様帯の幅がさらに広がり全面に施文される。精製品の第���図１・２の無文帯は頸

部に残るだけとなっている。また、第���図１・２・５・６の様に全面が研磨され赤彩されるもので

あっても頸部文様帯に沈線が施される。

　頸部文様帯の意識は強く、半精製・粗製品でも第���図３では突起の貼り付けと沈線施文が行われ、

第���図７・８では沈線が施される。

　第３群は、第���図２の様に四ッ足がつくものがある。また、第���図��・��の様に全面が研磨され、

赤彩されるものでも、口縁は有段で口唇にはＢ突起が付く。

⑧香炉

　第��図２・３と第���図に示した。釣り手部の装飾は透かし穴を多用し、隆帯上を刻みによって連続

刺突する。

　以上、大洞Ｃ１式期の器種組成は、浅鉢が急増しドンブリサイズの丸い物と、洗面器サイズで皿の機

能を代用しているもの（陶磁器で言う盤に近い）ものの二者に器種分化している。台付鉢・鉢の比率

も増加し、形状・サイズのばらつきが少ない。精製品であっても使用痕を残すものが多い。

　大洞ＢＣ式で多かった注口土器は非常に減少する。また、壺が増えるのは粗製品であっても頸部に

突起をつけるものが目立ち、型式認定しやすいことが大きな原因と考えている。

　５　大洞Ｃ２式土器

　大洞Ｃ２式は、完形品��点、破片資料２点が出土した。完形品の内訳は、深鉢２点、台付鉢２点、浅

鉢９点、鉢１点で構成される。破片資料の内訳は、精製鉢２点である。出土量が少ないのでまとめて

記述する。

　第���図５・６に台付鉢、第���図に深鉢、第���図３、第���図４、第���図２・４、第���図に鉢・

浅鉢を示した。台付鉢・浅鉢胴部に施文される雲形文は、大洞Ｃ１式に比べて入り組みが簡略化され、

各単位のモチーフが独立する。

　浅鉢は、側面形がボール形の第���図３・５～７と洗面器形の大形品１・２・４に分けられる。又、

１６９



１７０

第２章　捨て場と遺物

第130図　大洞Ｃ１式　注口土器　（１）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

�����－－－��������欠〈���〉����
ツノカクシ

形注口無Ｃ１１号Ⅱ�������������

�����－－－（���）����丸���（����）ツノカクシ
形注口無Ｃ１１号Ⅱ�������������

�����－－－（����）（����）丸〈���〉欠ツノカクシ
形注口無Ｃ１２号Ⅱ��������������

�����－－－��������（丸）（����）����
ツノカクシ

形注口無Ｃ１１号Ⅱ��������������

�����－－－（����）（����）丸〈����〉欠ツノカクシ
形注口無Ｃ１２号Ⅲ��������������

�����－－－��������丸（���）（����）ツノカクシ
形注口無Ｃ１２号Ⅲ��������������

�����－－－（����）����丸〈���〉欠ツノカクシ
形注口無Ｃ１１号Ⅱ�������������



１７１

第３節　縄文時代晩期の土器・土製品

第131図　大洞Ｃ１式　注口土器　（２）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

�����－－－－（����）丸���（���）注口無Ｃ１２号Ⅲ��������������

�����－－－－（����）丸������注口無Ｃ１２号Ⅲ��������������

�����－－－－����������（���）注口無Ｃ１２号Ⅲ��������������

�����－－－－����丸〈���〉欠注口無Ｃ１１号Ⅱ�������������

�����－－－－����欠〈���〉（���）注口無Ｃ１２号Ⅱ��������������



１７２

第２章　捨て場と遺物

第132図　大洞Ｃ１式　壺　（１）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

�����－－－�����������������壺有Ｃ１１号Ⅱ�������������

�����－－－����������������壺無Ｃ１２号Ⅲ��������������

�����－－－���������〈���〉欠壺有Ｃ１１号Ⅱ�������������

����－－－������������〈���〉壺有Ｃ１１号Ⅱ�������������

�����－－－�������丸��������壺無Ｃ１２号Ⅲ��������������

�����－－－（����）�������〈���〉欠壺無Ｃ１２号Ⅲ��������������

������－－－��������欠〈����〉（����）壺無Ｃ１１号Ⅱ��������������

�����－－－〈���〉�������〈���〉欠壺無Ｃ１１号Ⅱ�������������

穿孔１ケ所�����－－－〈���〉������〈���〉欠壺無Ｃ１１号Ⅱ��������������

口縁～頸部����－－－（���）－欠〈���〉���壺無Ｃ１１号Ⅱ��������������

�����－－－（���）（����）���〈����〉欠壺有Ｃ１１号Ⅱ���������������



１７３

第３節　縄文時代晩期の土器・土製品

第133図　大洞Ｃ１式　壺　（２）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

�����－－－���（����）欠〈����〉（���）壺有Ｃ１２号Ⅲ��������������

四脚�����－－－（���）（����）������（����）壺有Ｃ１２号Ⅲ��������������

�����－－－�����������������壺無Ｃ１２号Ⅲ��������������

�����－－－���������������壺無Ｃ１２号Ⅲ��������������

�����－－－���������������壺無Ｃ１２号Ⅲ��������������

����－－－（���）（���）（���）〈���〉（���）壺無Ｃ１１号Ⅱ��������������

�����－－－（���）（���）���（���）（���）壺無Ｃ１２号Ⅲ��������������

�����－－－�����������������壺無Ｃ１１号Ⅱ��������������



１７４

第２章　捨て場と遺物

第134図　大洞Ｃ１式　壺　（３）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

�����－－－�����������������壺無Ｃ１１号Ⅱ��������������

�����－－－�����������������壺無Ｃ１１号Ⅱ�������������

�����－－－����������������壺無Ｃ１１号Ⅱ��������������

�����－－－（���）（���）������（���）壺無Ｃ１２号Ⅲ����������������

�����－－－（���）（����）（���）����（���）壺無Ｃ１２号Ⅲ��������������

�����－－－（���）（����）（���）����（���）壺無Ｃ１１号Ⅱ�������������

�����－－－（���）（���）（���）����（���）壺無Ｃ１２号Ⅲ��������������

�����－－－�����������������壺無Ｃ１１号Ⅱ�������������

�����－－－����������������壺無Ｃ１１号Ⅱ�������������

�����－－－�����������������壺無Ｃ１１号Ⅱ�������������

�����－－－�����������������壺無Ｃ１２号Ⅲ���������������

�����－－－���������������壺無Ｃ１１号Ⅱ��������������

�����－－－（���）（����）欠〈����〉（����）壺無Ｃ１１号Ⅱ����������������



１７５

第３節　縄文時代晩期の土器・土製品

第135図　大洞Ｃ１式　壺　（４）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

������－－－������������������壺無Ｃ１１号Ⅱ�������������

�����－－－�����������������壺無Ｃ１１号Ⅱ�������������

�����－－－�����������������壺無Ｃ１１号Ⅱ������������

�����－－－�������������（���）壺無Ｃ１１号Ⅱ��������������

������－－－����������（����）（����）壺無Ｃ１１号Ⅱ�������������

�����－－－���������〈����〉欠壺無Ｃ１１号Ⅱ�������������

�����－－－�����������������壺無Ｃ１１号Ⅱ��������������

������－－－�������������������壺無Ｃ１１号Ⅱ�������������
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第２章　捨て場と遺物

第136図　大洞Ｃ１式　壺　（５）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

������－－－�����������������壺無Ｃ１１号Ⅱ��������������

�����－－－�����������������壺無Ｃ１１号Ⅱ�������������

�����－－－��������������（���）壺無Ｃ１１号Ⅱ�������������

�����－－－����������〈����〉欠壺無Ｃ１２号Ⅱ��������������

�����－－－����������������壺無Ｃ１１号Ⅱ��������������

�����－－－�����������������壺無Ｃ１１号Ⅱ���������������

�����－－－（���）����������（���）壺無Ｃ１２号Ⅲ��������������

�����－－－（���）������〈���〉欠壺無Ｃ１１号Ⅱ�������������

�����－－－（���）�������〈����〉欠壺無Ｃ１１号Ⅱ�������������

穿孔１ケ所�����－－－－（����）（���）〈���〉欠壺有Ｃ１外Ⅲ�������������

�����－－－欠（����）���〈����〉欠壺無Ｃ１２号Ⅲ���������������

�����－－－（���）（����）（���）〈����〉欠壺無Ｃ１２号Ⅲ�������������



１７７

第３節　縄文時代晩期の土器・土製品

第137図　大洞Ｃ１式　壺　（６）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

�����－－－����������������壺無Ｃ１１号Ⅱ�������������

�����－－－����������������壺無Ｃ１１号Ⅲ�������������

�����－－－����������������壺無Ｃ１１号Ⅱ���������������

�����－－－�����������������壺無Ｃ１１号Ⅱ�������������

�����－－－��������������（���）壺無Ｃ１２号Ⅲ��������������

�����－－－（���）（���）（���）����（���）壺無Ｃ１２号Ⅲ��������������

�����－－－����������������壺無Ｃ１１号Ⅱ��������������

�����－－－����������������壺無Ｃ１１号Ⅱ�������������

四脚�����－－－（���）（����）���（����）（���）壺有Ｃ１４号Ⅲ������������

�����－－－���（����）欠〈���〉（���）壺有Ｃ１１号Ⅱ��������������

�����－－－（���）�����������（���）壺無Ｃ１１号Ⅱ��������������

�����－－－���〈����〉欠〈����〉���壺有Ｃ１１号Ⅱ��������������
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第２章　捨て場と遺物

第138図　大洞Ｃ１式　壺　（７）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

�����－－－���������������壺有Ｃ１２号Ⅲ��������������

�����－－－（���）（���）（���）（���）（���）壺無Ｃ１１号Ⅱ���������������

�����－－－�������丸����（���）無文壺無Ｃ１１号Ⅱ��������������

�����－－－����������������壺無Ｃ１１号Ⅱ�������������

�����－－－〈���〉������〈����〉欠壺有Ｃ１１号Ⅱ��������������

�����－－－���������〈���〉欠壺有Ｃ１１号Ⅱ�������������

�����－－－－������〈���〉欠壺無Ｃ１２号Ⅲ��������������

�����－－－（���）（����）丸〈���〉欠壺無Ｃ１２号Ⅲ��������������

�����－－－－（����）（���）〈����〉欠壺無Ｃ１４号Ⅲ������������

�����－－－�����������������壺無Ｃ１２号Ⅱ���������������

�����－－－（���）（���）������（���）壺有Ｃ１２号Ⅲ���������������

�����－－－�������丸������無文壺無Ｃ１１号Ⅱ���������������

�����－－－�������丸�������壺無Ｃ１１号Ⅱ��������������

�����－－－�����������������無文壺無Ｃ１２号Ⅲ���������������

�����－－－���������������壺無Ｃ１１号Ⅱ��������������
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第３節　縄文時代晩期の土器・土製品

第139図　大洞Ｃ１式　壺　（８）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

�����－－－（���）�����������（���）無文壺無Ｃ１２号Ⅱ��������������

�����－－－�����������������無文壺無Ｃ１１号Ⅱ��������������

�����－－－�����������������壺無Ｃ１１号Ⅱ������������

�����－－－��������������（���）壺無Ｃ１１号Ⅲ�������������

�����－－－�����������������無文壺無Ｃ１１号Ⅱ�������������

穿孔１ケ所�����－－－�����������������壺無Ｃ１２号Ⅲ��������������

�����－－－����������������無文壺無Ｃ１１号Ⅱ�������������

�����－－－���������������無文壺無Ｃ１３号Ⅲ������������

穿孔１ケ所�����－－－����������������壺無Ｃ１１号Ⅱ��������������

�����－－－（���）（���）（���）���（���）無文壺無Ｃ１１号Ⅱ���������������

�����－－－���������������壺無Ｃ１３号Ⅱ�������������

�����－－－（���）（���）欠〈���〉（���）壺無Ｃ１２号Ⅲ���������������

����－－－（���）（����）欠〈���〉（���）無文壺有Ｃ１１号Ⅱ���������������
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第２章　捨て場と遺物

第140図　大洞Ｃ１式　壺　（９）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

�����－－－（���）（����）（���）����（���）無文壺無Ｃ１２号Ⅲ��������������

�����－－－�����������������無文壺無Ｃ１１号Ⅱ��������������

�����－－－（���）（����）（���）����（���）無文壺無Ｃ１１号Ⅱ��������������

�����－－－�����������������壺無Ｃ１１号Ⅱ�������������

�����－－－（���）�������〈����〉欠壺無Ｃ１１号Ⅱ��������������

�����－－－���������������無文壺無Ｃ１１号Ⅱ��������������

�����－－－���������������壺無Ｃ１１号Ⅱ�������������

�����－－－�����������������壺無Ｃ１１号Ⅱ������������

�����－－－�����������������壺無Ｃ１３号Ⅰ������������

�����－－－��������������（���）壺無Ｃ１１号Ⅱ���������������

アスファルト
付着�����－－－��������������（���）壺無Ｃ１２号Ⅲ���������������



大形品には、第���図３、第���図４、第���図２・４のように、内面の底部から胴部へ立ち上がる境目

に１条の沈線や帯縄文が施される個体もある。

　深鉢口縁部は、四単位の突起がつく。第���図１の様に二種類の突起が４単位ずつ８単位となるもの

もある。２は、沈線が波状部分で上昇して突起に合流する。もとはＢ突起だった名残だろう。波状部

分には三角形の彫刻文が施される。

　６　無文土器

①概要

　無文土器は、完形品���点、破片資料�����点が出土した。完形品の内訳は、深鉢��点、台付鉢３点、
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第３節　縄文時代晩期の土器・土製品

第141図　大洞Ｃ１式　壺　（10）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

�����－－－�����������������壺有Ｃ１１号Ⅱ�������������

�����－－－���������������無文壺無Ｃ１１号Ⅱ��������������

�����－－－����������������無文壺無Ｃ１１号Ⅱ�������������

�����－－－（���）（���）���〈����〉欠壺無Ｃ１２号Ⅱ����������������

�����－－－（���）（����）丸〈����〉欠壺有Ｃ１１号Ⅱ��������������

�����－－－欠������〈����〉欠無文壺無Ｃ１１号Ⅱ��������������



浅鉢２点、鉢��点、注口土器��点、壺��点、香炉１点、ミニチュア土器��点、土偶１点で構成される。

破片資料の内訳は、精製土器���点、粗製土器�����点となる。精製土器は、台付鉢���点、浅鉢���点、

鉢���点、注口土器７点、壺���点で構成される。粗製土器は、浅鉢��点、台付鉢���点、壺���点、土

製品１点、鉢�����点、深鉢���点で構成される。

　本来は、これらこそ型式同定や同一器種内での器形分化に対する分析が必要なのであるが果たせな

かった。いずれも無文で地文縄文、もしくは磨きを施す。また、粗製土器では磨きを行わず、粗いナ

デ・ケズリによる調整を残す。

　深鉢は第���～���図に示した。側面形はバケツ形で、口縁が内湾するが底部から一気に立ち上がる。

鉢は第���～���図に示した。口縁部が屈曲する第���図１～３の様な半精製品と変わらないものもある。

おおかたは、器面の調整が粗く製作時の指頭圧痕による凸凹をナデた上に縄文を施している。側面は

緩くカーブしつつ立ち上がり、口縁は直線的に開くものとやや内湾するものがある。

　壺は第���～���図に示した。肩部の張り出しが目立つ。器壁は厚く、持ち重りがする個体が多い。

　ミニチュア土器は第���～���図に示した。第���図１・２・９は、大洞ＢＣ式、７・８は大洞Ｃ１式

と考えられる。

　７　土偶・土製品

　土偶は第���～���図に示した。第���図までに大洞ＢＣ～Ｃ１式の大形から中形の遮光器土偶を、第

���図には小形品をまとめた。第���～���図は、入組文・三叉文の多用から大洞ＢＣ式期、第���～���

図は大洞Ｃ１式期である。

　土製品は第���図に示した。１は大洞ＢＣ式の土版である。文様は、向かい合う渦巻文で岩版の文様

と共通する。２は、三角形に彫刻される透かし穴から大洞Ｃ１式期と考えられる。装身具だと考えてい

る。３・４は耳飾り、５・６は垂飾である。７・８は土製円盤である。７は周辺を打ち欠き、８は研

磨して形を整えている。

　８　土器の使用痕について

　土器の内外面には、炊事の吹きこぼれと考えられるおコゲや火にかけたときのススが付着している。

これらを使用痕と考え、器種ごとに付着箇所を検討する。実測した���点の土器の内���点����％に使

用痕が残っていた。そして、外面に使用痕が残るもの���点、内面に残るもの���点である。より詳細

な内訳は第��表に示した。なお、２点のみ口縁部内面から口唇部にかけて灯心状の焼けこげが残るも

のがあり、灯明具として使用されたものと考えた�（註６）。

　使用痕付着の器種別卓越性は明瞭である。深鉢、台付鉢、そして鉢の３器種のみである。また、粗

製土器をほとんど扱っていない現状では、統計学的な検定を望めないが、精製・粗製を問わず、上記

器種に使用痕がつく傾向はある。

　型式との関係は、大洞Ｂ２式��点、大洞ＢＣ式��点、大洞Ｃ１式��点、大洞Ｃ２式２点、無文土器��点

となる。型式による差異よりも、出土比による差異を反映したものといえる。したがって以下、時期

別区分をせず大洞式を一括して扱い、器種ごとの差異を検討する。

　使用痕付着部位と付着パターンを内外面とも７種類に区分した。使用痕は内面のみに残るもの、外
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第３節　縄文時代晩期の土器・土製品

第142図　大洞Ｃ１式　香炉　（１）
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面のみに残るものがわずかにあるが、ほとんどは両面につく。上述の通り、数量比も���：���とほぼ

１：１の対応を示すことからも理解される。また、器種ごと・部位ごとに見ても内面のみ、もしくは

外面のみで特に付着する部位はない。したがって、内外面を同様に扱っても問題はないと考える。検

討課題となるのは、各器種における使用痕の付着部位と付着パターンである。

　全体的な傾向として、使用痕の付着部は上半部に卓越すること、また下半３分の１につくものも目

立つことが明確である。これは、炎の熱分布の物理性と炊事法＝土器の使用法と大きく関わる特徴で

ある。

　深鉢では、外面��点、内面��点に使用痕が残る。これらの内、全面に付着するものは外面��点、内

面��点である。体部上半分までに使用痕が付着するのは外面��点（パターン②��点、パターン③５点）、

内面��点（パターン②��点、パターン③４点）である。

　胴部下半では、外面��点に対して内面��点となる。上半部に比べて少ないが、外面に多くつく傾向

がある。これは、所謂「３点カマド」による炊事を考えれば熾きの上に直接乗る部分であることと関

係するのだろう。上下２カ所に使用痕がつくものがわずかにあることから、最も火勢の強い炎の外縁

部にふれる胴部上半と熾きに当たる下半３分の１に使用痕がつくのは、使用形態から理解される。

　台付鉢では、外面��点、内面��点に使用痕が残る。これらの内、全面に付着するものは外面��点、

内面��点である。体部上半分までに使用痕が付着するのは外面��点（パターン②��点、パターン③５

点）、内面��点（パターン②��点、パターン③９点）である。

　胴部下半では、外面��点に対して内面４点となる。上半部に比べて少ないが、外面に多くつく傾向

がある。ここで、胴部外面下半３分の１に使用痕がつく個体が２桁となるのはこの器種のみである。

そして、使用痕の付着が台部ではなく、あくまで胴部下半であることは注意を要する。
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第143図　大洞Ｃ２式　深鉢　（１）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

�����－－－－���������������深鉢無Ｃ２１号Ⅱ��������������

�����－－－－－欠〈����〉（����）深鉢無Ｃ２１号Ⅱ��������������
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第３節　縄文時代晩期の土器・土製品

第144図　大洞Ｃ２式　浅鉢・鉢　（１）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

������－－－－－��������（����）洗面器
（台形）浅鉢無Ｃ２１号Ⅱ��������������

�����－－－－－（����）���（����）洗面器
（台形）浅鉢無Ｃ２１号Ⅱ��������������

�����－－－������������������鉢有Ｃ２１号Ⅱ��������������

�����－－－－－（����）（���）（����）洗面器
（台形）浅鉢無Ｃ２１号Ⅱ�������������

�����－－－－－������（����）ボール（円）浅鉢無Ｃ２２号Ⅲ��������������

�����－－－－－����������ボール（円）浅鉢無Ｃ２４号Ⅲ������������

����－－－－－（���）（���）（����）ボール（円）浅鉢無Ｃ２１号Ⅱ�������������



１８６

第２章　捨て場と遺物

第145図　大洞式　深鉢　（１）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

�����－－－－���������������深鉢無不明１号Ⅱ��������������

������－－－－���������������深鉢無不明１号Ⅱ��������������

�����－－－－���������������深鉢無不明４号Ⅲ������������

�����－－－－���������������深鉢無不明３号Ⅲ������������

�����－－－－（����）（���）����（����）深鉢無不明１号Ⅱ��������������



１８７

第３節　縄文時代晩期の土器・土製品

第146図　大洞式　深鉢　（２）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

������－－－－���������������深鉢無不明１号Ⅱ��������������

�����－－－－－�����������深鉢無不明１号Ⅱ��������������

�����－－－－�������������深鉢無不明１号Ⅱ��������������

漆？内容物残
存�����－－－（����）（����）�������

長径（����）

短径　（���）
深鉢有不明１号Ⅱ�������������

補修孔１対������－－－－－�����������深鉢無不明２号Ⅲ��������������



１８８

第２章　捨て場と遺物

第147図　大洞式　深鉢　（３）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

補修孔１対������－－－－（����）欠〈����〉（����）深鉢無不明１号Ⅱ���������������

�����－－－－－欠〈����〉（����）深鉢無不明１号Ⅱ不明��������

�����－－－－（����）（���）〈����〉欠深鉢無不明２号Ⅲ����������������

�����－－－－－欠〈����〉（����）深鉢無不明１号Ⅱ��������������



１８９

第３節　縄文時代晩期の土器・土製品

第148図　大洞式　深鉢　（４）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

�����－－－－���������������深鉢無不明１号Ⅱ���������������

������－－－－－�����������深鉢無不明１号Ⅱ��������������

������－－－－－�����������深鉢無不明１号Ⅱ��������������

�����－－－－���������������深鉢無不明１号Ⅱ�������������

�����－－－－－�������（����）深鉢無不明３号Ⅱ��������������



１９０

第２章　捨て場と遺物

第149図　大洞式　鉢　（１）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

�����－－－�������������������鉢無不明１号Ⅱ�������������

�����－－－�������������������鉢無不明１号Ⅱ�������������

�����－－－���������������鉢無不明１号Ⅱ��������������

�����－－－－������������鉢無不明１号Ⅱ��������������

�����－－－－－����������鉢無不明２号Ⅲ��������������

�����－－－－��������������鉢無不明１号Ⅱ�������������

再利用�����－－－－���������������鉢無不明１号Ⅱ�������������

�����－－－－��������������鉢無不明１号Ⅱ�������������

�����－－－－�������������鉢無不明１号Ⅱ��������������

�����－－－－��������������鉢無不明１号Ⅱ���������������

�����－－－－��������������鉢無不明１号Ⅱ����������������

�����－－－－��������������鉢無不明２号Ⅲ���������������

�����－－－－－����������鉢無不明１号Ⅱ���������������



１９１

第３節　縄文時代晩期の土器・土製品

第150図　大洞式　鉢　（２）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

�����－－－－（����）（���）����（����）鉢無不明１号Ⅱ�������������

�����－－－－－欠〈����〉（����）鉢無不明１号Ⅱ�������������

�����－－－－（����）欠〈���〉（����）鉢無不明１号Ⅱ���������������

�����－－－－������������鉢無不明１号Ⅱ�������������

�����－－－－－���〈���〉欠鉢無不明１号Ⅱ�������������

�����－－－－〈����〉���〈���〉欠鉢無不明１号Ⅱ��������������

�����－－－（���）（���）欠〈���〉（���）鉢無不明２号Ⅲ��������������

����－－－－�������������鉢無不明１号Ⅱ��������������

����－－－－－（���）���（����）鉢無不明１号Ⅱ��������������

�����－－－－������������無文鉢無不明１号Ⅱ��������������

�����－－－－��������������鉢無不明１号Ⅱ���������������

�����－－－－－����������鉢無不明２号Ⅲ���������������

�����－－－－－���������鉢無不明４号Ⅲ�������������

�����－－－－��������������鉢無不明１号Ⅱ���������������

�����－－－－－����������鉢無不明４号Ⅲ�������������

�����－－－－－�������（����）鉢無不明１号Ⅱ���������������



１９２

第２章　捨て場と遺物

第151図　大洞式　鉢　（３）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

アスファルト
付着�����－－－－－���������鉢無不明４号Ⅲ������������

�����－－－－－����������鉢無不明１号Ⅱ��������������

�����－－－－－����������鉢無不明２号Ⅲ��������������

�����－－－－－����������鉢無不明２号Ⅲ��������������

灯明具？�����－－－－－（���）���（����）鉢無不明２号Ⅲ����������������

�����－－－－－����������鉢無不明１号Ⅱ��������������

�����－－－－���������������鉢無不明１号Ⅱ���������������

�����－－－－��������������鉢無不明１号Ⅱ�������������

�����－－－－���������������鉢無不明３号Ⅱ��������������

�����－－－－－���������鉢無不明１号Ⅱ���������������

�����－－－－����（���）��������鉢無不明１号Ⅱ���������������

�����－－－－���������������鉢無不明２号Ⅲ���������������



　つまり台付鉢は台によって安定して自立し、上述の深鉢よりも相対的に高い位置に底部があること

になる。熾き火上面に置く深鉢と異なり、台部の周りに燃料を積むことで土器下半を炎で包み込む様

な使用法を想定できるだろう。

　鉢では、外面��点、内面��点に使用痕が残る。これらの内、全面に付着するものは外面��点、内面

��点である。体部上半分までに使用痕が付着するのは外面��点（パターン②��点、パターン③��点）、

内面��点（パターン②��点、パターン③��点）である。

　胴部下半では、外面も内面も５点となる。深鉢・台付鉢と同様に下半３分の１につくものが卓越す

る。

　外面装飾との関係では、地文縄文の土器に使用痕が残り、地文無文研磨（赤彩）土器には使用痕が

残らない。この点は、土器の精粗の差ではなく赤彩の有無が使用方法の差を規定していたことを推測

させる。もちろん、地文無文研磨土器が壺や浅鉢に対応した調整技法であり、赤彩はその仕上げとし

て行われていることと無関係ではない。

１９３

第３節　縄文時代晩期の土器・土製品

第152図　大洞式　鉢　（４）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

�����－－－－－�����������鉢無不明１号Ⅱ��������������

�����－－－－���������������鉢無不明１号Ⅲ��������������

第24表　土器使用痕付着位置



１９４

第２章　捨て場と遺物

第153図　大洞式　壺　（１）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

�����－－－�����������������壺無不明１号Ⅱ�������������

�����－－－��������������（���）壺無不明２号Ⅲ����������������

�����－－－����������������壺無不明２号Ⅲ��������������

�����－－－����������������壺無不明１号Ⅱ������������

�����－－－�������������������壺無不明１号Ⅱ�������������

�����－－－�����������������壺無不明１号Ⅱ��������������

�����－－－�����������������壺無不明１号Ⅱ��������������

�����－－－�����������������壺無不明１号Ⅱ�������������

�����－－－�����������������壺無不明２号Ⅲ��������������

�����－－－�����������������壺無不明２号Ⅲ���������������

�����－－－－（����）���〈����〉欠壺無不明２号Ⅲ���������������



１９５

第３節　縄文時代晩期の土器・土製品

第154図　大洞式　壺　（２）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

������－－－（����）（����）（���）〈����〉欠壺無不明１号Ⅱ�������������

����－－－（���）���������（���）壺有不明２号Ⅲ��������������

�����－－－���������������壺無不明２号Ⅲ��������������

����－－－（���）���������（���）無文壺無不明１号Ⅱ��������������

�����－－－�������欠〈����〉���無文壺無不明１号Ⅱ������������

�����－－－���������������無文壺無不明１号Ⅱ�������������

�����－－－�����������������壺無不明２号Ⅲ��������������

�����－－－���������������壺無不明２号Ⅲ��������������

�����－－－欠�������〈���〉欠無文壺無不明２号Ⅲ��������������

�����－－－－（���）���〈���〉欠無文壺有不明１号Ⅱ���������������

�����－－－�����������������無文壺無不明２号Ⅱ���������������

�����－－－���������������壺無不明２号Ⅲ���������������

�����－－－����������������無文壺無不明２号Ⅲ���������������



１９６

第２章　捨て場と遺物

第155図　大洞式　壺　（３）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

�����－－－（���）�����������（���）壺無不明２号Ⅲ��������������

�����－－－����������������壺無不明１号Ⅱ��������������

�����－－－����������������壺無不明１号Ⅱ�������������

�����－－－���������������壺無不明１号Ⅱ�������������

�����－－－��������������（���）壺無不明１号Ⅱ�������������

�����－－－���������〈���〉欠壺無不明１号Ⅱ��������������

�����－－－���������������壺無不明１号Ⅱ��������������

�����－－－�����������������壺無不明１号Ⅱ��������������

アスファルト
付着�����－－－�����������������壺無不明３号Ⅰ������������

�����－－－－（����）欠〈����〉（���）壺無不明３号Ⅲ�������������



１９７

第３節　縄文時代晩期の土器・土製品

第156図　大洞BC・Ｃ１式　ミニチュア土器　（１）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

鉢����－－－－���丸������ミニチュア有ＢＣ１号Ⅲ�������������

注口����－－－������丸������ミニチュア無ＢＣ２号Ⅲ��������������

注口����－－－－������〈���〉欠ミニチュア無Ｃ１２号Ⅲ��������������

壺����－－－������欠〈���〉���ミニチュア無Ｃ１１号Ⅱ������������

鉢����－－－－－欠〈���〉（���）ミニチュア無Ｃ１２号Ⅲ��������������

鉢����－－－－－���������ミニチュア無Ｃ１１号Ⅱ��������������

鉢����－－－－－������（���）ミニチュア無Ｃ１１号Ⅱ��������������

壺����－－－���������������ミニチュア有Ｃ１２号Ⅲ��������������

注口����－－－－���丸������ミニチュア無不明１号Ⅱ�������������

壺����－－－（���）（���）（���）〈���〉欠ミニチュア有不明４号Ⅲ�������������

壺����－－－���������������ミニチュア無不明１号Ⅱ���������������

壺����－－－���������������ミニチュア無不明１号Ⅱ���������������

壺����－－－（���）（���）欠〈���〉（���）ミニチュア無不明１号Ⅱ���������������

壺����－－－（���）（���）欠〈���〉（���）ミニチュア無不明１号Ⅱ���������������

壺����－－－（���）（���）���〈���〉欠ミニチュア無不明１号Ⅱ���������������

壺����－－－（���）（���）（���）���（���）ミニチュア無不明１号Ⅱ���������������

壺����－－－－���丸������ミニチュア無不明２号Ⅲ���������������

壺����－－－���������������ミニチュア無不明１号Ⅱ���������������



１９８

第２章　捨て場と遺物

第157図　大洞式　ミニチュア土器　（１）

備考重量胴部
底径台部高胴部高最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

鉢����－－－－������〈���〉欠ミニチュア無不明１号Ⅱ��������������

鉢����－－－－－（���）〈���〉（���）ミニチュア無不明１号Ⅱ��������������

鉢����－－－－－���〈���〉欠ミニチュア無不明１号Ⅱ��������������

鉢����－－－－（���）丸���（���）ミニチュア無不明１号Ⅱ��������������

鉢����－－－－－������（���）ミニチュア無不明１号Ⅱ��������������

鉢����－－－－（���）（���）���（���）ミニチュア無不明１号Ⅱ��������������

鉢����－－－－（���）（���）���（���）ミニチュア無不明１号Ⅱ�������������

鉢����－－－－－（���）���（���）ミニチュア無不明１号Ⅱ��������������

鉢����－－－－－���������ミニチュア無不明１号Ⅱ�������������

鉢���－－－－－丸������ミニチュア無不明２号Ⅲ���������������

鉢����－－－－－丸������ミニチュア無不明１号Ⅱ���������������

鉢����－－－－－（���）���（���）ミニチュア無不明１号Ⅱ���������������

鉢����－－－－－欠〈���〉（���）ミニチュア無不明１号Ⅱ���������������

鉢����－－－－（���）������（���）ミニチュア無不明１号Ⅱ���������������

鉢����－－－－－丸������ミニチュア無不明１号Ⅱ���������������

台付鉢�������〈���〉���－－欠〈���〉���ミニチュア無不明１号Ⅱ���������������

台付鉢����〈���〉〈���〉欠－－���〈���〉欠ミニチュア無不明２号Ⅲ���������������

皿����－－－－������������ミニチュア無不明１号Ⅱ���������������

鉢����－－－－���丸������ミニチュア無不明１号Ⅱ���������������

鉢����－－－－������������ミニチュア無不明１号Ⅲ�������������

鉢���－－－－���丸���（���）ミニチュア無不明－－排土���������
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第３節　縄文時代晩期の土器・土製品

第158図　大洞BC式　土偶　（１）

備考重量胴部
底径厚さ幅最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

顔面残存�����－〈���〉���－－－〈���〉－土偶有ＢＣ２号Ⅰ��������������

両腕�左脚欠
損����－���〈���〉－－－���－土偶無ＢＣ１号Ⅱ���������������

右腕�脚欠損����－���〈���〉－－－���－土偶無ＢＣ１号Ⅱ��������������

頭～胸部�右
腕残存����－���〈���〉－－－〈���〉－土偶無ＢＣ１号Ⅱ�������������



註１　山内清男（����）「所謂亀ヶ岡式土器の分布と縄紋式土器の終末」『考古学』第１巻３号東京考古学会

　　　山内清男（����）『日本先史土器図譜－図版・解説－』（再版・合冊）　先史考古学会

註２　高橋龍三郎（����）「亀ヶ岡式土器の研究－青森県南津軽郡浪岡町細野遺跡の土器について－」『北奥古代文化』第��号

１－��ｐ．北奥古代文化研究会

　　　高橋龍三郎（����）「東北地方晩期（亀ヶ岡式土器）」『縄文時代』第��号　���－���ｐ．縄文時代文化研究会

註３　金子昭彦（����）「大洞Ｂ２式の磨消縄文について（上）－東北地方北部を中心として－」『研究紀要』�����岩手県文化

振興事業団埋蔵文化財センター

　　　金子昭彦（����）「大洞Ｂ２式の磨消縄文について（中）－東北地方北部を中心として－」『研究紀要』����岩手県文化

振興事業団埋蔵文化財センター

　　　金子昭彦（����）「大洞Ｂ２式の磨消縄文について（下）－東北地方北部を中心として－」『研究紀要』ⅩⅢ　岩手県文化

振興事業団埋蔵文化財センター

註４　鈴木加津子（����）「真福寺小考－安行式と亀ヶ岡式における編年と分布の推敲－」『埼玉考古』第��号　��－��ｐ．

　　　鈴木加津子（����）「秋田県戸平川遺跡における大洞Ｃ１式終末期から大洞Ｃ２式（Ⅰ期）への移行」『第��回縄文セミ

ナー晩期中葉の再検討』����年２月７・８日　当日資料．

註５　小林圭一（����）「東北北半における縄文晩期前葉の注口土器」『研究紀要』創刊号　１－��ｐ．���ｐ�財団法人山形県

埋蔵文化財センター

註６　白鳥文雄（����）「縄文時代の灯明具？－小型土器の用途について－」『青森県埋蔵文化財調査センター　研究紀要』第

５号
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第159図　大洞BC式　土偶　（２）

備考重量胴部
底径厚さ幅最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

頭部�両腕欠
損�����－���〈���〉－－－〈����〉－土偶無ＢＣ１号Ⅱ��������������



第３節　縄文時代晩期の土器・土製品

第160図　大洞Ｃ１式　土偶　（１）

備考重量胴部
底径厚さ幅最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

頭部欠損�����－�������－－－〈����〉－土偶無Ｃ１２号Ⅲ��������������

���・���
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第３節　縄文時代晩期の土器・土製品

第161図　大洞Ｃ１式　土偶　（２）
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第162図　大洞Ｃ１式　土偶　（３）

備考重量胴部
底径厚さ幅最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

頭～肩一部残
存�����－〈���〉〈���〉－－－〈���〉－土偶有Ｃ１１号Ⅱ�������������

両腕�左脚欠
損����－���〈���〉－－－���－土偶有Ｃ１１号Ⅱ��������������

顔面残存����－〈���〉〈���〉－－－〈���〉－土偶有Ｃ１１号Ⅱ�������������

脚部残存����－〈���〉〈���〉－－－〈���〉－土偶無Ｃ１１号Ⅱ�������������

頭部残存�����－〈���〉〈���〉－－－〈���〉－土偶無Ｃ１１号Ⅱ���������������
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第３節　縄文時代晩期の土器・土製品

第163図　大洞式　土偶　（１）

備考重量胴部
底径厚さ幅最小

頸径
最大
胴径底径器高口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

左腕�脚欠損���－���〈���〉－－－���－土偶無不明１号Ⅱ��������������

腰部�左脚残
存���－������－－－〈���〉－土偶無不明１号Ⅱ�������������

右腕欠損���－���〈���〉－－－���－土偶無不明１号Ⅱ��������������

胴部�左脚残
存����－���〈���〉－－－〈���〉－土偶無不明１号Ⅱ��������������

腰部～両脚残
存���－������－－－〈���〉－土偶無不明１号Ⅱ��������������

胴部残存����－���〈���〉－－－〈���〉－土偶無不明１号Ⅱ��������������

頭部�左腕�脚
欠損����－���〈���〉－－－〈���〉－土偶無不明１号Ⅱ��������������

右腕欠損����－���〈���〉－－－���－土偶無不明１号Ⅰ������������

腰部～両脚残
存����－������－－－〈���〉－土偶無不明１号Ⅱ��������������

右脚残存　穿
孔１ケ所����－���〈���〉－－－〈���〉－土偶無不明１号Ⅱ�������������

胸部残存����－���〈���〉－－－〈���〉－土偶無不明１号Ⅱ���������������
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第164図　大洞BC・Ｃ１ ・Ｃ２式　土製品　（１）

備考重量胴部
底径厚さ幅最小

頸径
最大
胴径底径長さ口径側面器種朱塗り型式捨て場層位出土位置遺物№番号図版№

土版�����－���〈����〉－－－〈����〉－土製品無ＢＣ１号Ⅱ��������������

装身具？����－���〈���〉－－－〈���〉－土製品無Ｃ１外Ⅰ��������������

耳飾���－－���－－－����－土製品有不明不明不明不明��������

耳飾���－－����－－－����－土製品有不明不明不明不明��������

玉���－��������－－－����－土製品無不明１号Ⅱ��������������

勾玉���－������－－－〈����〉－土製品無不明不明不明不明��������

円盤状土製品�����－�������－－－����－土製品無Ｃ２１号Ⅱ��������������

円盤状土製品����－������－－－���－土製品無不明１号Ⅱ��������������



　　第４節　縄文時代晩期の石器・石製品

　

　１　概要

　縄文時代晩期の石器は、全部で������点出土している。��％以上がグリッド毎の一括資料として取

り上げられているため、共伴した土器の細別型式による時期限定が出来ない。遺跡全体の土器出土状

況から、大洞Ｂ２式から大洞Ｃ２式までの間で、特に大洞ＢＣ式から大洞Ｃ１式に伴う石器群と考える。

　出土した������点の内訳を、第��表に示した。これらの石器を機能別に大きく分類すると、狩猟具、加

工具（土掘具・伐採具・工具）、調理具、祭祀具、装身具、素材と６大別できる。

　狩猟具とは石鏃・尖頭器である。伐採具とは磨製石斧である。工具とは、スクレイパー、礫器、抉

入石器、敲石である。土掘具は工具に含めて計算している。調理具とは、石皿、磨石、凹石である。

祭祀具とは石棒・石剣・岩版である。装身具とは有孔石製品である。そして素材には、石器素材と顔

料素材があり、いずれも原石・剥片・石核で構成される。チップは剥片に含めた。顔料素材には、楔

形石器も含む。これら顔料素材は、器種分類・数値分析に当たり、石器素材とは分類を別にした。

　素材が全体の������点����％を占めている。ここから石核�����点を除くと、剥片類は������点

����％である。剥片の数量が圧倒的に多いので、石器組成の数量分析結果がわかりにくくなる。そこ

で、以下素材の内、石核を素材の代表として石器とともに組成の数的な分析を行う。したがって石器

と石核を合わせた������点����％が組成分析の対象となる。剥片類については、別に分析する。

　機能別数量比による内訳は、石核�����点����％、狩猟具���点���％、伐採具��点���％、工具�����

２０７

第25表　石器組成と順位

ａ（石器組成） ｂ　（順位）

加工痕のある剥片はＲ.Ｆ.
　　　　　　　　　　　　とする。
使用痕のある剥片はＵ.Ｆ.



点����％、調理具���点���％、祭祀具���点���％、装身具��点���％、赤礫�����点����％、その他���

点���％である（第��表）。

　本遺跡石器組成の大きな特徴は、工具と赤礫が主体（第��表、修正ウェーバー値第１位と２位）と

なり、伐採具が異常に少ない石器組成を示すことにある。他遺跡では注意されない赤礫が２位となる

ことは、特筆に値する。そして、狩猟具、調理具がそれぞれ１割弱、祭祀具、装身具も一定の割合で

含まれることに注目したい。素材と赤礫を除いて主体器種を求めると、第１位の工具のみとなる。

　次に個別器種ごとの主体に分けると、主体器種は８種類（１位から８位まで）となる。１位からス

クレイパー（工具）、赤礫（顔料素材）、石錐（工具）、石鏃（狩猟具）、敲石・磨石（調理具）、石匙

（工具）、楔形石器（工具）、コア・スクレイパー（工具）があげられる。５種類の工具、他は狩猟具、

顔料素材（赤礫）、調理具が１種類ずつという内訳になる。赤礫以外は、縄文時代にごく一般的な石

器である。３・４位に石錐と石鏃が上がっている点が注目される。これらは両者とも尖頭部を持つ石

器であり、刺突・穿孔の機能を持つ。

　機能部位に注目すれば、削る・こそぐ・こじるのはスクレイパーと石匙、抉る・刺す・穴あけは石

鏃と石錐、砕く・潰す・磨るは敲石・磨石、割り剥がすのが楔形石器と、基本的な機能はほぼカバー

している。

　２　狩猟具

　（１）石鏃

　全部で���点出土している。分類法は第���図に示した。茎部の有無によって有茎鏃と無茎鏃とに２

大別し、それぞれを背面に対する側縁の形態、基部と茎部の接合部分の形態によって細別した。また、

アスファルト付着の有無によって「完成品」と「非完成品」とし、破損品については「完成後破損品」

と「非完成破損品」に分けた。この「非完成破損品」中には、阿部�（註１）が指摘した「失敗作」・「習作」

と所謂「未製品」が含まれる。阿部（計測点は凡例に記載）に従い、アスファルト付着の有無による

「製作者達にとっての完成品と非完成品」を識別することを試みた。考古学におけるイーミック�（註２）へ

の接近を目指すものである。

　有茎鏃は���点����％、無茎鏃は��点���％出土している。圧倒的に有茎鏃が多いのは、縄文時代後

期十腰内１式以後顕著となる特徴である。

　使用石材は、総数���点中���点����％分について観察しえた。硬質頁岩���点����％、玉髄��点���％、

片麻岩２点���％、瑪瑙１点���％である（第��表）。

　総数���点出土した内、アスファルトが付着したものは���点����％である。アスファルトが付着し

た石鏃のうち、完形品は���点����％となる。これら���点を、縄文人達が一応の完成品と認識して矢

柄に結合したものと考え、アスファルトの付着していない石鏃と形態比較する。石鏃各部位に対する

計測点の選定とその計測方法は、阿部に従う（計測点は凡例に示した）。上記アスファルトが付着し

た完成品石鏃���点中��点����％を、阿部の計測法により詳細に分析した。完成品石鏃の基礎データに

おける、サイズの特徴は以下の通りとなる。

　完成品石鏃の長さは、最大����㎜、最小����㎜、平均����㎜で、����㎜のものが７点���％と最頻値

をしめす。幅は、最大����㎜、最小���㎜、平均����㎜で、����～����㎜のものが��点����％と最頻値
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を示す。厚さは、最大���㎜、最小���㎜、平均���㎜で、���～���㎜のものが��点����％と最頻値を示

す。重量は、最大���ｇ、最小���ｇ、平均���ｇで、���～���ｇのものが��点����％と最頻値を示す。

石鏃の各サイズ分布は、第���～���図・第��表に示した。

　次に非完成品についてのデータを示す。長さは、最大����㎜、最小����㎜、平均����㎜で、����～

����㎜のものが��点���％と最頻値を示す。幅は、最大����㎜、最小���㎜、平均����㎜で、����～����

㎜のものが��点����％と最頻値を示す。厚さは、最大����㎜、最小���㎜、平均���㎜で、���～���㎜

のものが���点����％と最頻値を示す。重量は、最大���ｇ、最小���ｇ、平均���ｇで、���～���ｇの

ものが���点����％と最頻値を示す。非完成品石鏃の各サイズ分布は、第���図・第��表に示した。

　第��・��表から、完成品・非完成品の各サイズ計測値には大きな違いがある。これらの違いには意
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第４節　縄文時代晩期の石器・石製品

第165図　石鏃の分類
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第166図　アスファルト付着石鏃サイズの特徴

第26表　アスファルト付着石鏃完形品サイズの特徴（全87点）

第27表　石鏃完形品・破損品とアスファルト付着

第28表　石鏃の石材

第29表　アスファルト付着部分
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第４節　縄文時代晩期の石器・石製品

第167図　アスファルト付着石鏃対称性

第30表　アスファルト付着石鏃対称性の基礎統計 第31表　アスファルト付着石鏃側面形態多様度

第32表　アスファルト付着石鏃破損形態多様度 第33表　アスファルト付着石鏃破損形態多様度（不明分除外）

第34表　アスファルト付着石鏃の対称性度数分布
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第35表　アスファルト付着石鏃破損率

第36表　アスファルト付着
 石鏃側面形態

第37表　アスファルト付着
 石鏃鏃身形態

第38表　アスファルト付着
 石鏃詳細破損部位比率

第39表　アスファルトなし
 石鏃完形品基部形態

第40表　アスファルトなし
 石鏃完形品側面形態

第41表　アスファルトなし
 石鏃完形品鏃身形態

第42表　アスファルトなし
 石鏃破損部位

第43表　アスファルト付着石鏃基部形態多様度

第44表　アスファルト付着石鏃基部形態多様度（不明分除外）

第45表　アスファルト付着
 石鏃基部形態

第46表　アスファルト付着
 石鏃破損部位詳細

第47表　アスファルトなし石鏃完形品基部形態多様度

第48表　アスファルトなし石鏃完形品側面形態多様度

第49表　アスファルトなし石鏃破損形態多様度

第50表　アスファルトなし石鏃破損形態多様度（不明分除外）
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第４節　縄文時代晩期の石器・石製品

第168図　アスファルトなし石鏃サイズの特徴

第51表　アスファルトなし石鏃サイズの特徴（全370点） 第52表　アスファルトなし石鏃側面形態

第53表　
アスファルトなし石鏃破損比率

第54表　
アスファルトなし石鏃鏃身形態

第55表　
アスファルトなし石鏃基部形態
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第２章　捨て場と遺物

第169図　石鏃（１）

備考身側基茎重量（ｇ）厚さ（㎜）幅（㎜）長さ（㎜）石材層位出土位置遺物№番号図版№
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第４節　縄文時代晩期の石器・石製品

第170図　石鏃（２）

備考身側基茎重量（ｇ）厚さ（㎜）幅（㎜）長さ（㎜）石材層位出土位置遺物№番号図版№
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第171図　石鏃（３）

備考身側基茎重量（ｇ）厚さ（㎜）幅（㎜）長さ（㎜）石材層位出土位置遺物№番号図版№
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第４節　縄文時代晩期の石器・石製品

第172図　石鏃（４）

備考身側基茎重量（ｇ）厚さ（㎜）幅（㎜）長さ（㎜）石材層位出土位置遺物№番号図版№
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第２章　捨て場と遺物

第173図　石鏃（５）

備考身側基茎重量（ｇ）厚さ（㎜）幅（㎜）長さ（㎜）石材層位出土位置遺物№番号図版№
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第４節　縄文時代晩期の石器・石製品

第174図　石鏃（６）

備考身側基茎重量（ｇ）厚さ（㎜）幅（㎜）長さ（㎜）石材層位出土位置遺物№番号図版№
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第２章　捨て場と遺物

第175図　石鏃（７）

備考身側基茎重量（ｇ）厚さ（㎜）幅（㎜）長さ（㎜）石材層位出土位置遺物№番号図版№
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第４節　縄文時代晩期の石器・石製品

第176図　尖頭器の分類とサイズの特徴
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第２章　捨て場と遺物

第177図　尖頭器（１）

備考加工状態形状重量（ｇ）厚さ（㎜）幅（㎜）長さ（㎜）石材層位出土位置遺物№番号図版№
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第４節　縄文時代晩期の石器・石製品

第178図　尖頭器（２）

備考加工状態形状重量（ｇ）厚さ（㎜）幅（㎜）長さ（㎜）石材層位出土位置遺物№番号図版№
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第２章　捨て場と遺物

第179図　石鍬の分類
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第４節　縄文時代晩期の石器・石製品

第180図　石鍬（１）

備考重量（ｇ）厚さ（㎜）幅（㎜）長さ（㎜）石材層位出土位置遺物№番号図版№
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第２章　捨て場と遺物

第181図　石鍬（２）

備考重量（ｇ）厚さ（㎜）幅（㎜）長さ（㎜）石材層位出土位置遺物№番号図版№
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味があるのか、それとも単なる偶然なのかを検証する。まず、これらの母分散をＦ検定した上で、計

測値の有意差をｔ検定した。結果は、長さについてｔ�������≧ｔ（１％）＝����と、完成品と非完成品

では、計測値の上からも高度に有意差があることが判明した。したがって、アスファルトが付着した

石鏃と付着していない石鏃では、大きさ・重量全てに大きな違いがあるといえる。その違いをもたら

した原因は、縄文人が「製作が終了した完成品」と考えたか否かの差である可能性が高い。

　次に、完成品石鏃とアスファルトの付着していない石鏃の基部形態比率を、マッカーサーの多様度

指数を用いて比較する。破損品でも部位の明確な物は含めた。また、残存部位が不明な物は除いた。

完成品���点における多様度����公平度����に対して、アスファルトの付着していない石鏃���点では、

多様度����公平度����となる。完成品の方が、多様度が低い（第��～��表）。

　さらに両者の側縁形態比率を、同様に比較する。破損品でも部位の明確な物は含めた。また、残存部位

が不明な物は除いた。完成品���点における多様度����公平度����に対して、アスファルトの付着して

いない石鏃���点では、多様度����公平度����となる。完成品は、公平度が高く出ている。

　完成品と「失敗作」ともいえるアスファルトの付着していない物とでは、大きさ・重量において高

２２７

第４節　縄文時代晩期の石器・石製品

第182図　土掘具サイズの特徴

第58表　土掘具サイズの特徴（全12点） 第59表　土掘具と石箆のサイズ比較
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第２章　捨て場と遺物

第183図　土掘具（１）

備考重量（ｇ）厚さ（㎜）幅（㎜）長さ（㎜）石材層位出土位置遺物№番号図版№
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第４節　縄文時代晩期の石器・石製品

第184図　磨製石斧の分類



い有意差があることを先述した。基部形態の多様度比較において、アスファルトの付着する物の方が

数値が低いことは、それだけ形態が固定されていることを示している。逆に言えば、アスファルトの

付着しない物は未製品や「失敗作」だからこそ多様な形態を持つと考えられる。さらに穿っていえば、

真の「未製品」だけを集めて検定すれば「完成品」に準じる多様度・有意差を持つはずである。完成

形を実現するために要求される素材の幅は自ずと狭められるだろう。比較の結果がそうなっていない

のは、アスファルトが付着していない石鏃中には、将来は完成するはずの「未製品」だけでなく、素

材選定の段階ですでにミスした必然的「失敗作」を多く含んでいることを傍証する。

　阿部が指摘するように、エティック（他者による「客観的」）な分類によってア・プリオリに「未

製品」を認定してしまうと、資料の裏に隠れたイーミック（当事者による知識・認識体系）な分類に

よる縄文人自身の石器製作工程を見逃してしまう。従来のエティックな分類・分析の弱点であり、イー

ミックな認識論をふまえた新しい分析方法を構築するためには、詳細な石器の観察・計測が不可欠で

ある。

　次に、完成品石鏃破損品とアスファルトの付着していない石鏃破損品の残存部位の比率を「壊れ方

２３０

第２章　捨て場と遺物

第185図　磨製石斧完形品サイズの特徴

第60表　磨製石斧サイズの特徴（完形品22点）



の多様度」として、マッカーサーの多様度指数を用いて比較する。残存部位が不明な物は除いた。完

成後の破損品��点における多様度����公平度����に対して、アスファルトの付着していない石鏃���点

では、多様度����公平度����となる。完成後破損品の方が、多様度が高い（第��～��・��～��表）。

　完成品の形態多様度が、アスファルトの付着していない石鏃に対して低く計算されていたのとは対

照的に、壊れ方の多様度は完成品が高い。完成品が壊れる理由には、使用による場合と再調整による

場合の２点が考えられる。未製品ならば製作途上の破損であろうから、両者の多様度に差があるのは、

破損原因の差を示している可能性が高い。

　阿部の計測点から側面形態と対称性を計測し、度数分布表とした（第��表）。ａ類��点����％、ｂ類

��点����％、ｃ類９点����％、ｄ類��点����％である。ｃ類のように強く湾曲する物は少ない。

　また、対称性は中軸線に対する左右最大幅の差が����㎜以内の物��点����％、����～����㎜の物

����％、����～����㎜の物��点����％、����～����㎜の物３点���％、����～����㎜の物６点���％、

����～����㎜の物９点����％となる。対称性が����㎜以下の物で��％を超え、����㎜以下の物まで含

めれば��％以上となる。一番対称性が高い����㎜以下のものが最も多く、対称性����㎜以下の物まで

２３１

第４節　縄文時代晩期の石器・石製品

第186図　磨製石斧サイズの特徴

第61表　磨製石斧サイズの特徴（全87点）



２３２

第２章　捨て場と遺物

第187図　磨製石斧（１）

備考断面側面胴部重量（ｇ）厚さ（㎜）幅（㎜）長さ（㎜）石材層位出土位置遺物№番号図版№

完形�Ⅰ�������������������ホルンフェルスⅠ������������

完形�Ⅰ�������������������輝石安山岩Ⅱ������������

完形�Ⅰ�������������������輝石安山岩Ⅲ��������������

完形�Ⅰ�������������������輝石安山岩Ⅰ������������



２３３

第４節　縄文時代晩期の石器・石製品

第188図　磨製石斧（２）

備考断面側面胴部重量（ｇ）厚さ（㎜）幅（㎜）長さ（㎜）石材層位出土位置遺物№番号図版№

完形�Ⅰ�������������������閃緑岩Ⅰ������������

完形�Ⅰ�������������������変質流紋岩Ⅲ������������

完形�Ⅰ�������������������変質流紋岩Ⅲ��������������

完形�Ⅰ�������������������輝石安山岩トレンチ������������

完形�Ⅰ�����������������輝石安山岩Ⅲ��������������



２３４

第２章　捨て場と遺物

第189図　磨製石斧（３）

備考断面側面胴部重量（ｇ）厚さ（㎜）幅（㎜）長さ（㎜）石材層位出土位置遺物№番号図版№

完形�Ⅰ�������������������輝石安山岩Ⅰ��������������

完形�Ⅰ�������������������輝石安山岩Ⅲ��������������

完形�Ⅰ�������������������輝石安山岩Ⅰ��������������



２３５

第４節　縄文時代晩期の石器・石製品

第190図　磨製石斧（４）

備考断面側面胴部重量（ｇ）厚さ（㎜）幅（㎜）長さ（㎜）石材層位出土位置遺物№番号図版№

刃部欠�Ⅰ�������������������輝石安山岩Ⅰ�������������

刃部欠�Ⅰ�������������������輝石安山岩Ⅱ������������

刃部欠�Ⅰ�������������������安山岩？Ⅰ������������

刃部欠�Ⅰ�������������������変質流紋岩Ⅰ������������



２３６

第２章　捨て場と遺物

第191図　磨製石斧（５）

備考断面側面胴部重量（ｇ）厚さ（㎜）幅（㎜）長さ（㎜）石材層位出土位置遺物№番号図版№

完形�ⅠＡ������������������輝石安山岩Ⅰ������������

刃部欠�Ⅰ������������������変質流紋岩Ⅰ������������

完形�Ⅰ�����������������輝石安山岩Ⅲ��������������

刃部欠�Ⅰ�����������������凝灰岩質岩Ⅱ��������������

刃部欠�Ⅰ�������������������輝石安山岩Ⅰ������������



２３７

第４節　縄文時代晩期の石器・石製品

第192図　磨製石斧（６）

備考断面側面胴部重量（ｇ）厚さ（㎜）幅（㎜）長さ（㎜）石材層位出土位置遺物№番号図版№

刃部欠損ａⅠ�������������������輝石安山岩Ⅰ������������

完形�Ⅰ�������������������輝石安山岩Ⅱ������������

刃部欠損�Ⅰ�������������������輝石安山岩Ⅱ������������

刃部欠損�Ⅰ�������������������閃緑岩Ⅰ������������



２３８

第２章　捨て場と遺物

第193図　磨製石斧（７）

備考断面側面胴部重量（ｇ）厚さ（㎜）幅（㎜）長さ（㎜）石材層位出土位置遺物№番号図版№

基部欠損�ⅠＡ������������������流紋岩Ⅰ������������

基部欠損�ⅠＡ����������������変質流紋岩Ⅱ��������������

基部欠損�ⅠＡ�����������������輝石安山岩Ⅱ������������

基部欠損�Ⅰ������������������輝石安山岩Ⅱ������������



２３９

第４節　縄文時代晩期の石器・石製品

第194図　磨製石斧（８）

備考断面側面胴部重量（ｇ）厚さ（㎜）幅（㎜）長さ（㎜）石材層位出土位置遺物№番号図版№

完形・焼き跡あり�ⅡＡ�����������������安山岩Ⅱ�������������



２４０

第２章　捨て場と遺物

第195図　磨製石斧（９）

備考断面側面胴部重量（ｇ）厚さ（㎜）幅（㎜）長さ（㎜）石材層位出土位置遺物№番号図版№

基部欠損�ⅡＡ������������������緑泥片岩Ⅰ������������

刃部欠損�Ⅲ�������������������玄武岩Ⅱ������������



２４１

第４節　縄文時代晩期の石器・石製品

第196図　磨製石斧（10）

備考断面側面胴部重量（ｇ）厚さ（㎜）幅（㎜）長さ（㎜）石材層位出土位置遺物№番号図版№

完形�ⅠＢ����������������ひん岩Ⅲ��������������

完形�ⅠＢ����������������変質流紋岩Ⅱ��������������

完形�ⅠＢ���������������変質流紋岩Ⅲ��������������

完形・楔として使われた。�Ⅰ�����������������玄武岩？Ⅰ��������������

基部欠損�ⅠＢ����������������変質流紋岩Ⅲ��������������

完形�ⅠＢ���������������変質流紋岩Ⅲ��������������

？？？����������������不明Ⅰ������������



２４２

第２章　捨て場と遺物

第197図　スクレイパーの分類



漸移的に減少した後、����～����㎜まで増加に転ずる。

　����㎜以内のズレにどこまで意味があったのか明らかではないが、５割を超える石鏃が、ほぼ完全

に対称といえる平面形を要求されている以上、逆に２割近い石鏃がその規範を逸脱しても完成品と認

識されている理由を、今後考える必要がある。

　（２）尖頭器

　全部で���点出土している。使用石材は��％硬質頁岩である。尖頭器は、平面形状で３種類、表裏加

工の状態で２種類の６類型に分類した（第���図）。

　尖頭器の長さは、最大�����㎜、最小����㎜、平均����㎜で、����～����㎜のものが��点����％と最

頻値を示す。幅は、最大����㎜、最小���㎜、平均����㎜で、����～����㎜のものが��点����％と最頻

値を示す。厚さは、最大����㎜、最小���㎜、平均���㎜で、���～����㎜のものが��点����％と最頻値

を示す。重量は、最大����ｇ、最小���ｇ、平均���ｇで、���ｇのものが��点と最頻値を示す。尖頭器

の各サイズ分布は第���図・第��表に示した。

　一見して、Ｃ類は平面形が非対称であり、断面形も分厚い印象を受ける。尖頭スクレイパーとの分

２４３

第４節　縄文時代晩期の石器・石製品

第198図　スクレイパーサイズの特徴

第62表　スクレイパーサイズの特徴（全3,074点）



２４４

第２章　捨て場と遺物

第199図　スクレイパー（１）

備考刃部形態形状重量（ｇ）厚さ（㎜）幅（㎜）長さ（㎜）石材層位出土位置遺物№番号図版№

Ⅱ�����������������頁岩Ⅰ������������

下端折損Ⅳ�����������������頁岩Ⅲ�������������

Ⅲ�����������������頁岩Ⅰ�������������

Ⅴ�����������������頁岩Ⅰ������������

Ⅰ�����������������頁岩Ⅰ������������

Ⅴ�����������������頁岩Ⅰ������������

Ⅳ���������������頁岩粘土�����������



２４５

第４節　縄文時代晩期の石器・石製品

第200図　スクレイパー（２）

備考刃部形態形状重量（ｇ）厚さ（㎜）幅（㎜）長さ（㎜）石材層位出土位置遺物№番号図版№

Ⅳ���������������頁岩Ⅱ������������

Ⅱ����������������頁岩Ⅰ������������

Ⅴ����������������頁岩Ⅲ������������

Ⅴ���������������頁岩Ⅰ������������

Ⅴ���������������頁岩Ⅰ������������

Ⅴ�����������������頁岩Ⅰ�������������

Ⅲ���������������頁岩Ⅰ������������

Ⅴ����������������頁岩Ⅰ������������

Ⅲ���������������頁岩Ⅱ������������

Ⅱ���������������頁岩Ⅰ�������������

Ⅰ���������������玉髄Ⅰ������������

アスファルト付Ⅰ���������������頁岩Ⅲ������������

Ⅰ���������������頁岩Ⅱ������������



２４６

第２章　捨て場と遺物

第201図　スクレイパー（３）

備考刃部形態形状重量（ｇ）厚さ（㎜）幅（㎜）長さ（㎜）石材層位出土位置遺物№番号図版№

Ⅵ���������������頁岩Ⅰ������������

Ⅲ����������������頁岩Ⅲ������������

アスファルト付Ⅵ���������������頁岩Ⅰ������������

アスファルト付Ⅱ�����������������頁岩Ⅱ������������

Ⅰ����������������頁岩Ⅰ�������������

Ⅰ���������������頁岩Ⅲ��������������

Ⅳ���������������玉髄Ⅲ�����������

アスファルト付Ⅰ���������������頁岩Ⅰ�����������

アスファルト付Ⅲ������������������頁岩Ⅰ�������������



２４７

第４節　縄文時代晩期の石器・石製品

第202図　スクレイパー（４）

備考刃部形態形状重量（ｇ）厚さ（㎜）幅（㎜）長さ（㎜）石材層位出土位置遺物№番号図版№

Ⅲ������������������頁岩Ⅰ�������������

線状痕有りⅠ���������������頁岩Ⅲ��������������

Ⅳ�������������������頁岩Ⅰ������������



２４８

第２章　捨て場と遺物

第203図　スクレイパー（５）

備考刃部形態形状重量（ｇ）厚さ（㎜）幅（㎜）長さ（㎜）石材層位出土位置遺物№番号図版№

Ⅲ������������������頁岩Ⅰ�������������

Ⅲ�������������������頁岩Ⅰ�������������

Ⅱ�����������������頁岩Ⅰ������������



２４９

第４節　縄文時代晩期の石器・石製品

第204図　スクレイパー（６）

備考刃部形態形状重量（ｇ）厚さ（㎜）幅（㎜）長さ（㎜）石材層位出土位置遺物№番号図版№

Ⅳ�������������������頁岩Ⅱ�������������

Ⅴ�������������������頁岩Ⅰ�������������



２５０

第２章　捨て場と遺物

第205図　スクレイパー（７）

備考刃部形態形状重量（ｇ）厚さ（㎜）幅（㎜）長さ（㎜）石材層位出土位置遺物№番号図版№

Ⅱ�����������������頁岩Ⅱ�������������

Ⅵ�������������������頁岩Ⅱ�������������



類が困難な資料が多い。尖頭スクレイパーに比べてより薄手の資料を選択しているが、製作過程にお

ける未製品、もしくは失敗作が当然存在するはずである。ただし、尖頭スクレイパーがリダクション

を繰り返して薄くなるとは思えないので、これら２器種は素材選択の段階で分かれているはずである。

　Ａ類は、対称的かつ両面加工も進んでおり優品が多く含まれる。同時に、折れている物が目立つ

（第���図９、第���図３・５）。

　

　３　加工具

　（１）石鍬

　全部で４点出土している。第���図に分類を示した。

　石鍬の長さは、最大�����㎜、最小�����㎜、平均�����㎜である。幅は、最大�����㎜、最小����㎜、

平均����㎜である。厚さは、最大����㎜、最小����㎜、平均����㎜である。重量は、最大�����ｇ、最

小����ｇ、平均�����ｇである。石鍬の各サイズ分布は第��表に示した。

２５１

第４節　縄文時代晩期の石器・石製品

第206図　コア・スクレイパーサイズの特徴

第63表　コア・スクレイパーサイズの特徴（全515点）



２５２

第２章　捨て場と遺物

第207図　コア・スクレイパー（１）

備考重量（ｇ）厚さ（㎜）幅（㎜）長さ（㎜）石材層位出土位置遺物№番号図版№

����������������頁岩Ⅱ������������

����������������頁岩Ⅰ�������������



　出土点数は少ないが、定形性の強い石器であり極めて特徴的である。刃部には使用による摩滅やつ

ぶれ、剥離、そして線状痕が明確に残る。

　第���図１は、凝灰岩の大形板状剥片を利用している。柄部を中心に表裏を粗く調整して形を整えて

いる。

　背面に対して刃部左側を大きく欠損している。刃部は強く摩滅しており、欠損後さらに腹面側を再

調整して刃部を再生しており、使用は継続されたと考えられる。使用者が右利きだとした場合、刃部

破損の状態から、手前に引き込む動作によって破損したことが考えられる。

　柄部は、背面右側を広く、左側を狭く調整しており、摩滅が著しい。このことも手持ち耕起具であ

ることを想定させる。

　第���図２も凝灰岩性の大形板状剥片を利用している。柄部は、非常に粗い調整で作り出している。

素材剥片の形状は、もともと側面一端が強く飛びだしていたものを選択しており、その部位を利用し

て柄を作り出している。刃部は、折れて失われているが、破損後「槌」のように折損面を使っており、

腹面右下には長軸方向の剥離面が残される。

２５３

第４節　縄文時代晩期の石器・石製品

第208図　鋸歯縁石器サイズの特徴

第64表　鋸歯縁石器サイズの特徴（全83点）



　第���図１は非常に大形厚手の荒割礫を素材としたと考えられる。平面形は第���図２と似ているが、

非常に分厚い。前２例が板状に剥離しやすい凝灰岩を素材としたのに対し、本例は硬質頁岩であるこ

とも関連する。器面の調整は両面に施され、摩滅が進んでいない分、粗い印象を受ける。

　ただし、刃部のつぶれは著しく、何度も刃部再生をした結果、刃部角が��度に近くなっている。刃

部再生剥離は全てステップ・フラクチャーをおこしており、器体の厚さを考えればこれ以上の調整剥

離を行っても刃部をある程度鋭角に戻すことは不可能と考えられる。

　第���図２は、黒色頁岩もしくは硬質な泥岩製で、直方体の礫に側面１辺と刃部を調整しただけで、

そのまま使用している。調整はチョッピング・トゥール状で礫器と見まごうが、刃部には長軸方向の

線状痕が極めて明瞭に残されており、礫器とは異なった使用法をされていたことが分かる。

　刃部の潰れ方は第���図１と同じで、使用と再生剥離を繰り返した結果、剥離痕は全てステップ・フ

ラクチャーとなっており、刃部角は��度近く開くなど、再生不可能な状態となっている。

　（２）土掘具

　全部で��点出土している。石鍬との違いは、幅広い刃部を作らず棒状を呈する点にある。平面形の

２５４

第２章　捨て場と遺物

第209図　抉入石器サイズの特徴

第65表　抉入石器サイズの特徴（全187点）



２５５

第４節　縄文時代晩期の石器・石製品

第210図　鋸歯縁石器・抉入石器（１）

備考重量（ｇ）厚さ（㎜）幅（㎜）長さ（㎜）石材層位出土位置遺物№番号図版№

鋸歯縁石器����������������頁岩Ⅰ�������������

鋸歯縁石器����������������頁岩Ⅰ�������������

抉入石器����������������頁岩Ⅰ�������������

鋸歯縁石器����������������頁岩Ⅰ�������������



２５６

第２章　捨て場と遺物

第211図　石匙の分類とサイズの特徴



２５７

第４節　縄文時代晩期の石器・石製品

第212図　石匙（１）

備考末端形状刃部重量（ｇ）厚さ（㎜）幅（㎜）長さ（㎜）石材層位出土位置遺物№番号図版№

Ⅰ����������������頁岩Ⅰ������������

Ⅰ���������������頁岩Ⅰ������������

ⅠＡ����������������頁岩Ⅰ������������

ⅠＡ��������������頁岩Ⅰ������������

アスファルト付Ⅰ���������������頁岩Ⅰ������������

Ⅰ����������������頁岩Ⅰ������������

Ⅰ���������������頁岩Ⅰ������������

Ⅱ����������������頁岩Ⅰ������������

アスファルト付Ⅰ����������������頁岩Ⅱ������������

Ⅱ����������������頁岩Ⅰ�������������

アスファルト付����������������頁岩Ⅰ�������������



２５８

第２章　捨て場と遺物

第213図　石匙（２）

備考末端形状刃部重量（ｇ）厚さ（㎜）幅（㎜）長さ（㎜）石材層位出土位置遺物№番号図版№

Ⅰ�����������������頁岩Ⅰ������������

アスファルト付Ⅰ����������������頁岩Ⅰ������������

����������������頁岩Ⅰ������������

アスファルト付Ⅰ����������������頁岩Ⅰ������������

Ⅱ����������������頁岩Ⅰ������������

Ⅰ����������������頁岩Ⅰ������������

アスファルト付�����������������頁岩Ⅰ������������

Ⅰ�����������������頁岩Ⅰ������������



２５９

第４節　縄文時代晩期の石器・石製品

第214図　石匙（３）

備考末端形状刃部重量（ｇ）厚さ（㎜）幅（㎜）長さ（㎜）石材層位出土位置遺物№番号図版№

ⅡＢ����������������頁岩Ⅰ������������

Ⅱ����������������頁岩Ⅰ������������

ⅠＢ��������������頁岩Ⅰ������������

アスファルト付Ⅰ�����������������頁岩Ⅰ������������

Ⅱ�����������������頁岩Ⅱ������������

アスファルト付Ⅱ�����������������頁岩Ⅰ������������

Ⅰ�����������������頁岩Ⅱ������������

アスファルト付ⅡＣ����������������頁岩Ⅰ������������



２６０

第２章　捨て場と遺物

第215図　石匙（４）

備考末端形状刃部重量（ｇ）厚さ（㎜）幅（㎜）長さ（㎜）石材層位出土位置遺物№番号図版№

アスファルト付Ⅰ�����������������頁岩Ⅰ������������

アスファルト付Ⅰ����������������玉髄不明���������

アスファルト付Ⅱ����������������玉髄Ⅰ������������

Ⅰ�����������������頁岩Ⅰ������������

アスファルト付ⅠＣ����������������頁岩Ⅰ������������

Ⅱ���������������頁岩Ⅰ������������

Ⅰ����������������頁岩Ⅰ������������

Ⅰ�����������������頁岩Ⅰ������������



２６１

第４節　縄文時代晩期の石器・石製品

第216図　石匙（５）

備考末端形状刃部重量（ｇ）厚さ（㎜）幅（㎜）長さ（㎜）石材層位出土位置遺物№番号図版№

アスファルト付Ⅰ�����������������頁岩Ⅱ������������

Ⅰ�����������������頁岩Ⅰ������������

Ⅰ�����������������頁岩Ⅰ������������

アスファルト付Ⅱ�����������������頁岩Ⅱ������������

Ⅱ�����������������頁岩Ⅰ������������

アスファルト付ⅠＣ����������������頁岩Ⅰ������������

アスファルト付Ⅱ�����������������頁岩Ⅰ������������

アスファルト付Ⅰ����������������頁岩Ⅰ������������



２６２

第２章　捨て場と遺物

第217図　石匙（６）

備考末端形状刃部重量（ｇ）厚さ（㎜）幅（㎜）長さ（㎜）石材層位出土位置遺物№番号図版№

アスファルト付Ⅰ�����������������頁岩Ⅰ������������

Ⅰ�����������������頁岩Ⅰ������������

Ⅱ�����������������頁岩Ⅰ������������

アスファルト付Ⅰ�����������������頁岩Ⅰ������������

Ⅰ���������������頁岩Ⅰ������������

Ⅰ����������������頁岩Ⅰ������������

アスファルト付Ⅰ�����������������頁岩Ⅰ������������

アスファルト付Ⅰ����������������頁岩Ⅰ������������



２６３

第４節　縄文時代晩期の石器・石製品

備考末端形状刃部重量（ｇ）厚さ（㎜）幅（㎜）長さ（㎜）石材層位出土位置遺物№番号図版№

アスファルト付Ⅰ�����������������頁岩Ⅰ������������

Ⅰ�����������������頁岩Ⅰ������������

Ⅰ����������������頁岩Ⅰ������������

Ⅰ�����������������頁岩Ⅰ������������

アスファルト付Ⅰ����������������頁岩Ⅰ������������

Ⅰ�����������������頁岩Ⅰ������������

アスファルト付Ⅰ����������������頁岩Ⅰ������������

Ⅰ�����������������頁岩Ⅰ������������

第218図　石匙（７）



２６４

第２章　捨て場と遺物

備考末端形状刃部重量（ｇ）厚さ（㎜）幅（㎜）長さ（㎜）石材層位出土位置遺物№番号図版№

アスファルト付Ⅰ����������������頁岩Ⅰ������������

Ⅰ����������������頁岩Ⅰ������������

アスファルト付Ⅰ�����������������頁岩Ⅰ������������

アスファルト付Ⅰ�����������������頁岩Ⅰ������������

アスファルト付Ⅰ�����������������頁岩Ⅰ������������

Ⅰ�����������������頁岩Ⅰ������������

Ⅰ���������������頁岩Ⅰ������������

Ⅰ����������������頁岩Ⅰ������������

Ⅱ����������������頁岩Ⅰ������������

Ⅱ�����������������頁岩Ⅰ�������������

アスファルト付Ⅰ�����������������頁岩Ⅰ�������������

第219図　石匙（８）



特徴は、いずれもわずかにカーブを描くことである。刃部破損はカーブの内側にあたる部分に起きて

いることが、注目される。

　土掘具の長さは、最大�����㎜、最小����㎜、平均�����㎜で、�����～�����㎜のものが３点����％

と最頻値を示す。幅は、最大�����㎜、最小����㎜、平均����㎜で、����～����㎜のものが３点����％

と最頻値を示す。厚さは、最大����㎜、最小���㎜、平均����㎜で、����～����㎜のものが３点����％

と最頻値を示す。重量は、最大�����ｇ、最小����ｇ、平均�����ｇで、�����～���ｇのものが２点と

最頻値を示す。土掘具の各サイズ分布は第���図・第��表に示した。

　第���図１の先端は、丸く潰れている。また、先端から長軸方向への剥離痕が腹面側にあり、これを

切る形で背面側に再調整を施す。刃部再生による剥離と考えられる。

２６５

第４節　縄文時代晩期の石器・石製品

第220図　石箆の分類



　第���図２も刃部末端腹面側に大きな剥離痕が残る。上述したようにこの剥離痕は緩くカーブを描く

器体の内側に当たる部分である。この剥離は、使用による衝撃剥離の可能性が高い。石鍬第���図１で

想定したのと類似して、手前に引き込みつつ突き刺すような動作の結果である可能性がある。もしく

は、刃部再生に失敗した物かもしれない。どちらにしても、この剥離が最も新しく、以後再調整は行

われていないことから、刃部先端を欠損した段階で廃棄されたと考えられる。

　第���図３も同様で、刃部末端には器体長軸に直交する横方向の大きな剥離が残り、これが刃部をほ

ぼ��度にまで開いてしまっており、再生不可能となっている。

　なお、東北地方ではしばしば石篦と打製石斧が、土掘具として混同されている。本遺跡における土

掘具と石篦の長さの母分散は、等しくない（Ｆｓ�����≧Ｆ（１％）＝����）。その上で、ｔ検定すると、

高度に有意差がある（ｔｓ＝����≧ｔ（１％）＝����）。すなわち、長さに代表される大きさ（幅・厚さ

も同じく高度の有意差が出た）が、これら２器種では明らかに異なっている。この大きさの違いは、

それぞれの器種に要求された機能・使用法の差として現れている可能性が高い。つまり、一般的な石

篦を土掘具に分類するのは、間違いである（ごく僅かに明瞭な線条痕を持つ石篦がある。これらにつ

２６６

第２章　捨て場と遺物

第221図　石箆サイズの特徴

第67表　石箆サイズの特徴（全128点）



２６７

第４節　縄文時代晩期の石器・石製品

備考加工状態形状重量（ｇ）厚さ（㎜）幅（㎜）長さ（㎜）石材層位出土位置遺物№番号図版№

Ⅰ������������������頁岩Ⅰ�������������

Ⅰ�������������������頁岩Ⅲ��������������

第222図　石箆（１）



２６８

第２章　捨て場と遺物

備考加工状態形状重量（ｇ）厚さ（㎜）幅（㎜）長さ（㎜）石材層位出土位置遺物№番号図版№

Ⅱ�����������������頁岩Ⅰ������������

Ⅰ�����������������頁岩Ⅰ������������

Ⅱ�����������������頁岩Ⅰ������������

槍から箆に転用、摩滅アスファルト付きⅠ������������������頁岩Ⅰ������������

Ⅰ�����������������頁岩Ⅰ������������

Ⅱ�����������������頁岩Ⅰ������������

第223図　石箆（２）



２６９

第４節　縄文時代晩期の石器・石製品

第224図　石錐の分類



いては、便宜的な土掘具への転用と考えている）。

　（３）磨製石斧

　磨製石斧は、全部で��点出土している。完形品��点、破損品��点である。破損品が圧倒的に多い。

分類は、第���図に示した。

　完形品��点によって、大きさの特徴を示す。磨製石斧の長さは、最大�����㎜、最小����㎜、平均

����㎜、����～����㎜のものが��点����％と最頻値を示す。幅は、最大����㎜、最小����㎜、平均����

㎜で、����～����㎜のものが��点����％と最頻値を示す。厚さは、最大����㎜、最小���㎜、平均����

㎜で、����～����㎜のものが��点����％と最頻値を示す。重量は、最大�����ｇ、最小����ｇ、平均

�����ｇで、����～����ｇのものが��点����％と最も多い。磨製石斧の各サイズ分布は第���図・第��

表に示した。

　磨製石斧は、伐採斧としての大形品と、加工斧としての小形品に明確に分かれる。第���図の長さ分

布を見れば、����㎜以下の小形品、����～�����㎜までの中形品、そして大形品は�����㎜を超える。

大きさの差は重量にもよく現れている。��ｇ以下の軽量品、�����～�����ｇまでの中量品、そしてそ

２７０

第２章　捨て場と遺物

第225図　石錐サイズの特徴

第68表　石錐サイズの特徴（全957点）
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